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第１章　回収したチート魔剣で冒険者をはじめよう




「ああ、ヒロタカくん。言ってなかったけど、キミはここでパーティから抜けてもらうから」

　とある街に到着して、酒場で夕食を食べたあとのことだった。

　宿に戻ろうとしていた俺を引き止めたケンイチが、明日の天気の話でもしているのかと勘違いしてしまうくらいに、さらっと言った。

　その突拍子もない話に、俺はしばらく固まってしまう。

「……え？　どういうこと？」

「どうもこうもないよ。キミは追放だ。役に立っていない人間をいつまでもパーティに置いておくわけにはいかないからね」

　微笑みながらキザったらしく髪の毛をかき上げるケンイチ。

「あ、言っておくけれど、これはみんなの総意だよ？　ヒロタカくん」

　つまり、パーティにいる俺以外の６人全員が俺を追放したいと思っているってことか。

　このケンイチを含めた６人とは、「魔王討伐」という目的を共有している運命共同体だが、知り合ってまだ半月も経っていない。

　その半月の間に使えない人間だと判断して、追放という結論に至ったのだろう。

　何を隠そう、俺がパーティのお荷物になっていたのは紛れもない事実だ。

　ずっと肩身の狭い思いをしていたので、いつかパーティを離れようと思っていたのだけれど――まさか、こんな形でいきなりクビを突きつけられるとは。

「ん？　何だいその目は？」

　ケンイチが胡う乱ろんな視線を俺に向ける。

「まさか『自分は役に立っている』とでも言いたいのかい？」

「いや、そういうわけじゃないけど」

「持っているスキルは役に立たない、戦闘能力もない。できるのはゴミを１日１回『回収』するだけ。知っているかい？　そういう人間を無能っていうんだよ？」

「…………」

　嫌味ったらしく言わなくてもいいだろ……とは思ったが、当たっているので何も返すことができなかった。

　ケンイチが言うとおり、俺に与えられた「スキル」は彼や他の連中と比べると大きく見劣りする。

　このスキルというのは、いわば特殊能力のことだ。

　スキルだの特殊能力だの、何だかゲームの中に出てくるような単語ばかりだが、ここはそういったものが実在する世界らしい。

　この世界は、俺こと「廣ひろ田た寛ひろ貴たか」が住んでいた世せ田た谷がやでもなければ、日に本ほんでもない。

　というか、そもそも地球でもない。

　剣と魔法が存在する「異世界」なのだ。

　俺やケンイチたちがこの異世界に転移させられたのが半月前だ。

　元々俺は、世田谷の廃品回収会社で働いている作業員だった。

　その日も都内の一軒家で家電の回収にあたっていたのだけれど、突然後ろから誰かに引っ張られて転倒してしまい、気がついたらこの世界に来ていた。

　そこで同じように転移させられたケンイチたちと出会い、天から聞こえた「姿なき声」に魔王討伐を押し付けられた。

　何でもこの世界には秩序を乱す魔王という存在がいて、その魔王を倒して世界に安定をもたらしてほしいというのだ。

　もちろん、俺を含め転移させられた７人全員が拒否した。

　突然、妙な世界に拉致され「世界を救え」と言われて、「わかった俺に任せろ」なんて言うやつがいるのは、映画や漫画の中だけなのだ。

　湧いてくるのは「義心」ではなく「疑心」。

　だけど、俺たちに魔王討伐依頼を拒否する権利はなかった。

　魔王を討伐する以外に元の世界に戻れる方法はないと脅迫まがいのことを言われたからだ。いや、これは「まがい」ではなく完全に脅迫か。

　とにかく、そういうことで俺たち７人は渋々魔王討伐の旅に出ることになった。

　そのときに与えられたのが、この「スキル」というものだった。

　ケンイチをはじめとする６人の転移者には、もはや「それチートだろ」と言いたくなるような凶悪なスキルが与えられていた。

　一定時間無敵になるスキルや、ヤバい魔術が使えるようになるスキルなどなど。

　だけど、俺に与えられたのは――廃品回収。

　言い間違いではなく、正真正銘「廃品回収」という名前のスキルだった。

　気を使って転移前の職業にちなんだスキルを与えたというのなら、あの姿なき声のケツを蹴り飛ばしてやりたい。

　というか、何だよ廃品回収って。

　この廃品回収スキルは「12時間に１回、この世界に放置されている捨てられたアイテムを回収する」という能力だった。

　このスキルを使うと、世界中にあるゴミの中から、ランダムでアイテムをひとつから複数個、手元に呼び出すことができるのだ。

　たまに金になりそうなアイテムや食べられそうな果物を回収することがあるが、大抵は残飯や壊れた装備などのゴミばかり。

　つまり、この廃品回収スキルは、半日に１回ゴミを回収する文字どおりのゴミスキルなのだ。

　このスキルのせいで、俺は完全にパーティのお荷物になっていた。

　戦闘の役にも立たず、かといって普段の生活でも役に立たないスキルを持つ俺にできるのは、荷物持ちなどの雑用の力仕事だけだった。

「まぁ、悪く思わないでくれよ、ヒロタカくん」

　ケンイチがぽん、と俺の肩を叩たたく。

「ここまでキミを助けてあげていたのは同じ転移者のよしみ、みたいなものがあったからだ。だけど、領主様からもらった『支援金』が少々心もとなくなってきてね。キミにもわかるだろ？」

　つまり、不良債権の処理とでも言いたいのだろう。

　見知らぬ世界で魔王を倒す旅をするには、金が必要になる。

　毎日の食事に泊まる宿、それに、装備やアイテム。

　この世界に来て最初に直面した問題が、その「金の工面」だった。

　その問題を解決するために、ケンイチはチートスキルを使って金を集めることにした。

　チートスキルで魔物を討伐しまくって名声を高め、「魔王を倒す勇者」を名乗って支援者を探したのだ。

　すぐに勇者の噂うわさは広まり、金を集めることには成功したのだが――ケンイチたちはその支援金を魔王討伐ではなく、毎日の贅ぜい沢たくに使った。

　泊まる宿は貴族の屋敷かと思うくらいに豪華だったし、食べるものも旬の食材を使った一級品ばかり。

　有名なフランスの某王妃が裸足で逃げそうなくらいの豪遊っぷりだ。

　勇者を名乗って金策に成功したケンイチは、いつの間にかパーティのリーダー的存在になり、彼を中心にパーティは動くようになった。

　そんなケンイチがパーティの中で決めたのが「貢献度に合わせて贅沢をさせる」というルールだ。

　もちろん、俺の貢献度はメンバーの中で最低だったので、泊まるのは馬小屋で、食事も質素なものだった。

　だけど、それでもパーティのお荷物だった俺に宿と食事を与えてくれたケンイチたちには感謝していたし、むしろ申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　だからいつかはパーティを離れてひとりで生きていこうと考え、廃品回収スキルで回収した金目のものを手元に残して準備を進めていたのだが――。

「というか、キミは僕たちの庇ひ護ごがなくても、やっていけるでしょ？」

　俺が返事を渋っているように見えたのか、ケンイチが呆あきれたように笑う。

「だって、元々は32歳のオジサンなんだよね？　社会経験はあるし、この世界でもひとりで生きていけると思うよ？」

　ケンイチも俺も今の見た目は17歳だが、元々は全く違う年齢だった。

　どうやら、転移させられたときにこの世界の成人年齢である17歳にさせられたらしい。俺やケンイチだけではなく他のメンバーも同じだ。

　ケンイチは転移前は19歳の大学生だと言っていた。人望が厚く、軽音サークルのリーダーを務めていたという。

　一方の俺は、廃品回収業者で働く32歳。

　まぁ、働いていたときから交友関係は広かったので年齢の隔たりなく話せるけど、それでもひとりだけオッサンというのはキツいものがあった。

　しかし、とケンイチを見て思う。

　追放宣言を受けるとは思ってもみなかったけど、これでようやく肩身の狭い思いから解放されることになりそうだ。

　回収スキルでいくつか金になりそうなものは保管してあるし、とりあえずそれを換金して元手にして仕事を探せば、生きていけるだろう。

　魔王討伐はケンイチに任せて、俺はこの世界でのんびり暮らそう。

　適当に金を稼ぎながら、悠々自適に。

「わかった。これ以上世話になるのは心苦しいし、パーティを出ていくよ」

　さらっと返すと、ケンイチは意外そうな顔をした。

「なんだ、てっきり怒りに任せて殴りかかってくるかと思っていたけど、能力だけじゃなく度胸もなかったんだね」

　さらっと嫌味をこぼすケンイチ。

　少しムカッときたけれど、大人の余裕で我慢した。

　殴りかかったところでチートスキルで返り討ちにあうのは目に見えてるし。

　俺は努めて冷静にケンイチに返す。

「そんな野蛮なことするわけないだろ。というか、いきなり殴りかかるやつなんているのか？」

「前にサークルを追放した人間が殴りかかってきてさ。当然、法の裁きを受けてもらったけど」

「……あ、そう」

　経験アリなのね。

　一体どんな理由で追放したのやら。

　規則を守らなかった、みたいな正当な理由だったらいいけど。

「まぁ、いいや。それじゃあ、お世話になりました」

「あ、ちょっと待って」

　礼を言って立ち去ろうとした俺を、ケンイチが引き止める。

「出ていく前に、その装備は置いていってよ？」

「え？」

「キミが着ている鎧よろいと腰にぶら下げている剣は、僕のパーティの所有物だよ？　無能なキミには過ぎた装備さ」

　確かにこの装備は、領主からもらった支援金で買ったものだ。

　誰の所有物かといえば、パーティのものと言える。

　というか、どうでもいいけど、今、「僕のパーティ」って言ったか？

　いつからパーティはお前の所有物になったんだ？

「ほら、グズグズしないでさっさと返してよ。僕は早く宿に帰って休みたいんだ。役立たずのキミと違って、勇者の僕には世界を救うっていう大事な使命があるからね？」

　悪びれもせずに、爽やかに嫌味を言うケンイチ。

　俺は大きくため息をついて、心の中でツッコんだ。

　お前、世界を救う気なんてさらさらないだろ、と。

　こいつもある意味、悠々自適な異世界生活を送っていることになるのだろうけれど、こうはなるまいと心に誓った。

「わかったよ。これは返す」

　装備くらい大目に見てほしいというのが正直なところだが、パーティを去るなら後腐れなく去りたい。

　俺は、剣と鎧をケンイチに手渡す。

「……これでいいか？」

「ああ、もう行っていいよ」

　そうしてケンイチの前から去ろうとしたとき、再び彼の声が耳を撫なでた。

「じゃあね、無能くん。キミのより一層の健勝と活躍を、心から祈ってるよ」

「…………」

　お前は不採用時に送られてくるお祈りメールか。

　こいつ、わざとやってるとしたら神経を逆撫でするセンスがあるな。

　いい加減、腹が立ってきた俺は吐き捨てるようにケンイチに言ってやった。

「こっちもお前の健勝と活躍を祈ってるよ、伝説の勇者様」
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「……うお、まぶしっ」

　朽ちかけたボロボロの納屋のような小屋から出た俺の目に、まばゆい朝日が飛び込んできた。

　昨日の晩、ケンイチからパーティを追放された俺は、とりあえずこの「木賃宿」でひと晩明かすことにした。本当は路地で夜を越そうかと思ったのだけれど、何だか危ない連中が多そうだったからやめることにしたのだ。

　なので木賃宿の店主に言われるがまま、なけなしの金をはたいて場所を借りたのだが――。

「……これだったら、野宿と変わらなかったかもしれないな」

　入れ墨だらけの男や、顔が傷だらけの男が雑魚寝している木賃宿の中を見ながら思う。多分、ここも相当危険な場所に違いない。

　この街に着いたときにケンイチが借りていた屋敷みたいな宿とは雲泥の差だ。

　とはいえ、しっかりと寝たおかげか冷静に状況を受け止められている気がする。

　わけもわからず異世界に連れてこられて、なぜか17歳の姿になって、パーティから追放されてひとりになって――。

　うん。状況はよくないが、絶望するほどでもないだろう。

「とりあえず、金を手に入れないとな」

　元々そんなに手持ちがあったわけじゃないから、木賃宿に泊まって無一文になってしまった。

　回収スキルで得たアイテムを換金してから、仕事探しをするか。

　しかし、手っ取り早く仕事にありつけることができれば御の字なのだが、この世界で仕事ってどうやって見つけるんだろう？

　バイト求人なんてあるわけがないし。

「……いや、その前に、アイテムってどこで売れるんだ？」

　そもそも、本当に金になるのかすらわからない。

　ちょっと不安になった俺は、腰のポーチに保管してあった小瓶を取り出す。

　赤く発光した液体が入った小さな瓶が３つ。それに、青く発光した液体が入った中くらいの瓶がひとつ。

　確か赤いほうが傷口に振りかける治療薬の「回復ポーション」で、青いのが魔術を使うときに消費する「マナ」を回復する飲み薬の「マナポーション」だ。

「あれ？　逆だったっけ」

　まぁ、いいか。どっちにしても今の俺には必要のないものだ。これを売ればいくらか金になる……と思うのだけれど。

「ひとまず、これと同じものが売ってそうな店を探すか」

　こういうときは、専門家に聞くに限る。

　店がどこにあるのかわからないけど、大通りに出ればわかるだろう。

　俺は木賃宿の店主に挨拶して、路地から大通りに出る。

「……おぉ」

　改めて、ここは異世界なんだなぁと思った。

　中世っぽい長い袖のついたワンピースみたいな服や、継ぎ接ぎのシャツを身にまとった人が行き交い、中には獣の耳やしっぽを生やした人までいる。

　映画とかゲームで見る、獣人ってやつだろうか。

　街並みも、現代ではあまりお目にかかれない中世のヨーロッパという雰囲気だ。

　ふと、街の奥に大きな教会が見えた。あれが街の中心だろうか。教会の奥に何だか巨大な城みたいな建物があるが、王様でも住んでいるのか？

　人の流れに従って教会のほうへと歩いていると、俺が持っている小瓶のイラストが描かれた看板が見えたので入ってみることにした。

　店内には赤や青、それに緑や黄色といったカラフルな液体が入った瓶がずらりと並んでいた。

「いらっしゃい。今日はどういったご用件で？」

　ハゲ頭の店主っぽい男が話しかけてきた。

「回復ポーション、マナポーション、アンチポイズンにアンチパライズ。安価な低品質ポーションから、効果が高い高品質ポーションまでひととおり揃そろってるよ」

　なるほど、ポーションは品質によって値段が左右するのか。もっと詳しく知りたいところだけど、無知をさらすと騙だまされそうな気もする。

　ここはバリバリに知ったかぶりをするべきだと、長年の社会経験者のカンが囁ささやいているぜ。

「すみません、これを買い取ってほしいんですけど」

　俺はポーチから小瓶を取り出す。

　買い取りをやっているのかどうかはわからないけれど、ここはそういうもんだと思って堂々と行くほうがいいだろう。

「はいはい、買い取りね」

　どうやら予想は当たっていたらしい。

　店主は小瓶を手に取り、光にかざしはじめた。

「へぇ、なかなかいい品質じゃないか。こっちの回復ポーションはラドマン銀貨２枚、こっちのマナポーションはラドマン銀貨１枚で買い取れるが、どうする？」

「ラドマン、銀貨？」

「……ん？　なんだ兄ちゃん、外の人間か？」

「あっ」

　マズい。この街に着いて何回か貨幣を使ってるけど、名前を聞くのは初めてだったのでつい反応してしまった。

　でも、店主の反応を見る限り、そう警戒する必要もなさそうだ。この人なら色々聞いても平気かもしれないな。

「実はそうなんです。先日、この街に到着したばかりで」

「ラドマン貨を知らねぇってことは、ヤルマか、カレドニアから来たのか？」

「え？　あ、はい。まぁ、そんなところですね」

　何を言ってるのか全然わからないけど、深く頷うなずいた。

「そのラドマン貨がどの程度の価値なのか教えてもらえませんか？」

「ああ、かまわねぇよ」

　そうして店主は貨幣の価値についてざっと教えてくれた。

　細かいところはわからなかったけれど、この国で使われているラドマン貨という貨幣は金、銀、銅があり、十進法で価値が変わるらしい。

　銅貨10枚で銀貨１枚になり、銀貨10枚で金貨１枚になるという具合だ。

　それで、銅貨が５枚程度あれば、広場にある酒場で部屋を借りられるという。さらに銅貨２枚程度で食事にありつけるらしい。

　木賃宿でくすんだ茶色の硬貨を１枚支払ったけど、あれがラドマン銅貨か。それを考えると、木賃宿ってかなり安いんだな。

「それで、どうする？」

　店主が尋ねてきた。

「ポーション、売るか？」

「あ、はい。その金額でお願いします」

　話に集中しすぎて本題を忘れてしまってた。

　俺は店主から銀貨７枚を受け取る。

「あの……ちなみに、仕事ってどこかでもらえたりします？」

「仕事？」

「はい、ちょっと仕事を探していまして」

「仕事だったら冒険者ギルドにでも行ってみればいいだろ。最近、街の周りも物騒になって魔物どもがうようよしてるからな。ま、城壁があるから街の中までは入ってこねぇけど、色々と被害が出てるみたいだしな」

　魔物というのは何度か戦ったことがあるから俺も知っている。姿なき声が言っていた「魔王」と同じく、この世界の人々に害を為している化物だ。

　なるほど、冒険者ギルドでその魔物を討伐する依頼が受けられるわけか。

　しかし、装備も何もないこの状況で魔物と戦うのは無理がある気がする。体力と腕力にだけは自信があるから、危険が少ない肉体労働の仕事を探したほうがいいかもしれない。

　まぁ、とりあえずその冒険者ギルドに行くか。

　冒険者ギルドの場所を尋ねると、店主は快く教えてくれた。

　何ていい人だ。最初は疑ってかかってしまったけど、神様レベルの親切さじゃないか。

「ありがとうございます。じゃあ、冒険者ギルドに行ってみます」

「おう。気をつけてな。今後とも、当店をどうぞご贔ひい屓きに」

「はい、また来ます」

　そうして俺は、冒険者ギルドへと向かった。
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『リキャストが終了しました』

「……むおっ!?」

　ポーション屋を出て、店主に教えてもらった冒険者ギルドへと向かっていたとき、ふと耳元で妙な声がした。

　いきなり耳元で囁かれた!?と思った俺は、身構えて周囲を見回したが近くには通行人しかいない。いきなり立ち止まって妙な声を上げてしまったもんだから、胡乱な目を向けられる始末。は、恥ずかしい。

「……ああ、リキャストタイムが終わったのか」

　この半月の間、毎日のように経験しているのだけれど、突然耳元で囁かれるのでいつもびっくりしてしまう。

　俺は親指と人差し指で空中を２回摘む動作をする。

　すると、目の前に半透明の板のようなものが現れた。

　これがこの世界で普通のことなのかはわからないけれど、こうすることで俺が習得しているスキルが書かれたウインドウを呼び出すことができるのだ。

　俺は改めて「廃品回収」スキルを確認する。





　スキル：廃品回収

　効果：捨てられた（※）アイテムを回収できる。

　リキャストタイム：０分／12時間






　俺が廃品回収の能力について自覚しているのは、このゲームのウインドウ画面のようなもので知ることができたからだ。

　リキャストタイムというのは、次にスキルを発動できるまでの待ち時間みたいなものだ。これが「０分／12時間」になればまたスキルが使える。

「……というか、リキャストが12時間って長すぎだよな」

　ついぼやいてしまった。

　１回ケンイチのスキルを見せてもらったことがあるけれど、彼のチートみたいなスキルでもリキャストタイムは30秒足らずだった。

　それを考えると12時間というのは桁違いに長い。長すぎる。何でこんなゴミスキルを再発動させるのに12時間もかかるんだ。

　あの姿なき声の野郎、設定間違ってないか？

　俺はウインドウの「捨てられた」のあとにある「※」マークに触れる。











　捨てられたの定義：他者の持ち物が地上に放置された状態で、所有者が所有権を放棄している場合。忘却したり、意思にかかわらず所有権を放棄する言葉を口にした場合も該当する。






　……うん、何度読んでもいまいちわからん。

　つまり、残飯を回収したのは「捨てたことで所有権が放棄されたから」で、果物を回収したのは「木から落ちて果物の所有権が放棄されたとみなされたから」なのだろうか。

　壊れた装備も不要になって捨てたから放棄されたとみなされた。

　とするなら、さっき売ったポーションはどういうことだろう。銀貨数枚で売れるものを捨てるわけがないし、死者の所有物だったとかだろうか。

　魔物との戦いで命を落とした人間が持っていたものを俺が回収している。ありえない話ではない。何ていうか、それこそまさに廃品回収だ。

　俺も廃品回収会社で亡くなった人の自宅からゴミを回収する仕事をやったことがある。遺品は遺族に渡すが、必要のない家電等はリサイクルショップに持ち込んだりもする。あれと同じといえば同じか。

「……ま、とりあえず今日も回収しとくか」

　回復ポーションでも回収できれば、銀貨数枚で売れるしな。

　大通りでスキルを使うのは何だか人の目が気になったので、ちょっと路地に入ることにした。

　周りに人がいないことを確認して、空中から何かを掴つかむように右手を出し、頭の中でスキル発動と念じる。

　すぐに俺の右手がぼうっと青白く光り出した。

　そして、手のひらに何か硬いものの感触が生まれ――。

「……何だこりゃ」

　俺の右手に収まっていたのは、回復ポーションでも果物でもなく――妙な形をしたナイフだった。

　全体的に黒ずんでボコボコとしていて、先端部分だけがほのかに赤い。凸凹しているのは装飾かと思いきや、血管のような形をしていて何だかキモい。

　変なアイテムを回収しちまったな。とりあえずこのキモいナイフの正体を確認するために、情報をチェックしてみるか。

　再び指を摘む動作をして、ステータス画面を開く。





　魔剣オソロ

　レベル：１

　攻撃力：１００

　スキルスロット１：なし

　契約者：ギーゼラ









[image: ]







　ギーゼラ？　誰だそれ？

　今まで何度かアイテムや装備の情報をこうやってチェックしたことがあるけれど、「契約者」なんて項目は見たことがない。

　というか――。

「ま、魔剣？」

　魔剣って、アレだよな。ゲームとか映画で出てくる、何かしらの魔法がかかった、メチャクチャ強力な武器。

　そう言われると、何だか魔剣っぽい形をしている。

　妙な高揚感に、思わず鳥肌が立ってしまった。

　これはもしかすると、もしかするのかもしれない。

　え？　何？　ここにきて、とんでもないものを回収しちゃった感じですか？
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　とりあえず、回収した「魔剣オソロ」なるナイフを布にくるんでポーチにしまい、冒険者ギルドへ急ぐことにした。

　このナイフもポーション屋に持っていけば買い取ってもらえるかもしれないけれど、手元に残しておいたほうが吉だろう。

　魔剣というくらいなのだから秘めた力を持っていてもおかしくないし、このナイフがあれば危険な魔物の討伐だってできるかもしれない。

　何だかワクワクしてきた。仕事がもらえて金に余裕が出たら、ナイフを収納できる皮サックでも買おうっと。

　ポーション屋の店主に教えられたとおりに道を行くと、剣とコインのイラストが描かれた看板が見えた。あれが冒険者ギルドだろう。

　教会とまではいかないが、かなり立派な建物だ。

　周りにある建物と比べるとひときわ大きく、頑丈な造りをしている。

　建物の中に入ってまず目に飛び込んできたのは、壁に飾られた熊の剥製だった。狩猟で仕留めた鹿とかの頭部だけを剥製にして飾るアレだ。

　ただ、熊っぽい顔の形をしているが目がひとつしかない。多分、魔物だ。ここの冒険者ギルドの依頼で仕留めたのだろう。

　部屋の中央に円形のカウンターがあり、そこで冒険者っぽい人たちが受付の女性と話している。鎧を着た大男に、三角帽子をかぶった綺き麗れいな女性。それに、狼みたいな顔をした毛むくじゃらの獣人。

　何だか熟練者みたいな見た目の人だらけだ。

　とりあえず、受付の女性に話を聞いてみることにした。自慢じゃないけど、俺には普通の人だとちょっと入りづらい店にも余裕で入れる図太さがあるのだ。

「いらっしゃいませ」

　俺の姿に気づいた受付嬢が、ペコリと頭を下げる。

「冒険者ギルド『ひとつ目熊の寝床』へようこそ。本日はどういったご用件でしょうか？」

「あの、ここで仕事を受けられると聞いて来たんですけど」

「依頼の受注ですね。冒険者協会の会員証をご提示いただけますか？」

「冒険者協会の……会員証？」

　何だそれ？　フィットネスジムの会員証的なやつか？

「……あ、もしかして未登録の方？」

「え？　あ、はい」

「ごめんなさいね。ウチはＢランク以上の冒険者にしか仕事を斡あっ旋せんしてないの。ていうか、よく見たらまだ子供じゃない」

　突然、受付嬢の口調が砕ける。

　何だいきなり。失礼なやつだな。

　大の大人に向かって子供呼ばわりなんて――と思ったけど、今の俺は子供だった。この世界では17歳で成人だと言ってたけど、それくらいの年齢で冒険者になる人間はいないのだろうか。

「もしかして俺くらいの年齢だと、仕事は無理なんですか？」

「年齢は関係ないわよ。ランクがＢ以上なら喜んで仕事を斡旋するわ」

「ランク？　冒険者にランクがあるんですか？」

「そう。冒険者になるためには『冒険者協会』ってところに登録する必要があって、協会に登録したら一番下のＥランクの会員証が発行されるの。そこから実務をこなすとランクアップの試験を受けられるようになって、試験に合格すればランクがひとつ上がるわ」

「なるほど……そのランクによって登録できる冒険者ギルドが決まっているってわけですね」

「そういうこと」

　それで、ここのギルドはＢ以上。

　ランクによって登録できるギルドが決まっているのは、依頼によって危険度が変わるからだろう。駆け出しの冒険者ばかりいるギルドに危険な依頼を出してもスルーされるだけだし、棲すみ分けすることで依頼する側も安心できる。

　なるほど、よくできたシステムだ。

　仮に俺がここで仕事を受けられたとしても、完遂できる仕事は何もないだろう。

「Ｅランクの冒険者の登録って、どこでできるんですか？」

「ん～、確か広場の外れにある『白猫の宿り木』ってギルドが受け付けていたはずだけど」

　白猫の宿り木。ここは「ひとつ目熊の寝床」だったし、変な名前のギルドばかりだな。この世界ではそういう名前が流は行やっているのだろうか。

　もしかすると、ギルドに白猫の剥製が飾ってあったりするのかもしれない。猫の剥製なんて、何だか可哀想になってくるけど。

「ありがとうございます。では、そこに行ってみます」

「はい。またのご利用をお待ちしておりますね。ご武運を」

　うやうやしく頭を下げる受付嬢。

　そうして、門前払いを食らった俺は、白猫の宿り木というギルドを目指すことにした。
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　俺が向かったのは昨晩利用した木賃宿があった方角だった。

　またここに戻ってくるなんて、何だか役所でたらい回しにされてる気分だ。

　広場から路地に入り、木賃宿の前を通り過ぎて街の城壁近くまで来た。

　ここまで来ると人気がない。広場とは違う世界みたいだ。

　こんなところに冒険者ギルドがあるのかと訝いぶかしむ俺の目に、あの剣とコインのイラストが描かれた看板が映った。

　あれが冒険者を表すイラストなのだろう。

「……何だか、小さい建物だな」

　思わず声に出てしまった。

　さっきの「ひとつ目熊の寝床」の立派な建物と比べると、同じ冒険者ギルドかと思うくらいに小さい。それに、見た目もボロボロだし、風が吹いたら倒壊してしまうんじゃないかと心配になってしまう。

　でも、こういう場所にかぎって、中は綺麗だったりするんだよな～と思って中に入ったけれど、中身もボロボロだった。

　こぢんまりとしたカウンターには誰もいないし、依頼書を貼り出すために設置されているっぽい掲示板には何も貼られていない。

　というか、本当に誰もいない。

　受付嬢はおろか、依頼を受けに来た冒険者すらいない。

　もしかして、今日は休みなのだろうか。

　と、そんなことを考えていたときだ。

「……ああっ!?」

　ギルドの奥の扉から小さい少女が飛び出してきて、驚嘆の声を上げた。

　年齢は今の俺よりも下だろう。白色のおさげに丸メガネ。そのメガネの奥に見える目は少し目尻が下がっていて、何だかふわっとした雰囲気がある。

　頭に猫っぽい耳がついているので獣人なのだろう。

　あ、もしかしてギルド名の「白猫」ってこの子のことなのか？

「も、も、もも、ももっ」

　その猫耳少女が驚いたように目を見開いて「も」を連呼する。

「もしかして、登録者の方ですかっ!?」

「……っ!?」

　その少女は餌を前にした猫のように俺に飛びついてきた。

「ちょ、な、何ですか急にっ!?」

「冒険者の登録ですよね!?　ですよね!?」

「え？　あ、いや、まぁ――」

「あ、答えなくて結構です！　違っても逃しませんからっ！」

　いや、答えさせろよ。

　というか、目が血走っててメチャクチャ怖いんですけど。

「ちょ、ちょっと、とりあえず離れてくださいよっ！」

　可愛かわいい女の子に抱きつかれて悪い気はしないけどさ。

「嫌です！　登録してくれるまで離れません！」

「するよ！　登録するから！」

　ぐいぐいと引き剥がそうとしていたら、突然ヒョイッと少女が距離を取った。

　ようやく解放されたかと思って少女を見ると、何だか胡乱な目でこちらを見ている。

「……今、どさくさに紛れて、わたしの胸を触りましたね？」

「は!?　さ、触ってねぇし！」

「触ったかどうかわからないですって？　ヒドイ！　どうせわたしの胸はぺったんこですよ！」

「何も言ってねぇよ！」

　何なんだよこいつ。いきなり飛びついてきたかと思いきや、言いがかりで他人を変態扱いしやがって。

　いいか猫娘。

　女の子の胸は、あればいいってもんじゃないんだぞ!?

「というか、誰なんだよあんた。このギルドの受付か？」

「……あ、自己紹介が遅れました。わたし、冒険者ギルド『白猫の宿り木』のギルドマスター兼受付兼看板娘のローナと申します」

　ローナと名乗った獣人の女の子がペコリと頭を下げる。

　自分で看板娘とか言うなとツッコみたくなったが、つい俺も頭を下げて「ヒロタカです」と自己紹介をしてしまった。

　うむ、これぞ日本人の性だな。

「ギルドマスター兼受付って、あんたがひとりで切り盛りしてるってことか？」

「そうです。見てのとおり、ウチにはスタッフはおろか、登録している冒険者も少ないですからね」

　ふっふっふ、と不敵な笑みを浮かべるローナ。

　偉そうに言うな。登録している冒険者がいないって、控えめに言ってヤバいじゃないか。

　もしかして、俺は来てはいけないところに来てしまったのかもしれない。これからのことを考えると、もっと普通の冒険者ギルドに行くべきか。

　そう思って引き返そうとした瞬間、ローナに腕をガシッと掴まれた。それはもう、凄まじい速さで。

「ヒロタカさんってカブルートの人じゃないですよね？」

「……え？　カブルート？」

　聞き返した瞬間、ローナが目を細めニヤリと笑う。

「はは～ん。この街の名前も知らないということは、やっぱり外から来た人ってことですねえ？」

　しまった。足元をすくわれた。

「外からやってきてウチに来たってことは、冒険者協会に登録してない新米冒険者ってことですよね。うんうん、わかる。わかりますよ、ヒロタカさんの苦労。右も左もわからない！　宿に泊まるお金もない！　はい！　そこでどうでしょう!?」

　ズイ、と顔を近づけてくるローナ。まつげがめっちゃ長い。

「今ならウチに登録していただけると、何と２階のお部屋を１室お貸ししちゃいますっ！」

「……えっ？」

「見てください。ウチにはスタッフも誰もいないんです。つまり！　部屋が！　山ほど余っている！」

　両手を広げて「じゃじゃ～ん」と自ら効果音を口ずさむローナ。

「それに、部屋はわたしが毎日掃除しているのでピカピカです！　ほら、依頼人も冒険者も来ないんで、毎日暇なんですよね～」

　もはや自虐ネタに聞こえてきて、何だか悲しくなってきた。

　でも、これは願ったり叶ったりというやつなのかもしれない。

　仕事がない状況で金を出して部屋を借りるのはリスクしかないし、仕事をしながら住居も確保できるなんて最高じゃないか。

　金を溜ためるなら住み込みの仕事に限る。

　まぁ、このギルドに仕事があればの話だけど。

「念のために聞いておきたいんだけどさ」

「はい、なんなりと！」

「見てのとおり俺はまだ冒険者協会ってところに登録していないんだけど、ここで登録して、すぐに仕事ができるのか？」

「できますとも！　ウチのギルドはＥランクの冒険者の方を対象にした依頼を発注していますので！」

「あ、いや、そういうことじゃなくて……何ていうか、ここに仕事、あるんスか？」

　ズバリ尋ねる。心配しているのは、この寂れたギルドに仕事を頼む依頼人がいるのかという話なのだ。

「もちろんありますよ。カブルートにある他の冒険者ギルドほどではないですけど、駆け出し冒険者でもこなせるような危険度が低い依頼がどしどし来てます」

「どしどしって、どれくらい？」

「え？　えーと、何ていうか……２つか、３つくらい……かな」

「……なるほど。なかなかのどしどし感だな」

　少ないな、とは思ったけど角が立たない言葉を返す。そこらへんは社会人経験で鍛えられたのだ。

　しかし、少なかろうが仕事があれば問題ない。

　それに、危険が少ない依頼というのもポイントが高い。ハイリスクハイリターンな仕事より、リターンが少なくてもリスクが少ない仕事を取るのが俺なのだ。

「わかった。じゃあ、ここで登録させてくれ」

「……っ!?　ほ、本当ですか!?　ありがとうございます！」

　文字どおり、飛び上がるように喜ぶローナ。まさか本当に登録するとは思わなかったのかもしれない。かなり切羽詰まっていたんだな。

「協会への登録手続きを行いますので、どうぞこちらに！」

　ローナに案内されて、カウンターへと向かう。

　あまり使われていない雰囲気なのに、ホコリひとつないのはローナが掃除をしているからだろうか。

「それではこちらに手のひらを乗せてください」

　ローナが何やらガラスの板っぽいものを取り出した。そのガラスの下に申込用紙っぽいものが挟んである。

「これって何だ？」

「文字の読み書きができない方でも登録手続きができるように、名前や所有スキルなどの情報を用紙に転写する魔導具です」

「へぇ～、何だかすごいな」

　手のひらから個人情報を読み込むということだろうか。だとしたらすごい技術だ。

　少しドキドキしながらガラス板の上に手を乗せる。

　すぐにガラス板が光り出し、その下にある紙に文字が浮かび上がった。

　だが、何と書いてあるのか読めない。

　この世界の文字の読み書きはできないのだ。

「ヒロタカ・ヒロタさんですね」

　紙を手に取り、ローナが読み上げてくれた。

「所有スキルは廃品回収、ラッキースター……魔術特性はなし」

「魔術、特性？」

　聞き慣れない言葉に首をかしげてしまった。

「どの系統の魔術が使えるかですね。魔術には四大元素系の火、水、風、土……それに神聖系や暗黒系など色々あるんです。ヒロタカさんは加護スキルがないので魔術特性がない……つまり、使える魔術がないということですね」

「え？　それってマズいんじゃないか？」

「いえいえ。結構いらっしゃいますよ。戦う手段が限られてくるってだけですし、それに強力な戦闘スキルがあれば問題ない……って、何ですかこのスキル？」

　ローナがメガネをくいっと上げて、まじまじと用紙を見つめる。

「廃品回収にラッキースター……どっちもはじめて見るスキルですね」

　最初の廃品回収はもちろん知っているが、もうひとつのラッキースターというのは、俺もはじめて聞く。ステータス画面にも載っていなかったものだ。

　ローナが不思議そうに首をかしげながら続ける。

「特にこの廃品回収って、何だかヤバそうな名前ですね。一体どんなスキルなんですか？」

「あ～、それは何ていうか、使えないゴミスキルだな」

「ゴ、ゴミスキル？　自分のスキルなのにゴミって断言するなんて、もしかしてヒロタカさんってドＭなんですか？」

「うるせぇよ」

　自分の店をボロカスに言ってたお前が言うな。

　しかし、冒険者ギルドで働いているローナも知らないってことは、俺が持っているスキルは２つともレアなのだろうか。

　特にラッキースターというスキルが気になる。

　スキルを確認できるウインドウ画面に出ていなかったのはなぜだろう。

　廃品回収スキルのように発動するタイプのスキル……つまり、ゲームで言うところの「アクティブスキル」ではなく、常時効果が得られる「パッシブスキル」なのだろうか？

　ラッキーというくらいなのだから、運気が上がるっぽいけれど。

　そういえば、俺は子供の頃から運だけはよかったっけ。「じゃんけん帝王の寛貴」と呼ばれるほどじゃんけんに強かったし、駄菓子屋で買ったお菓子についているシールは、いつも激レアのキラキラシールだった。

　さらに、就職した廃品回収会社も超ホワイトで、仕事がないときはスマホゲーをやってても問題なかったし給料もよかった。

　それをこっちの世界でも引き継いでいるということか。

　ひょっとすると、このラッキースターで運がよくなってるから廃品回収スキルで魔剣を回収できたのかもしれないな。

「とにかく、これで登録手続きは終了しました。会員証は後日こちらに届くので、届き次第お渡ししますね」

「わかった」

「依頼はどうします？　すぐにご紹介できるものはいくつかありますが」

「あ～、そうだな……」

　どうしよう。

　このまま部屋でゴロゴロしたいところだけど、そうもいかない。ポーションを売って金を手に入れたとはいえ、無駄飯を食う余裕はない。ここは簡単な仕事をやって日銭を稼ぐべきか。

「依頼を受けるよ。適当に見繕ってくれるか？」

「了解いたしました。それでは……これなんてどうでしょう。つい先日、当ギルドに依頼されたものなんですが、ヒロタカさんでも受けることができますよ」

　ローナがカウンターの下から紙を取り出した。

　あの掲示板に貼り出す依頼書なのだろう。だが生憎、俺には何と書いてあるのか全くわからない。

「悪い、文字の読み書きができなくて」

「あっ、ごめんなさい。依頼はラスティ村の教会に教区司祭様からの書信を届けるという仕事です。ラスティ村は北の森を越えたところにあるので、ここから１時間くらいで行けます。報酬は銅貨２枚です」

　つまり配達か。それくらいだったら危険もないし、それで銅貨２枚はなかなか美味しい仕事なのかもしれない。

　うん、手はじめとしては最適だ。

「じゃあ、その依頼を受けるよ」

　そうして俺は、異世界に来てはじめての依頼を受けることになった。
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　半月前にこの世界に転移させられて最近ようやくわかったのだけれど、この世界は俺がいた世界よりも発達している部分とそうでない部分がある。

　発達していると思う最たるものが「魔術」や魔術を使って作った「魔導具」だ。

　魔術を使えば大怪我も瞬く間に治癒できるし、さっき俺も体験した「手のひらから情報を読み込んで転写する魔導具」も現代日本にはないものだ。

　逆に遅れているのは文明だろう。

　電気もなければガスもない。なので機械化された道具もなく、代わりになるような魔導具もなさそうなので交通手段は馬しか存在しないようだ。

　つまり、今俺にできる移動手段は徒歩のみ。

　というわけでカブルートの玄関とも言える巨大な門を出て、俺はラスティという村を目指して歩いて北上していくことにした。

　距離的には何ら問題はない。廃品回収会社で働いていたときの移動は軽トラだったけど、体力には自信がある。

　しかし、何て楽な依頼だろう。こんな簡単な仕事に金を払うなんて教会の人間は人手不足なのか？

　道を行き交う荷馬車を眺めながら、のんびりと歩いていく。

　周囲にはビルなんてものはなく、広がっているのは草花ばかりで、流れてくる風も気持ちいい。

　こんなのんびりとした気持ちになるのはいつ以来だろう。

　廃品回収の仕事は楽だったけれど、のんびりできるほど余裕はなかったし、ケンイチたちと一緒にいたときは肩身が狭い思いで逼ひっ迫ぱくした生活だった。

　前々からいつか田舎で悠々自適な生活をしたいと思っていたけれど、本当に夢が叶いつつあるんじゃないだろうか。

　適度に仕事をして金を稼いで、のんびりと暮らす。

　うん、最高の生活なのかもしれない。

　と、そんなことを考えていたら、いつの間にか周囲から人気がなくなっていた。

　代わりに周りに広がっていたのは、空が見えなくなるくらいの木々。

　薄暗く鬱うっ蒼そうとした森は、何だか不気味だ。

「……この森を抜けたら目的地か」

　ローナの話では、この森を抜けるとラスティ村があると言っていた。

　頭をよぎる、一抹の不安。

　魔物とかに襲われたりしないよな？

　ケンイチと一緒にいるときに森で魔物と遭遇することはあったけれど、道なき道を進んでいたときだった。

　こんな街道で襲われたことはない。

　多分、大丈夫。でも、万が一のときを考えて魔剣を出しておくか。

「……改めて見ると、禍々しいな」

　本当に不気味すぎるナイフだ。

　これで戦えるかどうかはわからないけれど、切っ先は鋭いし魔剣という名前なのだから、なまくらというわけはないだろう。

　もし魔物が出てきたら、試し斬りしてやるか。

　でもデッカイ魔物はやめてくださいね。

　できればちっさい、ネズミみたいなやつが――。

「……っ!?」

　突然、茂みの中から何かが飛びかかってきた。

　咄とっ嗟さに身を引いて、その何かをかわす。

「な、何だ!?」

　一瞬、何が起きたのかわからなかったが、「それ」を見て状況が把握できた。

　道の真ん中でこちらを睨にらみつけているのは……ネズミだった。

　こいつが茂みの中から襲いかかってきたのだ。

　飛んで火にいる何とやら――とは思えなかった。そのネズミは、猫ほどの大きさがある巨大なネズミだったからだ。

　確かに「ネズミで試し斬りをしたい」と思ったけれどもさ。

　しかし、本当に魔物が出てくるのかよ。街の近くなのに物騒だな。

「……あ、そういや、ポーション屋のオヤジが『最近、街の周りも物騒になって魔物どもがうようよしてる』って言ってたっけ」

　できれば逃げたいところだけれど、背中から襲われる可能性もある。

　それに、巨大なネズミだとはいえ、相手は１匹だ。

　魔剣があれば、何とかできるか？

「よし」

　意を決して、魔剣を構える。

　ナイフみたいな小さい武器だが、何だか体の奥底から力が湧いてくる気がする。これって魔剣の効果なのか？

　と、悠長にそんなことを考えていた矢先――。

「ギャウッ！」

　ネズミがネズミっぽくない鳴き声を上げて飛びかかってきたが、距離が離れていたので簡単に横にかわすことができた。

　そして、ネズミが着地したタイミングを狙って魔剣を振り下ろす。

「ギャッ！」

　魔剣の先端の赤くなった部分がネズミの背中に突き刺さった瞬間、悲鳴が上がった。

「やった、のか？」

　念のため、魔剣をネズミの背中から抜いて距離を取ったが、ネズミはぴくりとも動かない。

　倒したのだろうか。

　でも、まだ生きている可能性もある。ケンイチと一緒にいたときも倒したと思って余裕をかましていた男が反撃を食らって大怪我をしていた。俺が回収したポーションで回復したので大事には至らなかったけれど。

「……ん？」

　ふと、俺は妙な変化が起きていることに気づいた。

　目の前で横たわっているネズミの魔物――ではなく、俺が手にしている魔剣が何やら蠢うごめきはじめたのだ。

「な、何だ？」

　ボコボコとしていたナイフの凹凸部分が脈打ち、刀身が伸びていく。

　ペティナイフくらいだった刀身がぐっと伸び、牛刀くらいの大きさになった。

『魔剣オソロが進化しました』

　突然聞こえた機械的なアナウンス。廃品回収スキルのリキャストが終わったときに聞こえるあの声だ。

　進化。もしかしてネズミの魔物を倒したから魔剣が成長したってことか？

　よくよく魔剣を見ると、刀身が大きくなっただけではなく形も少し変わっている。赤かった切っ先も黒くなり、剣のつばの部分に目玉のような装飾ができている。はっきり言って気持ち悪い。

「進化ってことは、ステータスも変わっているのかな？」

　念のため確認してみるか。

　いつものように空中を摘む動作を２回行う。





　魔剣オソロ

　レベル：５

　攻撃力：１８０

　スキルスロット１：未設定

　形状：ショートソード

　契約者：ギーゼラ






　あ、やっぱりレベルが上がってる。

　街で見たときは「レベル１」だった。思っていたとおり、魔物を倒して魔剣が成長したということか。

　他に変わったのは「形状」の項目が増えているところか。





　形状：ショートソード／ナイフ






　形状という文字に触れると新しいウインドウが表示された。

　なるほど。これは変化前の形状にも戻れるということだろう。試しに「ナイフ」に触れてみたところ、案の定、刀身がボコボコと蠢いて短くなり、以前の赤い切っ先のナイフに変化した。

　とりあえず、持ち運びにはナイフ形態が楽なのでそのままにしておこう。

　あとは変わったところはないだろうか。

　名前も変わってないし、契約者も「ギーゼラ」という名前のままだし――。

「あれ？　スキルスロットのところって、こんなんだったっけ？」

　前は確か、「なし」だったような気がするけど自信がない。

　気になったので「未設定」という文字に触れてみると、またしても新しいウインドウが表示された。





　スキル候補：リデュースアタック（攻撃速度１００％アップ　ジャイアントラットより取得）






「スキル候補？」

　何だそれ。

　まさか、ネズミを倒したから追加されたってことだろうか。

　ジャイアントラットというのがあのネズミの名前っぽいし、あのネズミが持っていた特殊能力を奪ったってことかもしれない。

　リデュースアタックという文字に触れると、ウインドウが消え、魔剣のステータス画面に戻った。





　魔剣オソロ

　レベル：５

　攻撃力：１８０

　スキルスロット１：リデュースアタック

　形状：ナイフ

　契約者：ギーゼラ






　おお、追加できた。これでこの魔剣の攻撃速度が２倍になったってことか。

　でも、攻撃速度って何だ？

　素早く剣を振れるってことか？

「……ううむ、わからん」

　スキル効果はいまいち不明だが、魔物を倒せば倒すほどスキルが追加されて強くなっていくという認識で間違いはなさそうだ。この魔剣があれば、ひとりで魔物の討伐依頼をこなすこともできるんじゃないか？

　何だかワクワクしてきた。

　これは、チート武器の予感――と、溢あふれ出る期待に思わずほくそ笑んでしまったとき。

「きゃああっ！」

「……っ!?」

　森の中に女性の叫び声が響き渡った。

　咄嗟に身構えたが、辺りには誰もいない。

　何だ今の声は。

　ジャイアントラットが飛び出してきた茂みの奥から聞こえた気がする。まさか、この奥で誰かが魔物にでも襲われているのか？

　でも、何で森の中から？

　女性の声だったけど、こんなところで何をやってるんだ？

「いや、そんなことを考える前に、助けに行くべきだろ」

　事情はわからないが、何か事件が起きているのは間違いない。考えるよりも先に動くべし。後悔はあとで好きなだけすればいいのだ。

　俺は成長した魔剣を握りしめ、声が聞こえた方向へと走り出した。
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　ジャイアントラットに警戒しつつ、しばらく茂みをかき分けて走っていると、少し開けた場所に出た。

　何本か木が倒れているせいで鬱蒼とした森にポッカリと穴が開いていて、そこだけに陽の光が差し込んでいる。

　その倒木の傍に誰かが立っているのが見えた。

　白いフード付きのコートとスカートを着た、銀色のショートヘアの少女。年齢は今の俺と同じくらいだろうか。

　背は小さく、とても可愛らしい顔立ちをしているが、顔面は蒼白で周囲を威嚇するように両手で持った杖をブンブンと振り回している。

　聖職者と言われれば納得する姿だが、森の中にいるので違和感が半端ない。

「こ、こ、こ、来ないでっ！」

　俺の姿にまるで気づいていない少女が、一心不乱に杖を振り回す。

　一体何に怯おびえているのか不思議に思ったが、その答えはすぐにわかった。彼女から少し離れた場所に大きな熊がいたのだ。

　大きさは少女よりもひと回りは大きく、黒い毛に覆われていて目がひとつしかない。

　どこかで見た覚えがあるなと思ったら、あの門前払いを食らったギルドに飾られていた熊だ。

　なるほど、これが「ひとつ目熊」か。

「……って、そんな悠長なことを言ってる場合じゃないだろ」

　熊は二本足で立ち上がり、両手を広げて威嚇をしながらジリジリと少女に詰め寄ってきている。今にも飛びかかりそうな雰囲気だ。

　これは非常にマズい。

「おい！　すぐに倒木の上に上がれっ！」

　俺はそう叫ぶと、少女に向かって走った。

「……ッ!?」

　少女がギョッとした顔で俺を見る。

　それに釣られるように、彼女に襲いかかろうとしている熊もこちらを見た。

「ガウゥッ！」

　熊が大きく吠ほえた。

　その恐ろしい鳴き声を聞いた瞬間、恐怖で足が止まってしまった。

　そして、俺は改めて冷静に状況を把握する。

　ちょっと待て。

　チート魔剣があるからって勢いで助けに入ってしまったけど……これって、俺もピンチなんじゃないか？

　戦闘経験もろくにない俺が、あんなヤバい魔物に勝てるのか？

「ああ、クソッ！　ビビんなよ俺！　ここまできたら、やるしかねぇだろ！」

　熊は標的をこっちに変えたみたいだし、もう逃げられそうにもない。

　やらなきゃ、やられる。

　俺は空中を摘む動作をしてステータスを表示させ、魔剣の形状をナイフからショートソードに変化させる。

　手の中にある魔剣が脈打ち、刀身が伸びる。

　その瞬間、熊が両手を広げて飛びかかってきた。

　改めて近くで見ると相当デカい。それに、目がひとつしかないので見た目もメチャクチャ怖い。

「……ヒッ！」

　ビビってしまった俺は、咄嗟に魔剣を横に薙なぎ払った。

　いや、「薙ぎ払った」という表現だと何だかかっこいいけど、完全に腰が引けた「こっち来るなバカ！」的なやつだ。

　つまり、先ほど少女がやっていたような威嚇行動に近いもので、相手に傷を負わせるような力はない。

　はずだったのだが――。

「う、おっ!?」

　予想外のことが起きた。

　急に魔剣の重さがなくなったのだ。そのせいで、軽く振ったつもりが凄まじい速さで熊を斬りつけてしまった。

　勢い余って地面に突き刺さる俺の魔剣。

「ギャウッ!?」

　悲鳴とともに熊の胸元から鮮血がほとばしった。

　全く力が入っていないはずなのに、深手を負わせることができたらしい。

　もしかして、これが攻撃速度アップの恩恵？

「……グアァァッ！」

　熊が雄叫びを上げた。

　ラッキーアタックで怯ひるませることができたが、どうやら熊さんの逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。

　これは完全にヤブヘビだったか。

　ここは一旦離れて態勢を立て直すべきかもしれない。

「……え？　あれっ？」

　だが、俺はその場を動くことができなかった。地面に刺さった魔剣が抜けなかったからだ。

　よく見ると剣の半分くらいまで地面に刺さっている。

　これは冗談抜きにヤバいぞ。

　ここがチャンスと言わんばかりに、熱いきり立った熊が俺に向かって再び飛びかかってくる。

「あ、おま、ちょっと待――っ!?」

　焦った俺は魔剣の柄を両手で握りしめ、力いっぱいに引き抜く。

　その瞬間――またしても魔剣から重さがなくなった。

　凄まじい勢いで地面から抜けた魔剣は、襲いかかってきた熊の胴体を両断する。

「……ッ!?」

　熊の動きがピタリと止まった。

　わずかな静寂ののち、熊の上半身がずるりと切り離されて地面に落ちた。

　残された下半身もその場にドサリと倒れる。

「…………」

　俺の頭の中にクエスチョンマークが大量発生してしまった。

　一体何なんだこの剣は。

　いきなり軽くなるし、軽く振っただけで熊を一刀両断できるし。

「ん？」

　魔剣の威力にビビっていると、倒木の上でぺたんとへたり込み、まん丸く目を見開いている少女と視線が交差した。

　俺は慌てて彼女の元に駆け寄る。

「あ、あの、大丈夫？」

　とりあえず声をかけてみたが、あっけに取られている少女は何も返してこない。

「……はっ!?」

　少女はしばらくぱちぱちと瞬きを繰り返し、ようやく我に返る。

「あっ、あっ、あっ、ありがとうございま……ひゃっ!?」

　立ち上がろうとした少女はバランスを崩してしまい、倒木から滑り落ちた。

　お尻から落ちたので、何ていうか……スカートがめくり上がってパンツがもろに見えてしまった。

　うん。綺麗な白。

　少女は耳先まで真っ赤にして、慌てて立ち上がる。

「お、お、お、お見苦しいものをお見せして、すす、すみません……」

「あ、いえいえ。何ていうか、助けてよかったなって思いました」

「……えっ？」

「あ、いや、何でもないッス」

　ついサムズアップしてしまった。

　年端もいかない少女のパンツを見て喜ぶ32歳って、色々終わっている気がする。見た目が17歳で助かった。

『魔剣オソロが進化しました』

　と、そんなどうでもいいことを考えていた俺の耳に、例のアナウンスが飛び込んできた。

　どうやらあの熊を倒して、また魔剣が進化したらしい。

　しかし、見た目に変化はない。

　とすると、ステータスが変わっているのか？








　魔剣オソロ

　レベル：８

　攻撃力：２８０

　スキルスロット１：リデュースアタック

　形状：ショートソード

　契約者：ギーゼラ






　おお、レベルが上がってさらに攻撃力も高くなってる。

　ついでに、何かスキルは覚えていないだろうか。





　スキル候補：物理攻撃力アップ（物理攻撃力に１５０％のボーナス　トロルより取得）






　やっぱり覚えていた。あのひとつ目熊はトロルっていう名前なのか。

　しかし、習得したスキルの物理攻撃力に１５０％ボーナスってヤバくないか？

　早速、設定してみる。








　魔剣オソロ

　レベル：８

　攻撃力：２８０（＋１４０）

　スキルスロット１：物理攻撃力アップ

　形状：ショートソード

　契約者：ギーゼラ









「…………」

　２８０プラス１４０で４２０。

　前の攻撃力が１８０だったから倍以上になった。

　さらに凶悪になってしまいましたけど、大丈夫ですかねこれ。

「あ、あの……」

　自分の武器に呆れてしまっていると、少女が恐る恐る声をかけてきた。

「ありがとうございます。その……助けていただいて」

「あ、いやいや、たまたま通りかかっただけだから、気にしないで」

「え……？　通りかかった？」

　なぜかキョトンとする少女。

「お父様からの依頼ではないのですか？」

「え？　ああ、うん、違うけど？」

　というか、お父様の依頼って何だ？

「す、すみません、わたし、てっきりお父様が雇われた冒険者の方だと」

「冒険者なのは間違いないけど、配達の依頼でラスティ村ってとこに行く途中なんだ」

「そうだったのですね……」

　そう言って少女はモジモジと身をくねらせる。

「あ、あの、大変申し上げにくいのですが、今、手持ちがなくて……」

「……え？　手持ち？」

「で、でも、助けていただいたお礼のお金は、後ほど必ずお渡ししますので！」

「か、金!?」

　どうやらこの子は、俺が金目当てで助けたと思っているらしい。

　俺は慌ててかぶりを振る。

「いやいやいや、そんなの、いらないから！」

「で、でも」

「マジで気にしないでくれ。金が欲しくて助けたわけじゃないし」

「そ、そうなんですか？」

「何ていうか、俺って考えるよりも先に行動しちゃうタイプでさ。昔から見て見ぬふりができないっていうか……つい、首を突っ込んじゃうんだ」

　俺は学生時代からそうだった。

　褒められるのは苦手だったけど、困ってる人を放っておけなくて損得勘定ナシで手を貸したりしていた。

　なので友人からは「自ら貧乏くじ引きに行ってるお人好しのバカ」だなんていじられてたっけ。

　確かに他人ばっかり助けるせいで遊ぶ時間がなくなったり、テスト勉強する時間がなくなったりしてたけど……そういう性格なんだから仕方がない。

「だから、お礼なんていらないよ」

「で、で、でしたら、お名前を教えていただけませんか？」

「え？　名前？」

「は、はい。せめて命の恩人のお名前だけでも知りたくて……」

　恥ずかしそうにうつむく少女。

　命の恩人だなんて。何だか照れる。

「俺は廣田……じゃなくて、ヒロタカだ」

「ヒロタカ様、ですね。わたしはリゼと申します」

　リゼはスカートの端をつまむと、うやうやしくお辞儀をする。

　少しふんわりとした雰囲気だけど気品を感じる。文句なしに可愛いんですけど、もしかして名家の出身だったりするのだろうか。

「リゼはこんなところで何をやってたんだ？」

「実は、ギルドの依頼でジャイアントラットの駆除に」

「ギルドの依頼？　ひとりで？」

「は、はい。護衛の者が同行すると申し出てくれたのですが、ネズミの駆除と聞いていたのでひとりでもできるかなと思って。でも、まさかトロルが現れるなんて思いもしませんでした」

　その言い方だと、トロルはあまり遭遇しない珍しい魔物なのだろうか。

　リゼがトロルの死骸を見て続ける。

「で、でもすごいです。まさか、あのトロルを一瞬で倒すなんて」

「トロルってそんなヤバい魔物だったの？」

「はい。トロルの討伐依頼もたまに見かけるのですが、受注ランクはＤからだったはずです」

「マ、マジで？」

　今更、恐怖で身震いをしてしまった。

　今の俺のランクがＥだから、ひとつ上のランクだ。てことは、かなり危険なやつだったわけか。こっちが体を真っ二つにされてもおかしくなかった。

　しかし、リゼも相当ヤバい状況だったんじゃないだろうか。

　ギルドから依頼を受けているってことは冒険者なんだろうけど、いまいち冒険者っぽくない。教会で教えを説いている司祭みたいな雰囲気だ。

「リゼも冒険者……なんだよね？」

「は、はい。神聖系の魔術特性を持っている『クレリック』です」

「神聖系？」

「博愛の聖母シャクラ様の御力によって、傷を治癒したり邪悪なものを浄化したりすることができる魔術系統です。まだ勉強中ですけれど」

　えへへ、と笑うリゼ。うん、可愛い。

　話している内容はあまり理解できなかったけど、なんだかすごい魔術師のような気がする。でも、単独で戦うには不向きな魔術師って感じなのかな。

「あ、あの……その武器、何だかすごいですね」

　リゼが俺が持っている魔剣オソロをじっと見ていた。

「あ、これ？　魔剣オソロって言うらしいんだけど」

「ま、魔剣!?」

　ギョッと目を丸くするリゼ。

「知ってるのか？」

「はい。わたしに魔術を教えてくださっている先生が話してくれたことがあります。確か、森羅万象あらゆる物を斬ることができる魔剣が『レギオン』という名前だとか……」

「魔剣レギオン」

　同じ魔剣だけど、俺が回収した魔剣とは名前が違うな。

　ということは、この世界には何本か魔剣があるのだろうか。

　何でも斬れる魔剣と、斬った相手の能力を回収する魔剣。魔剣にはそういう特殊能力があるのかもしれないな。

「リゼ様っ！」

　そんなことを考えていた俺の耳に、慌てたような男の声が飛び込んできた。

　俺がやってきた街道のほうから、幾人かの男たちがこちらに走ってきているのが見えた。

　全員が赤いチュニックを着て、その上から胸部を保護する鎧を身にまとっている。騎士というわけではなさそうだけど、傭よう兵へいか何かだろうか。

「……ッ!?」

　先頭を走っていた髭ひげ面づらの男が俺の姿に気づき、腰に下げていた剣を抜いた。

「小僧、何者だっ!?」

「え？」

「今すぐリゼ様の傍から離れろ！」

　あとからやってきた男たちも次々と剣を抜いた。

　何だかよくわからないが、この男たちはリゼの知り合いっぽい。もしかして、俺を盗賊か何かと勘違いしたのだろうか。

　これは一刻も早く弁明したほうがいいかもしれない。

　だが、俺が説明する前に、リゼが彼らの前に飛び出した。

「ま、待ってください！　この方はわたしを助けてくれた恩人です！」

「……恩、人？」

「そうです。トロルに襲われていたわたしを助けてくれたんです」

　リゼが地面に転がっているトロルの死骸を指差した。

　ヒゲ男は真っ二つになっている魔物を見ると、すぐさま顔を青ざめさせて平伏しそうな勢いで頭を下げた。

「も、申し訳ありませんっ！　お嬢様の恩人とは知らず、大変失礼なことを！」

「あ、いえいえ。勘違いされても仕方がないですからね」

　こんなオヤジが年端もいかない女の子と一緒にいたら、怪しまれて当然だろう……と思ったけど、今の俺の姿は17歳だった。

　ああ、なるほど。だから怪しまれずにすんなり信じてくれたのか。

　以前、廃品回収会社で働いていたときに似たような勘違いをされたけど、「紛らわしいことをするな」と理不尽に逆ギレされたっけ。

　若いって素晴らしいな。

　というか、そんなことよりもだ。

「あの、お嬢様って？」

　ヒゲ男にそっと尋ねた。

　今、リゼのことを「お嬢様」って呼んでいたような。

「お気づきにならなくて当然です。お嬢様はこのような装いで人前に出られることなど、まずありませんから」

　そうしてヒゲ男が、ため息交じりで言う。

「その御方はカブルートの領主ベイル・モンターニュ様のご令嬢であらせられる、リゼ・モンターニュ様です」

　しん、と静まり返った森の中に野太いヒゲ男の声が響く。

　へぇそうなんだと軽く流しかけて、ギョッとしてリゼを見る。

　俺の視線に気づいたリゼが、恥ずかしそうにうつむいた。

「……マジですか？」

　びっくりしすぎて、軽く声が裏返ってしまった。

　どこか品があるなぁとは思っていたけれど……まさか正真正銘、領主様のご令嬢であらせられたとは。




† † †




「あっ、ヒロタカさん！　おはようございますっ！」

　リゼとの一件があった翌日。

　冒険者ギルド「白猫の宿り木」の２階に借りた部屋から降りてくるのを待ち構えていたかのように、ローナが挨拶をしてきた。

　わざわざ出迎えてくれるなんていい子だな、なんて思ったけど、ギルド内は今日もガラガラみたいだし、多分暇だったのだろう。

「２階のお部屋はどうでしたか？」

「すごく快適だったよ。ありがとう」

「それはよかったです！」

　嬉うれしそうにニッコリと微笑むローナ。

　借りた部屋は広すぎず狭すぎず、ホテルのツインルームほどの広さだった。広すぎても落ち着かないし、ひとりで住むには丁度いい感じだ。

　結局、昨日は２つ依頼をこなした。

　ラスティ村への書信配達を終わらせたあとで、ジャイアントラット10匹の討伐依頼を受けた。ローナ曰いわく、ジャイアントラットの討伐依頼は俺にはまだ無理だと思ってオススメしていなかったらしい。

　討伐証明として大量のジャイアントラットの耳を持ち帰ったら、「どこで買ってきたんですか？」と疑惑の目を向けられた。

　昨日の儲もうけは、書信配達の銅貨２枚とジャイアントラット討伐の銅貨10枚。

　そして、リゼを救った謝礼金としてあの従者っぽいヒゲ男から銀貨５枚をもらえることになったが――それは謹んで辞退させてもらった。

　リゼに話していたとおり、金が欲しくて助けたわけではないのだ。

　まぁ正直なところ、銀貨５枚という額には惹ひかれたけど。

　リゼたちとはあの森で別れることになった。俺にはラスティ村への書信配達があったし、リゼもギルドに依頼の達成報告をする必要があったからだ。

　ほんの少しだけリゼから「お城に来てお食事でも！」なんて言葉を期待したけど、残念ながらそういう流れにはならなかった。

　まぁ、領主のご息女と知り合えただけでよしとしようではないか。

　というわけで、想定外のことはあったけど、初日としてはなかなかの儲けだった。

　やっぱり人助けってやるもんだな。

「それでヒロタカさん。今日はどうします？」

「もちろん依頼を受けるよ」

　悠々自適な異世界ライフを送るには金がいる。

　それに、魔剣オソロもどこまで強くなるか試したいし。

「そうおっしゃると思って、ヒロタカさんに超ピッタリの依頼を引っ張り出してきましたよっ！」

「おっ？」

　なんだ、気が利くじゃないか。

　天然ボケの適当猫娘だと思ってたけど、意外と真面目なんだな。

「それで、どんな依頼なんだ？」

「カブルートにある下水のドブさらいです！」

「…………」

　前言撤回。野良猫のほうが１００倍気が利く。

「一応聞いておくけど、何でそれが俺にピッタリなんだ？」

「え？　だって、そういう汚い仕事が得意そうな顔をしているじゃないですか？」

「よし。とりあえず表に出ようか」

　32歳の見た目だったらドブさらいが似合うかもしれないけど、ピチピチの17歳なんだぞ俺は。魔剣オソロでスキル回収するぞボケ。

「……あ、あのう」

　と、元気だけが取り柄の猫娘とバカみたいなやり取りをしていると、ギルドの入り口からかすれるような声がした。

　ふと入り口を見ると、白いフードをかぶった少女がギュッと杖を握りしめて立っていた。

「……え？　リゼ？」

「あっ」

　俺を見て、リゼが目を瞬かせる。

「ヒ、ヒロタカ様！　やっとお会いすることができましたっ！」

「……ッ!?」

　凄まじい勢いでこちらに走ってくるリゼ。

　そのまま抱きついてくるのかと期待したけど、目の前でキュッと足を止めてしまった。ちょっと残念。

「昨日、登録されているギルドをちゃんと聞いておくべきでした。あれほどの実力をお持ちなので、勝手に『ひとつ目熊』に登録されているとばかり……」

　ひとつ目熊って、俺が最初に行ったギルドだったっけ。「Ｂランク以上じゃないと登録できないんですぅ～」とか何とか言って門前払い食らったけど。

　俺は頭をかきながら苦笑いを浮かべる。

「あ～、実は冒険者に登録したばかりなんだよね。昨日が初日だったっていうか」

「ほ、本当ですか!?　信じられません……」

「そうなんだよ。でも、何でリゼが俺なんかを捜して――」

「ちょっと、ヒロタカさん！」

「うおっ」

　突然ローナに腕を引っ張られ、つんのめってしまった。

「な、何だよ？」

「ど、ど、どういうことですか!?　あの方って、領主様のご令嬢のリゼ・モンターニュ様ですよね!?」

「ああ、そうだけど？」

「ああ、そうだけどって！　『それが何かドヤァ』みたいな顔しないでください！　何で汚い仕事が得意そうなド底辺冒険者のヒロタカさんが、リゼ様と顔見知りみたいな雰囲気出してるんですか!?　生意気ですよ！」

「お前にそんなことを言われる筋合いはない」

　生意気の代表みたいなもんだろ、お前。

「昨日、依頼の途中で助けたんだよ」

「助けた!?　ヒロタカさんが、リゼ様を助けやがったんですか!?」

「あれ、話してなかったっけ？」

　トロルを倒した話はした覚えがあるけど、リゼのことは伝えてなかったっけ。

「秘密にしてて悪かったよ」

「……ヒロタカさんっ！」

　ローナにグチグチと文句を言われるかと身構えてしまったけど、彼女は目を輝かせながら詰め寄ってきた。

「でかしましたよっ！　これは千載一遇のチャンスじゃないですか！　ここで領主令嬢のリゼ様を唆して強引にウチに入れちゃえば、彼女の名前を使って宣伝できるってことですよね!?」

「できねえよバカ」

　ローナの口を手で塞いでカウンターの向こうに押しやった。

　そんなことをやったら、登録者が増える前に誘拐事件が起きるわ。

「ビジネスチャンスが！」などと喚き散らすローナに、ドブさらい依頼の受注手続きをするように伝えてからリゼの元に戻る。

「受付嬢がやかましくてごめんな」

「い、いえ」

　と言いつつ、目をぱちくりと瞬かせるリゼ。

「それで、俺に何か用事でもあるのか？」

「あ、あの……ええっと」

　リゼはしばらくモジモジと体を揺すったあと、顔を赤くさせながら言い放った。

「と、突然で恐縮なのですが……わ、わ、わたしとパーティを組んでいただけませんか!?」

「え？」

　本当に突然の話で、しばらくポカンとしてしまった。

「パーティ……って、冒険者のパーティってことか？」

「は、はい！　まだ勉強中ですが回復魔術は得意ですし、それに、先生から教わった知識でサポートもできると思います！」

　そういえば、魔術の先生から色々と教えてもらっているんだったっけ。

　リゼは魔術だけじゃなく、魔物のこととか魔剣のこととか俺の知らない知識も色々持っているようだった。

　そんな人間からパーティに誘われるなんて、願ったり叶ったりだが――二つ返事で了承するわけにもいかない。

　だって相手はモノホンのご令嬢だし。

　そもそも、どうして俺と組みたがるんだって話だ。回復魔術が使えるリゼならもっと強い冒険者とパーティを組めるはずなのに。

「ありがたい話だけど、何で俺と？」

「じ、実は……わたし、魔術師を目指しているのにすごくあがり症で」

　モジモジと杖をいじり出すリゼ。俺は首を捻ってしまった。

「あがり症が何か関係あるのか？」

「え？」

「実は俺って魔術系統がないらしくてさ。魔術のこと、よくわからないんだよね」

「そ、そうでしたか……」

　気づかずすみませんと頭を下げて、リゼが続ける。

「魔術は精霊や神様に呼びかけて効果を発動させるんですが、その際に特別な『呼びかけ』をする必要があるんです。いわゆる、『詠唱』と言われているものです」

　なるほど。「呪文」みたいなものか。

「わたしが使える神聖系の魔術詠唱には、マナと呼ばれる魔術の源を使う必要があるのですが、それにはすごい集中力が必要になります。心の乱れによって対話ができず、魔術の発動に失敗することがあるんです」

「だからあがり症のリゼは、魔術に失敗することがある？」

「お恥ずかしながら、そのとおりです。なので所属している冒険者ギルドではパーティを組めないんです。本名を出せば声をかけられるかもしれませんが、そういうわけにもいかず……」

　シュンと肩を落とすリゼ。

　何ていうか、はじめて会ったときから思ってたけどドジっ子なんだな。

　可愛くてドジっ子かあ。うん、控えめに言って最高！

「で、でも、安心してください！　成功すれば……成功しますから！」

　真剣な眼差しでズイッと詰め寄ってくるリゼ。

　そりゃそうだろ、とは思ったけど何だか言いにくい。

「そ、そもそもだけど、何で冒険者をやってるんだ？　領主令嬢だったら、そんな危険なことに足を突っ込まなくてもいいだろ？」

　あがり症だっていうんなら、なおさらだ。

「冒険者をやっているのは修行のようなものなんです。代々、モンターニュ家の長女は王宮に仕える宮廷魔術師になるというのがしきたりで、今はとある高名な魔術師の先生に師事しているのですが、実地訓練で冒険者ギルドの依頼を受けているんです」

「あ～、なるほど。実地訓練か」

　つまり先生の授業の一環ってわけだ。

　昨日、「ネズミの駆除と聞いてひとりで来た」なんて言ってたけど、訓練だったからあの護衛のヒゲ男の同行を断ったのか。

　護衛を同行させるのは訓練にならないからだめだけど、お互いに協力し合うパーティなら構わないのだろう。

「だ、だめでしょうか？」

　不安げにリゼが俺の顔を覗のぞき込む。

「わたし、助けてくれたヒロタカ様に恩返しをしたいんです！　お願いします！　わたし……ヒロタカ様のためなら、何だってしますからっ！」

「ちょ、ちょっと落ち着いて」

　グイグイ来るリゼを両手で制止する。

　この子、大人しそうな見た目なのに、意外と押しが強いんだな。

　というか、領主のご令嬢が何でもするなんて軽々しく口にしたらだめだろ。

　俺がエロい男……じゃなくて、悪い男だったらどうするんだ。夜の街に売り飛ばされるかもしれないじゃないか。

　まぁ、そんなこと絶対にやらないし、させないけどさ。

　しかし、今の発言を聞く限り、むしろ承諾しなければならない気がしてきた。

　俺が断ってしまったら、手当たり次第にパーティに声をかけそうだし。変なやつらに遭遇して、いいように利用されたら可哀想だ。

「わかった。じゃあ、パーティを組もう」

　そう答えた瞬間、リゼの顔がパッと明るくなった。

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます！」

「ただし、何だってするとか、そういう発言はやめてくれ。パーティを組むってことは、対等……って立場が下の俺から言うのもアレだけど、お互いに命を預け合う仲間ってことだと思うからさ。多分」

「ヒ、ヒロタカ様……ありがとうございます」

　またしても瞳を潤ませはじめるリゼ。何だかイジメて泣かせたような後ろめたさが去来してしまう。

　フォローを入れようかと思ったけれど、これといってうまい言葉が出てこなかった。

　これほど語彙力を鍛えておくべきだったと思ったことはない。

　リゼが小さく鼻を鳴らしながら口を開く。

「ヒロタカ様って、わたしと同じくらいの年齢に見えるのに考え方がすごく大人ですよね。妙に落ち着いていますし、謝礼金もいらないって断っていましたし」

「え？　そ、そう？」

　と、とぼける俺。

　そりゃそうだ。だって中身は32歳のオッサンだもん。

「ま、まぁとにかく、これからよろしく頼むよ」

「はい、よろしくお願いします」

　パーティ結成の証というわけではないけれど、リゼと固い握手を交わした。

「……あの～、ヒロタカさん？」

　カウンターの向こうから声がした。

　ローナがじっとどこか物欲しそうにこちらを見ていた。

「話がまとまったところで恐縮なんですけれど、ヒロタカさんとパーティを組むってことは、リゼ様もウチで依頼を受けるってことですよね？」

「そういうことになるな」

「そうなるとリゼ様は今所属されているギルドからウチのギルドへ移籍することになりますけど、大丈夫ですか？」

　あ～、確かにそうなるな。ギルドで依頼を受けることができるのは、そのギルドに登録している冒険者だけだからな。

　どうするかと視線をリゼに投げかけると、彼女は考えるまでもないと言いたげに即答した。

「もちろん移籍するつもりです。今ここで手続きをしてもよろしいですか？」

「よっしゃぁ、オラぁぁ！　リゼ様ゲットじゃあ！」

　ローナが天高く拳を突き上げる。

　よかったねローナ。でも、宣伝でリゼを使うなんてことは絶対にするなよ？　あと、リゼがびっくりして泣きそうになってるから、いきなり奇声を上げるな。

　ローナに警戒しながら、リゼが尋ねてきた。

「で、では、手続きが終わり次第、さっそく依頼を受けましょうか？」

「依頼……あっ」

　そこで俺はとある問題に直面していたことを思い出す。

「ど、どうしました？」

「いや……実はこれからドブさらいの依頼に行く予定なんだけど……」

「ド、ドブさらい？」

「そう。街の下水掃除」

「げ、げす……い」

　さすがにそういう仕事をするとは想像していなかったのか、リゼの顔からさっと血の気が引いた。

　しかし、彼女はすぐに小さく握りこぶしを作って深く頷く。

「……ヒロタカ様のためなら、頑張りますっ！」

「リ、リゼ……」

　健気だなぁと涙が出そうになってしまった。

　本当にごめんね、リゼちゃん。

　こんないい子にドブさらいをさせるのは気が引けるけど、日銭を稼ぐためには仕方がないんだ！

　恨むんなら、俺にお似合いだとぬかしてクソ依頼を押し付けてきた、天然ボケの適当猫娘を恨んでくれっ！










第２章　ダンジョン探索でお宝をゲットしよう




　リゼとパーティを組みはじめてひと月が経った。

　今日も依頼を終えて冒険者ギルド「白猫の宿り木」に到着した俺は、隣街「メイヤール」領主へ書信を届けた際に受け取った受領書をローナに手渡した。

　討伐依頼の場合は討伐対象の体の一部を持ち帰り、配達の場合はこういった受領書を持ち帰るのが決まりなのだ。

「お疲れさまですヒロタカさん。メイヤール子爵の受領印、確かに確認いたしました。こちらが報酬の銅貨10枚です」

「ありがとう」

　隣街への配達で銅貨10枚。

　この依頼、一見すごく美味しいような気がするが、実はそうでもなかった。はじめて受けた依頼と同じ配達の仕事なのだが、メイヤールはラスティ村よりもずっと遠くの街で、向こうで１泊するハメになったのだ。

　俺とリゼ分で宿泊代が銅貨４枚、食事代が銅貨２枚だったので、パーティとしては合計銅貨４枚の儲け。

　１日かけてたった４枚の儲けは少々渋い。

　けど、仕方がない話でもある。このギルドにある仕事は報酬自体が渋いのだ。

「……ん？」

　受け取った銅貨をポケットに入れようとしたとき、俺はギルドで起きている異変に気づいた。

「なぁ、ローナ。俺たちが出発したときよりも人が増えてないか？」

　昨日出発したときは俺とリゼ以外には誰もいなかった。

　なのに、今日は依頼を貼り出す掲示板の前や、設置されたテーブルに冒険者っぽい人たちが何組かいる。

「あ、気づいちゃいましたぁ？　さすがヒロタカさん、目ざといですねぇ」

　カウンターに身を乗り出して実に悪そうな笑みを浮かべるローナ。

　何だこの猫娘。ウザいし、イラッとするな。

「実はヒロタカさんが依頼を受けまくってくれているおかげで、街でウチのことが少し噂になっているらしいんですよね」

「噂？　このギルドが？」

「そうなんですよ！　『面倒な仕事は白猫に任せとけ』って！」

「…………」

　何だか微妙な噂だな。

　でも、ドブさらいとか誰もやりたくないよな、実際。

「それって喜んでいいことなんだよな？」

「もちろんですよ！　おかげで冒険者の登録者もどしどし増えてます！」

「へえ。どしどしってどれくらい？」

「２、３人くらいですね」

「うん、なかなかのどしどし感だな」

　このやり取りに既視感があるのは気のせいだろうか。

　この猫娘は少しのことでもでっかく見せたがる傾向がある。前が前なだけに、その気持ちはわからんでもないけどさ。

　しかし、冒険者の登録者数はアレだけど、仕事が増えているのはいいことだ。

「ヒロタカさんがウチに来てからようやく運が向いてきたみたいです。ホント、感謝してもしきれません。本当にありがとうございます」

「いやいや、こっちこそ。部屋を提供してもらっているし、たくさん仕事紹介してもらって助かってるよ」

「えへへ。こういうの、何て言うんでしたっけ？　くんずほぐれつ？」

「それを言うなら、持ちつ持たれつだろ」

　くんずほぐれつは取っ組み合いのほうだ。こいつは本当に天然だな。まぁ、そこが可愛いところなんだけどさ。

　と、そんなくだらないことをローナと話していたとき。

「お待たせしました……あっ」

　入り口から女性の声がした。

　そちらを見ると、リゼが周囲の冒険者の目を気にしてか、慌ててフードをかぶって顔を隠していた。

　領主の娘であるリゼがこのギルドに登録したことは秘密になっている。ローナはしきりにリゼのことをギルドの宣伝に使いたがっているのだが、登録者よりもトラブルのほうが増えそうな気がしたので止めているのだ。

　そんなリゼが足早に俺の傍にやってきた。

「あ、あの、何だか昨日よりも冒険者の方が増えていませんか？」

「どうやら俺たちが仕事を受けまくっているおかげで、依頼がたくさん舞い込んできているらしい」

「な、なるほど。それで多くの登録者の方たちが来ているわけですね」

　冒険者たちを見ながら、感嘆の声を漏らすリゼ。俺は彼女に尋ねる。

「それで、どうだった？」

「……あ、報告が遅れてすみません。減った分のマナポーションは補充してきました。あと、ヒロタカ様がいらないとおっしゃっていた回復ポーションも換金しています」

「おお、ありがとう。助かるよ」

　リゼから預けていたポーチを受け取る。

　依頼を終えて街に戻ったときに、リゼにアイテム補充と換金をお願いしていたのだけれど、しっかりできたようだ。

　領主令嬢にお使いを頼むなんて失礼だと思ったけど、「マナポーションを使うのは自分だけですし」とリゼが自分から申し出てきたのだ。

　リゼの家では買い出しは全部従者に任せているようで、ポーション屋にすら行ったことがないらしい。

　それを聞いて、改めてリゼは本当にご令嬢なんだなぁと実感した。

　そんな人間と一緒にいるなんて何だか現実味がないけど、彼女とパーティを組めてよかったとつくづく思う。

　たまに詠唱に失敗することはあるけれど、回復や補助魔術でのサポートは本当に助かっている。非常用以外の回復ポーションを売却できるのもありがたい。

　そのおかげで冒険者の仕事で必要な装備一式を揃えることができたし、ここまでうまく依頼を回せているのは、リゼのおかげだ。

「あ、これ、リゼ分の報酬の銅貨２枚」

「ありがとうございます」

「んじゃ、次の依頼を受ける前に、少し腹ごしらえにでも行って――」

　と、リゼを朝食に誘おうとしたときだ。

『リキャストが終了しました』

　聞こえてきた、いつものアナウンス。

　どうやら12時間というとてつもなく長い待ち時間がある廃品回収スキルのリキャストタイムが終了したらしい。

　しかし、朝メシに行こうとしてるときにリキャストが終わるなんて。

　長いだけじゃなくてタイミングも悪いな、おい。

　リゼには悪いけど、ちょっとアイテム回収するか。アイテム回収のサイクルを滞らせると収入に響いてくるし。

「すまんリゼ。ちょっと用事ができちゃって、朝メシはそれを済ませてからでもいいか？」

「はい、もちろん大丈夫ですけれど……別の依頼ですか？」

「いやいや、依頼じゃないんだ。スキルを使ってアイテムを回収するっていうか」

「……？」

　リゼが首をかしげる。

　そういえばリゼには話してなかったっけ。

「実は俺ってちょっと珍しいスキルを持っててさ。『廃品回収』っていうスキルなんだけど、捨てられたアイテムを回収できるって能力なんだ」

「捨てられたアイテム……？」

「そう。魔剣オソロもそのスキルで回収したアイテムなんだよね」

「……えっ、そうなんですか？」

「まぁ、リキャストタイムが12時間もあるからポンポンと使えないけど」

「でも、また魔剣みたいなレアアイテムが拾えるかもしれないってことですよね？」

「そうそう。だからリキャストが終わったら、すぐにスキルを使って回収するようにしてるってわけ」

「なるほど」

　うんうん、と深く頷くリゼ。

　いつも思うけど、少ない説明で俺の考えを理解してくれるリゼには頭が下がる。地頭がいいんだな、この子は。

「そういうことでしたら、ぜひスキルを優先するべきですね」

「ありがとう、助かるよ。それじゃあ行こうか」

「はいっ」

　元気な返事を受けて、俺は２階にある部屋へと向かう。

「……あれ？」

　だが、後ろにリゼがついてきていないことに気づく。

「来ないの？」

「えっ」

「俺の部屋」

　２階を指差すと、リゼの顔が火を灯したように真っ赤になった。

「わ、わ、わたしが、ヒ、ヒ、ヒロタカ様のお部屋に上がっても、い、い、い、いいんですか？」

「え？　別にいいけど？」

　というか、上がったことなかったっけ。

　散らかってないので失礼はないと思うけど。

　……大丈夫だよな？

　脱ぎたてのパンツとか転がってなかったよな？

「迷惑だったら、ここで待っていてもいいよ？」

「め、め、迷惑だなんて、そんな、とんでもないです！　む、む、むしろ、こ、ここ、光栄と……いいますか……ゴニョゴニョ」

「……え？　何だって？」

　後半の言葉がよく聞き取れなかった。

「な、何でもありません！　ぜひともお邪魔させていただきます！」

　両手で作った握りこぶしを振りながら、「う～……むん！」と妙なかけ声で気合を入れるリゼ。

　何だか依頼に行く前より気合入ってんな。

　俺の部屋で何をするつもりだよ。

　よくわからんけど、まぁ、いいか。
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　ローナに依頼を見繕ってもらっている間に、俺とリゼは２階に上がった。

　ギルドの２階は居住区になっていて部屋がいくつかあり、ローナもここで生活している。

　といっても、２階でローナと鉢合わせしたことはない。

　依頼で帰りが遅くなったときに、彼女の部屋から明かりが漏れているのを見たことがあるくらいだ。読書が趣味と言っていたので、夜な夜な読書にふけっているのかもしれない。

　そのローナの部屋の前を通り過ぎて、廊下の一番奥の部屋に行く。

　ここが俺の部屋だ。

「わぁ……素敵なお部屋ですね」

　部屋を見た瞬間、リゼがため息のような声を漏らした。

「リゼの家に比べたら、狭すぎると思うけど」

「そんなことないですよ。広ければいいってものじゃないですし。機能的でおしゃれだと思います。何だか、落ち着きます」

「そ、そう？」

　そう言われて、改めて部屋を見渡す。

　着替えを入れている小さなチェストに、予備のポーションを保管している棚。魔剣オソロのメンテナンス用に購入した砥と石いしと油を保管している小箱などなど。

　確かに無駄がなく機能的ではある。

　俺は昔から部屋にはあまり物を置きたくない主義だった。

　ゲーム機があるとコントローラーやケーブルが増えてくるので、やらないときはクローゼットの中に入れたりして、ごちゃごちゃ感を出さないようにしていた。

　その性格がこっちの世界でも出ているのかもしれないな。

「そっか。ここでヒロタカ様は生活しているんだ……」

　ぽつり、とリゼが嬉しそうにひとりごちる。

　な、何だよ。見てはいけないものでも発見したみたいな顔して。そんなもの、こっちの世界には持ってきてないぞ？

「え、えーと、とりあえずアイテム回収しようかな」

　気を取り直して、回収の準備をはじめる。

　準備といっても、手をニギニギするだけなのだが。

　さて、今回は何が回収できるだろうか。

　使い物にならないゴミを回収する可能性もあるけれど、ここ数日の傾向からすると期待が持てる。

　３日前はマナポーション、２日前は新品同様の甲かっ冑ちゅう、昨日は「中級品質」の回復ポーションが３つだった。

　最近わかったことなのだけれど、カブルートの市場に出回っている回復ポーションのほとんどは品質が低い「低級ポーション」らしい。

　ポーションには大きく分けて「低級」「中級」「高級」「最上級」があって、さらに小瓶タイプ、中瓶タイプ、大瓶タイプで値段が違う。

　俺が回収したのが中瓶タイプの中級回復ポーションだったので、何とラドマン銀貨８枚で売れた。

　そのときに、ギルドの依頼をやらなくても廃品回収スキルだけで食っていけるのではと考えてしまったけど、やめておいた。

　ラッキースターで運がよくなっているとはいえ、廃品回収スキルは運に左右される「水物」であることに違いはない。

　悠々自適な生活を送るには、安定した収入が必要不可欠なのだ。

「何だかドキドキしますね」

　リゼも期待に胸を膨らませている様子だった。

　彼女にもよく見えるように、リゼのほうに手を伸ばして空中を掴む動作をして、スキル発動を念じる。

　いつものように、右手がぼうっと青白く光り出した。すぐに、何やら紙と布のような感触が手の中に生まれる。

「きたっ！」

　リンゴみたいな果物でもないし、ポーションの瓶でもない。

　今回は大当たりの予感がする。

「……ん？　何だこりゃ？　地図か？」

　それは、すごく年季の入ったボロボロの地図だった。

　洞窟の地図なのか、道がウネウネと入り組んでいて、右端のほうに黒い点と文字が描かれている。

　何かメモのようだが、文字が読めない俺には何と書いてあるのか判読できない。

「す、すごいですね。本当にアイテムが出てきた……」

　俺の手元を覗き込んでくるリゼ。

　彼女の顔を見て、俺はピンとひらめいた。

　頭がいいリゼなら、地図に何と書いてあるのか読めるかもしれない。

「リゼって、文字は読めるの？」

「はい。読み書きは習っています」

「本当か？　じゃあ、ここに何って書いてあるか読んでみて――」

　と、リゼに地図を渡そうとしたとき、俺の手からぽとりと何かが落ちた。

　どうやら今回、回収したのは地図だけではなかったらしい。

　俺よりも先にリゼが地面に落ちた「白いソレ」を見る。

「……ひゃっ!?」

　瞬間、リゼの顔がボッと燃え上がったかと思うくらい、真っ赤になった。

「こ、こ、こ、これって、も、も、もしかして……パ、パ、パ」

　リゼが目を白黒させながら口だけをパクパクと動かす。

　一体どうしたんだと慌ててしまったが、地面に落ちているソレを見て納得した。

　なるほど。そういうことか。

　しかし、こんなものを見て恥ずかしがるなんて、リゼは本当に可愛いな。

　ま、俺も見た目どおりのウブな17歳だったら、彼女のように慌ててしまっただろうが、生憎、俺の精神年齢は32歳なのだ。

　いい大人がそんなヘマはしない。

　見るがいいリゼ。これが大人の余裕ってやつだ。

　俺は極めて冷静に、かすかな微笑みすら浮かべながら床に落ちているソレを拾い上げた。

　うん。これは間違いなくアレだな。

　非常に興味をそそられる、女性ものの可愛い下着のパンツだ。
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　純白の布地にあしらった、小さなピンクのリボン。

　派手さはないが、実に美しい形をしている。ここまで美しいパンツを作れるということは、この世界の職人は相当高い技術を持っているに違いない。

　男子なら誰しもが憧れる存在、パンツ――。

　なぜそれほどまでにパンツに欲情し、情熱を傾けるのかと尋ねられれば、俺は即座に答えるだろう。

　そこにパンツがあるからです、と。

「……はっ!?」

　こちらを見る困惑したようなリゼの視線に気づき、俺はようやく我に返った。







[image: ]







　咳せき払ばらいをひとつ挟む。それからパンツをそっとポケットの中に入れて、改めて地図をリゼに差し出した。

「とりあえず、この地図に何て書いてあるか教えてくれないか？」

「え？　あ、は、はいっ」

　リゼが慌てて地図を受け取る。

　いまだパンツの衝撃が抜けきれないのか、リゼは顔を真っ赤にしたままだ。

「ええっと……お、『お宝はここ』と書かれていますね」

「お宝？」

　こくりとリゼが頷く。

　それでこの地図が何なのか理解できた。これはダンジョンに眠る財宝か何かを示した宝の地図だ。

「多分、地図を手に入れたあとで情報を得た所有者が書き込んだものだと思います」

「何でそんなことがわかるんだ？」

「ほら、ここ見てください」

　リゼが地図を指差す。

「この地図のタイトルにある『エレウカ』という文字の濃さと、『お宝はここ』という文字の濃さが違うのがわかりますか？」

「あ～、確かに違うな」

　タイトルはすごく濃ゆいけど、『お宝は』の文字は少し薄い。

「没食子インクは時間の経過でだんだん濃くなっていくんです。なので、誰かが地図を買ってから『お宝はここ』と書いたのだと思います」

　なるほど。つまり誰かが地図を手に入れたあとで宝の情報を得て、忘れないように地図に書き込んだってことか。

「でも、何で捨てたんだろう？」

「え？　捨てた？」

「俺の廃品回収スキルで回収できるのは、所有者が放棄したものなんだ。つまり、この地図の持ち主はこの地図を捨てたってことで――」

　そこまで言って、俺はふと地図に付着しているそれに気づいた。

　地図の端に点々とついている赤黒いシミ。これはもしかして、血の跡か？

　そういえば、と思い出す。廃品回収スキルの対象になるものは、捨てたもの以外にも存在していたっけ。

　所有者が不在。つまり、所有者が死んでしまった場合だ。

　これまでに俺が回収したアイテムの中にも明らかにそれっぽいものがあった。何かの衝撃で割れてしまったものや、まだ温かい血が付着したものまで。

　ソレを考えると、この地図の所有者も宝を探しに行く途中で魔物に襲われて命を落としてしまった可能性はある。

　つまり、この宝はここに残ったままにされている。これは今から宝を探しに行ってみるべきじゃないだろうか。

　……まぁ、この地図の場所が歩いていける距離だったらの話だけど。

「なぁリゼ、地図に書かれている場所に心あたりはある？」

「この地図のタイトルに書かれている『エレウカ』というのが、わたしが知っているエレウカであれば、心あたりはあります」

「……マジで？」

　何という奇跡だ。

「カブルートの南東にある渓谷がエレウカと呼ばれているんですが、そこの地下に、とある高名な魔術師の墓があるらしいんです。もしかすると、その墓の地図なのかもしれませんね」

「高名な魔術師の墓」

　すっごい宝の匂いがする。

　その話が本当なら、この地図の情報にも信しん憑ぴょう性せいが出てくる。もしかすると魔剣に匹敵するアイテムが眠っているかもしれない。

　何だか、ワクワクしてきたぞ！

「よし、今から宝を探しにここに行ってみよう。そのエレウカの墓までの道はわかるか？」

「はい。授業でカブルート付近の地図は大体覚えましたので」

　ナイスだぞ、リゼの先生。

「でも、大丈夫ですか？　多分、魔物がいると思いますけれど……」

　多分、というか絶対いるな。この地図の持ち主が命を落としているのなら、相当危険な魔物がいるのかもしれない。

　地図の持ち主がどれほど強かったのかわからないが、個人の能力は最底辺の俺より上だろう。

　だけれど、俺にはトロルを一撃で葬った魔剣オソロがある。

　はっきり言って、どんな魔物を相手にしても負ける気がしない。

「魔物は大丈夫だ。魔剣オソロがあるからな。でも、むやみに突っ込んだりはせずに、ヤバそうな相手に遭遇したら、すぐに引き返そう」

「そうですね。それだったら」

　そのひと言でリゼは納得してくれたようだ。

　ひと月あまり一緒にパーティを組んでいるので、彼女も俺が危ない橋を渡る人間ではないと理解してくれているのだろう。

「じゃあ、朝食は現地に向かいながら取るってことでもいい？」

「ええ、かまいませんよ」

　善は急げだ。朝食は腰を据えてじゃなくて、携帯食で済まそう。

　買うのは最近気になっているあれにするか。大通りにあるパン屋の「焼き立て豚肉を使った肉汁たっぷりのニンニク入り豚肉のサンドイッチ」だ。

　安価な割にボリューミーで、メチャクチャ美味そうなのだ。

「あの、ところで……」

　焼豚サンドイッチのことを考えていた俺の耳を、ふわりとリゼの声が撫でた。

「い、一緒に回収した、じょ、女性ものの、し、し、下着はどこに？」

「え？　俺のポケットの中だけど？」

　例のブツをポケットから取り出すと、リゼはギョッと目を丸くした。

「ど、どうしてポケットの中に……ま、まさか、使うつもりなんですか？」

「おいおいリゼ。それじゃ俺が変態みたいじゃないか」

「……っ!?　す、すみませんっ！」

　俺はため息を添えて続ける。

「使うという表現は誤解を生むから控えたほうがいい。この場合、大事に保管するという表現が正解だ」

「ほ、保管？」

　理解できなかったのか、リゼが首をかしげた。

「いいかリゼ。これを実際に穿はくなんてとんでもなく愚かな行為なんだ。それはある意味、神を冒ぼう涜とくする行為に近い」

「か、神を……冒涜っ!?」

　ギョッと目を丸くするリゼ。

「ああそうだ。パンツは日本の古神道における御神体と似て、常人では触れることすら許されない聖遺物に近い存在なんだ。隠匿されているからこそ尊さが生まれ、ただの布切れが神なる物へと生まれ変わる。だからこそ、人の目にさらされぬように、俺が大切に保管しておく必要があるというわけだ」

「……え？　え～っと……な、なるほど？」

　胸の前で手を打つリゼ。だが、その顔は困惑の極みといった感じだった。

　リゼが続ける。

「で、でも、ヒロタカ様は触れて平気なのですか？」

「それ相応の犠牲を支払う必要はある。白い目で見られるという犠牲を……」

「そ、そんな!?　それほど危険なものなら、教会の司祭様にお渡ししたほうがいいんじゃないですか!?」

「いや、だめだ。これを持つことは回収してしまった俺の義務であり責任でもある。それに考えてもみろ。地図と一緒に回収したということは、このパンツが宝に繋つながる鍵になるかもしれないだろ？」

「……た、確かにそうですね」

　リゼが難しい表情で唸うなったあと、深々と頭を下げた。

「わたしには何もできませんが、よろしくお願いしますっ！」

「うむ……」

　俺はそっとパンツをポケットの中にしまい込む。

　うん、何ていうか、こんなくだらないやり取りを真剣にしてくれるなんて、リゼはすごく純粋なんだな。

　そのままでいてほしいと、オジサンは切に願うよ。

　というわけで、パンツ問題を解決した俺たちは、エレウカにあるという魔術師の墓を目指すことにした。

　ローナに「依頼を見繕ってくれ」と頼んだ手前、キャンセルするのは悪いなと思ったけれど、「２階で何をしていたんですかぁ？　ウフフ」とウザ絡みされたので謝罪の代わりに頬をつねっておいた。
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　カブルートの東南にあるエレウカ渓谷。

　街の北側は森林地帯が多いが、南側は険しい山脈地帯になっていて、モーリス渓谷やバルディス渓谷など風ふう光こう明めい媚びな場所が多いらしい。

　その中でも有名なのが、このエレウカ渓谷だという。

　高さ数百メートルはあろうかという断崖が周囲をとりかこむエレウカ渓谷は、ラドマン王国で５本の指に入るほどの美しく険しい場所なのだ。

　渓谷を流れる川に沿って２時間ほど歩いた先。

　特に魔物に絡まれることなくたどりついたのは、巨大な石で組まれた城壁のような建物だった。

「ここが魔術師の墓の入り口と言われている場所です」

「……何だかすごい場所だな」

　半開きになっている重厚な扉には細かい装飾が施されていて、墓というより遺跡という表現のほうが近いかもしれない。

　こんな場所に眠っているのだから、相当名のある魔術師なのだろう。

　これは地図に書かれていた宝とやらに期待が膨らむな。

「とりあえず入ってみようか」

「では、強化魔術を詠唱しますね」

　危険な場所に立ち入る際は、まずリゼの強化魔術をするのがいつものパターンだった。リゼは回復魔術の他に、解毒効果のある「クリアポイズン」や一定のダメージを無効化する「プロテクション」などの神聖系魔術を使うことができる。

　リゼに魔術をかけてもらって、半開きになっている扉から中へと入る。

　ダンジョン探索なので念のため松明を携帯してきたのだが、墓の中は意外と明るかった。その理由は明白だった。

「……火がついてるな」

　墓の中にかがり火が設置されていた。

　ということは、誰かがここを通ったってことか？

「あれは魔導具ですよ」

　リゼが小声で囁く。

「大気中に滞留しているマナを使って火を起こしているんです。お墓では埋葬されている遺体から出たマナを使って明かりを作るのがポピュラーなんですが、ヒロタカ様の国ではあまり見かけませんか？」

「え？　あ、うん、そうだな」

　リゼには俺の出身は東の国ってことにしている。転移とか説明しても理解してもらえないだろうから秘密にしているのだ。

「俺の国では電気を使った明かりはあったけど」

「デンキ？」

「まあ、マナと似たようなもんだよ」

「へえ……世界には、わたしが知らないことがたくさんあるんですね」

　多分、誰も知らないと思うけど。

　しかし、暗闇の中で探索をしなくていいというのは、非常にありがたいな。

「そういえば、魔剣の収納サックを作ったんですね」

　再びリゼの声。彼女を見ると、俺の腰に下げている魔剣を見ていた。

「でも、どうして普通の鞘さやじゃないんですか？」

「オソロは形状を変えられるから、一応どんな大きさでも収納できる皮サックを特注したんだ」

「形状が変わるんですか？」

「そう。今はナイフくらいの大きさだけど、こうやって、ステータス画面を出してから形状を変えられるんだ」

　いつものように空中を摘む動作をしてステータス画面を表示してリゼに見せた。しかし、彼女はじっと俺の顔を見たままだった。

「……何をしているんですか？」

「え？　ステータス画面を出しているんだけど？」

「ステー……タス？」

「もしかしてこのガラス板みたいなやつ、見えない？」

「……??　ええ、何も見えませんけど」

　マジか。このウインドウみたいなのが出せるのは俺だけなのか？

　でも、一緒にこの世界に転移してきたケンイチたちも出しているのを見たことがある。ということは、転移者だけの能力ってことなのか？

「よくわからないのですが、ヒロタカ様だけが使えるスキルのようなものなのでしょうか？」

「いや、俺の国の人間は全員使えるみたいなんだよね」

「ということは、種族専用のスキルということですね……そういうものがあるというのは先生から聞いたことがあります」

　種族。つまり、日本人の専用スキルか。

　日本は世界有数のサブカルチャー国だし、ゲームや漫画に関係した能力を持ってる……なんて話はありえそうだ。

「ちなみに、リゼたちは習得しているスキルとか魔術を確認するときってどうやるんだ？」

「ギルドにある魔導具を使います。ただ、スキルは生まれたときの祝福の際に教会で確認するので、あまり見ることはありませんけど」

　ギルドにある魔導具って、あの登録時に使ったやつか。

　しかし、スキルって生まれながらにして持っているものなんだな。

「リゼが持っているスキルって何なんだ？」

「わたしが持っているのは『シャクラの加護』というスキルです。神聖系統の魔術が使えるようになるスキルですね」

　なるほど。そういうふうにして魔術が使えるようになるのか。

「てことは、四大元素系統だと『火の加護』みたいなスキルなのか？」

「そうですね。四大元素の火系統は『サラマンディルの加護』です。四大元素系以外だと暗黒系統の魔術が使える『マンティスの加護』や、召喚系統の魔術が使える『アレイの加護』みたいなものもあります」

「へぇ～、色々あるんだ。てか、リゼって物知りだな」

「そ、そんなことはないです。全部、先生に教えてもらった知識なので」

　恥ずかしそうにうつむくリゼ。

　時々会話に出てくる「先生」というのは、リゼの魔術の先生のことだ。

　リゼが冒険者として活動しているのは、その先生の授業の一環なんだったっけ。魔剣のことも知っていたし、何だかその先生の授業を受けたくなってきたな。

「……ん？」

　そんなことを話していると、墓の奥からカタカタと音が聞こえてきた。

　最初は気のせいかと思っていたけれど、明らかに何かが鳴っている。墓の中というシチュエーションなのでメチャクチャ怖い。

「き、気をつけてください！　スケルトンです！」

　リゼが墓の奥を指差した。

　暗闇の中から現れたのは、ロングソードと小さな盾を持った骸骨。

　既視感があると思ったら、子供の頃に見た理科室の人体骨格模型だ。

　夜になると動くなんて学校の怪談があったけど、実際に見られるなんて、何ていうか……感動だ。

　いや、そんな悠長なことを考えてる場合じゃないけどさ。

「リゼは下がって、いざというときに魔術のサポートを頼む！」

「わ、わかりましたっ！」

　リゼが使える魔術は回復系で戦闘には不向きなものばかりだ。ここは俺がやるしかない。

　とはいえ、スケルトンと戦うのははじめてだ。どんな相手かもわからないし、油断せずに一気にやってしまうべきか。

　ウインドウ画面を開いて形状をナイフからショートソードに変更。スキルはトロルを倒して取得した「物理攻撃力アップ」がいいだろう。





　魔剣オソロ

　レベル：８

　攻撃力：２８０（＋１４０）

　スキルスロット１：物理攻撃力アップ

　形状：ショートソード

　契約者：ギーゼラ






「……よし」

　物理攻撃力アップスキルによって攻撃力がさらに上がっている。

　スケルトンがどれほど強いかわからないけれど、トロルよりも耐久力が高いようには見えない。これなら余裕でいけるはず。

　ゆっくりとこちらに歩いてくるスケルトンに向かって走っていく。そして、魔剣を振りかぶって――。

「ギッ……!?」

　魔剣を防ごうとしたロングソードごと、スケルトンは背骨の中心から真っ二つになった。

　バラバラになったスケルトンが地面に散らばる。

「す、すごい……」

　リゼが驚嘆の声を上げてしまうくらいの圧倒的な威力。まさに一撃。いけるかなとは思っていたけれど、これほどまでとは想像していなかった。

　相手にならないどころじゃない。スケルトン程度だったら10人束になってかかってきても簡単に倒せる気がする。

「……魔剣オソロ、まさにオソロしすぎる」

「えっ？　何か言いましたか？」

「あ、いえ、何でもないです」

　ついオヤジ臭い洒落しゃれを口走ってしまった。危うくリゼにドン引きされるところだったぜ。

　俺は周囲に他に魔物がいないことを確認して、ステータス画面を開いた。

　スケルトンを倒したので、何かスキルを回収しているかもしれない。





　スキル候補：ロトン（不死属性の付与・変換　スケルトンより取得）






「何だこれ？」

　不死属性の付与・変換。付与ってことは与えるって意味だろうが、「変換」ってどういう意味だ？

　というか、不死属性って何だろう。

　ここは物知りなリゼに聞いてみるか。

「リゼ、不死属性ってわかる？」

「え？　不死属性？」

　リゼは小首をかしげて、う～んと考えはじめる。

「すみません、聞いたことがないですね。でも、不死ってことは、死なないってことだと思うのですが」

「スケルトンみたいなアンデッド系の魔物って、生き返ったりするのか？」

「それはないと思います。先生からそんな話は聞いたことありませんし、それに、ヒロタカ様が倒したスケルトンは生き返ってこないので……」

　リゼがバラバラになったスケルトンを見る。

　確かにスケルトンには立ち上がってくるような気配はない。つまり、アンデッドとはいえ不死属性ではないということだろうか。

　しかし、そもそもの話だけど「斬った相手に不死属性を付与」って相手を強化してどうするんだ。

　考えるまでもなく、使えないゴミスキルだ。

　リゼに聞くまでもなかったか。

「……ん？」

　ステータス画面を閉じようとしたとき、魔剣の状態に変化が起きていることに気づいた。





　形状：ショートソード／ナイフ／ロングソード






　形状に「ロングソード」が増えている。

　もしかして進化したのかと思ったけれど、レベルや攻撃力に変化はなかった。あのアナウンスも聞こえなかったし、強化されたわけじゃなさそうだ。

　でも、どうしてロングソードが増えたのだろう。

　ものは試しだと、形状をロングソードに変えてみた。

　いつものように魔剣が脈打ち、刀身がさらに伸びていく。

「え」

　変化して巨大化した魔剣を見てピンときた。

「これって……スケルトンが持っていたロングソードか？」

　地面に転がっている真っ二つに折れたロングソードと見比べると、やはり形状が似ている。

　これは間違いなく、スケルトンが持っていた剣だ。

　まさか倒した相手の武器を回収する――いや、これは多分、武器を壊したから形状を回収したのか？

　てことは、槍やりとか斧とかにも変わるってことか。

　強化したりスキルを回収したりするだけじゃなくて、武器の形状も回収するなんてすごいな。間合いを自由に変えられる変幻自在のチート武器じゃないか。

「ヒロタカ様……」

　魔剣の新たな能力に歓喜していた俺の耳を、静かなリゼの声が撫でていった。

「ん？　どうした？」

「だ、誰かが、こちらに来ます……！」

　杖を構えるリゼの視線の先。暗闇の中に揺らめく人影があった。

　その影は、左右にゆらゆらと揺れながら、おぼつかない足取りでこちらに歩いてくる。

　シルエットから、スケルトンではないことだけはわかった。

　まさか、新手のアンデッドか？

「リゼ、下がって」

　アンデッドと言われて真っ先に浮かぶのが「ゾンビ」だけど、何か別の魔物の可能性もある。

　だが、何にしても魔剣の敵じゃない。

　早速、ロングソードの形状を手に入れた魔剣の試し斬りをしようか。

　そう思って、魔剣を構えたとき――。

「……その剣」

　暗闇の中から聞こえてきたのは女性の声だった。

　まさかこんな場所に女性がいるとは思わなかったので驚いてしまったが、暗闇の中から出てきたその姿を見て、さらにビビってしまった。

　かがり火に照らされた艷やかな黒髪は腰ほどまであり、スラリと伸びた手足は長く、肌はその黒髪とは対象的に白く透き通っている。

　そして特徴的なのが、鋭く尖とがった耳。

　これはまさか……「エルフ」ってやつなのか!?

「……ちょ、ちょっと待て」

　思わず声に出てしまった。

　そのエルフの少女の姿がとてつもなくヤバかったからだ。

　着ているのは襟が広く開いている肌着、１枚だけ。その肌着で隠れているけれど、多分下はパンツだけだろう。

　いや、あれは絶対パンツだけだ。

　ちょっと想像してみてほしい。

　薄暗い地下駐車場で、突然、妖精みたいに綺麗な外人さんがベビードール姿で現れるというシチュエーションを。

　はっきり言って意味不明で怖すぎる。事件の香りしかしない。

　場所が場所なら「美人さんの下着姿だ！　眼福眼福、デュフフ！」と目の裏にくっきり焼き付けるけれど、ここは魔物が徘はい徊かいするダンジョンなのだ。

　というか、メチャクチャセクシーな格好で何やってんですかあなた。これじゃ、エルフじゃなくてエロフじゃないですか。

「あ、あの、だ、だ、大丈夫ですか？」

　俺と同じ感想を抱いたのか、慌ててリゼが声をかけたが、エロフの少女は怪け訝げんな顔を覗かせた。

「……ん？　何がだ？」

「いえ、何ていうか、その……格好がとても……は、はしたな……いえ、寒そうというか……」

「ああすまない。格好はアレだが、気にしないでくれ」

「あ、そうですか」

　リゼちゃんあっさり納得しちゃったよ。そこはもう少しツッコんだほうがいいんじゃないでしょうか。

「ところで、そこのお前」

　エロフが俺を指差す。

「お前が持っているその剣……魔剣だな？」

「……ッ!?」

　彼女の口から飛び出した単語を聞いて、俺の警戒度はマックスまで急上昇した。

「な、何で魔剣のことを知ってるんだ？」

「フフフ。やはりそうだったか」

　エロフが不敵な笑みを浮かべる。

「ひと目でわかったぞ。何せわたしほど魔剣に精通したエルフはいないからな。魔剣を持っているということは……貴様が魔王だなっ！」

「……は？」

　飛躍しまくった理論に、あっけに取られてしまった。

「あの～、どういうことでしょうか？」

「しらばっくれるな！　他の者は騙せても、わたしは騙されんぞ！　わたしは魔王を倒すために長年旅を続けているのだ！」

「えっ!?　旅って……そのパンイチ姿で!?」

「すまない。格好はアレだが、気にしないでくれ」

「あ、はい」

　何だろう。高貴なオーラがあるせいか強くツッコミができない。確かにこれは納得してしまうな。

「まずは名乗らせてもらおう！」

　手のひらをこちらに向け、かっこよくポーズを決める下着姿のエロフ。

「わたしはこの地に眠る伝説の魔術師カイエンのひ孫から魔術を教わった男と同郷のエルフ、レイチェルだ！」

「……ん？　ん～」

　ええっと、あ～、何だろ。すっげぇモヤモヤする。

　多分だけど全然すごくないよな、それ。

「ふふん。声も出ぬほど怖じ恐れているようだが、まさか尻尾を巻いて逃げるつもりではあるまいな？　そうはさせんぞ！　貴様らは今ここで、わたしの魔術で消し炭になるのだからな！」

　何を勝手に盛り上がっているんだこいつは。

　何だか色々残念なやつだな。

　だが、残念エロフことレイチェルは俺のがっかりをよそに、何やら恐ろしい言葉をつぶやきはじめる。

「大いなる火の精霊サラマンディルよ！　捧ささげしマナの源泉により、その緋ひ色いろの槍を持って……」

「こっ、これは」

　リゼが、さっと身構えた。

「ど、どうしたリゼ？」

「気をつけてくださいヒロタカ様！　あれは、高度な魔術詠唱ですっ！」

「はぁっ!?」

　全然すごくなさそうな自己紹介しておいて、すごい魔術は使えるのか!?

「おいおい、ちょっと待て！　俺は魔王なんかじゃない！　人違いだ人違い！」

　だが、レイチェルは聞く耳を持たない。

　次第に彼女の両手が赤く輝き出す。

　マズいんじゃないかこれ。どんな魔術が飛んでくるか知らないけど、高度な魔術を食らって生き延びられる自信なんてないんですけど。

「おい、リゼ！　とりあえず俺の後ろに回れ！」

「で、でもそれじゃあヒロタカ様が――」

　こうなったら飛んできた魔術を魔剣でぶった切るしかない。

　そんなことができるかわからないし、できたとしても助かるかもわからない。

　ここは運を天に任せるしかない。

　だが、きっと運は俺に味方する。何せ俺は、じゃんけん帝王と呼ばれていたほどに運がいいのだから！

「おら、エロフ！　かかってこい！」

　やけくそ気味に、魔剣をレイチェルに向ける。

　そしてレイチェルの両手の輝きが一層増してきたとき――。

「今こそ愚かな寄せ手どもを……滅して……はにゃ……」

　突然「ぽしゅ」と空気が抜けたような音がして、彼女がぱたりと倒れた。

「…………」

　魔剣を構えたまま、固まってしまう俺。

　これはアレだ。何度かリゼがやったことがあるから、よく知っている。

　多分、魔術発動に失敗した。

　とはいえ、リゼのように詠唱を間違ったというわけではなさそうだ。とするなら――。

「マナの枯渇ですね」

　リゼが俺の背中から覗き込むようにして囁いた。

　俺にとって実にホットな話題だった。このことは、先日リゼに教えてもらったばかりなのだ。

　魔術の発動にはいくつかのプロセスが必要になる。

　まず詠唱によって、精霊や神に呼びかけて、「供物」となる対象を指定する。そのあとに魔術系統を指定したり対象を指定したりするのだが、供物指定の段階で、その供物が存在しなかった場合、詠唱が失敗してしまうのだ。

　この場合は魔術の源となるマナがなかったので、失敗してしまったというわけだ。そしてマナの枯渇に深く関わっているのが――食事。

「は、腹が」

　倒れたレイチェルがうめくように言う。

「は、腹が……減って……動けない……」

　うん、これでわかった。

　こいつ、ただの行き倒れた残念系エロフだ。
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　いきなり襲ってきた相手なので放っておこうと思ったけれど、腹を空かせてぶっ倒れているのを放置するのも心苦しいので食料を少し分けてあげることにした。

　断腸の思いでレイチェルに渡したのは、あの豚肉のサンドイッチだ。

　くそう。俺もまだひと口しか食べてないのに。

　レイチェルは本当に腹が減っていたのか、サンドイッチを瞬く間にぺろりと平らげた。

　彼女の顔色が少しよくなった気がするのはマナが回復したからだろうか。

　マナが枯渇しているのなら、マナポーションを分けようかとも思ったが食事のほうがいいとリゼに言われた。

　マナポーションよりも回復に時間がかかるが、回復量が多いのだとか。それに、レイチェルの場合は腹も空かせているから余計に食事のほうがいい。

「ふぅ……ひとまず礼を言おう。ありがとう」

　空腹が落ち着いたのか、レイチェルが俺たちに頭を下げた。

「だが、まさか魔王がサンドイッチ好きだったとはな」

「だから違うって言ってるだろ。俺はヒロタカでこっちはリゼ。この近くにあるカブルートって街で冒険者をやってる」

「な、何だと？」

　俺はポーチの中から冒険者協会の会員証を見せた。

　それを見て、ようやくレイチェルも信じてくれたらしい。

「本当に冒険者だったとは。魔剣を持っていたので、てっきり魔王だとばかり思っていた。申し訳ないことをした」

「その魔王ってのがどんなやつなのか知らないけど、少なくともこんな普通の人間の姿をしているわけないだろ」

「……そう言われると、ふむ。確かにそうだな」

　いやいや、そう言われるとって。

「ひょっとして、魔王の顔を知らないのか？」

「実はそうなのだ。顔どころか、どこにいるのかもわからん」

　呆れた。顔も居場所もわからない状態で旅をしてるのかよ。エルフって長寿って聞くし、行き当たりばったりで行動するタイプが多いのか？

「しかし、ヒロタカ……と言ったか？　お前、よく見れば人間にしては可愛い顔をしているな」

「……ッ!?」

　レイチェルが突然顔を近づけてきて、まじまじと俺の顔を見る。残念系のエルフとはいえ、いきなり美女に顔を近づけられて怯んでしまった。

「な、何だよいきなり」

「エルフの中には人間をペットとして飼っているものもいる。どうだヒロタカ。わたしの愛玩ペットとして生きる気はないか？」

「お断りしますっ！」

　美人エルフに可愛がられる人生を想像して心がぐらついてしまった俺を差し置いて、リゼが割って入った。

「ヒロタカ様は、冒険者をやめたりしませんから！」

　まさにおっしゃるとおり……なのだが、もう少し悩ませてほしいと心の中で返す。

　というか、何でリゼが怒ってるんだ。

「悪いけど、リゼが言うとおり俺には冒険者って職業が肌に合ってるんだ。その愛玩なんちゃらにはなれない」

「そうか。それは残念だ……」

「ああ、本当に」

　残念そうに肩を落とすレイチェルにつられて俺も肩を落としてしまった。

　何だかすごく惜しいことをしてしまった感があるけれど、とりあえず色々と謎だらけなレイチェルのことについて尋ねることにした。

「ところで、どうしてレイチェルはそんな格好で墓を彷徨さまよってたんだ？」

「ふむ。実はこれには深い事情があってな」

「トラップにでも引っかかって身ぐるみ剥がされたとか？」

　そう尋ねると、レイチェルはギョッと目を見開いた。

「き、貴様、なぜわかった!?」

　当てちゃったよ。魔王の顔も知らないのに討伐の旅をしているって言うから、もしかしてドジっ娘かなとは思ったけどさ。

「実はこのカイエンの墓にめっぽう強い魔物が潜んでいるという噂を聞いてな。もしかして魔王に関係しているのかと思って訪れたのだが……実に巧妙なトラップに引っかかってしまったのだ」

「それって、どんなトラップだったんだ？」

「肉だ」

「…………」

　胡乱な視線を投げかけていると、真面目顔でレイチェルが続けた。

「肉だ」

「いや、１回言えばわかるから。てか、肉のトラップって何だよ？　まさか、落ちてた肉を食べようとして落とし穴に落ちたとかじゃないよな？」

「鋭いな。もしかしてヒロタカは読心スキル持ちか？」

「お前どんだけ食いしん坊なんだよ」

　空腹は魔術師の敵って話はリゼから聞いたけど、落ちてる肉を食おうとするな。

「とにかくだ。巧妙な肉トラップに引っかかったわたしは下層に落ちて気を失ってしまった。そして、気がついたときにはこのような姿になっていた、というわけだ」

「てことは、装備は誰かに奪われたのか」

「ああ。わたしが推測するに、このダンジョンに潜む魔物の可能性がある」

「魔物が装備を奪うのか？」

「アンデッド系の魔物には自我があるものもいるからな。おぼろげだが、脱がされて辱めを受けていたのを覚えている」

「は、辱め!?」

　リゼがギョッと目を見張る。

「そうだ。乾いたアンデッドの手で１枚１枚服を脱がされて、やがて露出したわたしの素肌に――いたっ」

「クソ生々しく説明すな」

　つい頭を叩いてしまった。

　ていうか、意識があったなら抵抗しろよ変態エロフ。

　この女は格好も言動もエロすぎる。

　リゼには少々刺激が強すぎるかもしれないなと思って隣を見たら、案の定リゼが耳の先まで真っ赤になっていた。

「……はわっ!?」

　俺の視線に気づいて変な悲鳴を上げる。

「あ、あ、あの……ええっと……い、い、い、命が助かっただけで、も、も、儲けものじゃないですか！」

「まぁ、そうだな。あのまま辱めを受けていたらどうなっていたことか」

　多分、昇天していたでしょうね。色んな意味で。

「それで、ヒロタカたちはここで何を？」

「この墓の深部を目指してるんだ。何でもお宝があるらしくてさ」

「お宝か。魔術師カイエンのゆかりのものの可能性があるな」

　レイチェルはしばらく何かを考え出し、ぽんと手を叩いた。

「よし。ではわたしがお供するとしよう。ヒロタカには一宿一飯の恩義があるからな」

「飯はやったが宿は提供していない」

「これから世話になる予定だ」

「勝手にそんな予定組むな」

　飯だけじゃなくて宿の世話までしてやるつもりはない。

「そもそも、身ぐるみ剥がされた変態エルフが役に立つとは思えないんだけど」

「……お、お前、可愛い顔のくせに意外と辛辣なんだな」

　嬉しそうに身を悶もだえさせるレイチェル。

　あれ、もしかしてこいつ、エロいだけじゃなくて筋金入りのドＭなのか？

「だが安心しろヒロタカ。今はこのような格好だが、これでもわたしは元Ｓランクライセンスを持っていた冒険者なのだ」

「え、Ｓランクだって!?」

　ドＭランクではなく？

「そうだ。魔王討伐に出立した際に、不退転の決意でライセンスは返上してしまったが、四大元素すべての魔術と、神聖系統……それに、死霊系の魔術も使うことができる」

「し、死霊系って、禁忌とされている『第５の元素』ですか!?」

　反応したのはリゼだ。

「そうだ。よく知っているな。リゼも魔術師なのか？」

「は、はい。まだ見習いの魔術師ですが……」

「魔術師の卵というわけか。しかし、自身が使える魔術系統以外にも精通しているのはすばらしいことだぞ」

「あ、ありがとうございます！」

　ドヤ顔で力説するレイチェルにリゼが深々と頭を下げる。

　変態のくせに上から目線なのが何だか腹が立つが、高位の魔術師であることに疑いはなさそうだ。

　丸腰の剣士だったらあまり期待できないけど、魔術師だったら問題ないか。

　それに、ダンジョンの奥に行けばレイチェルの装備も見つかるかもしれないし。

「わかった。ぜひ協力してほしい」

「うむ。任せろ。わたしが一緒にいる限り、泥舟に乗った気持ちでいるといい」

「…………」

　ドヤ顔で胸を張るレイチェル。

　何だろう。やっぱりメチャクチャ不安だ。
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　レイチェルが同行するにあたり、目のやりどころに困るので俺のマントを貸してやった。あまり意味はないかもしれないが、ないよりマシだろう。

「ありがとう。気が利くのだな、ヒロタカは」

　マントを羽織ったレイチェルがにこりと微笑んだ。

　その笑顔の破壊力たるや、上位魔術かと思ってしまうほどだった。性格はアレだが、見た目はどこぞのお姫様かと思うくらいに綺麗なのが何だかズルい。

　そんなレイチェルが続ける。

「人間の年齢はよくわからんが、まだ若いのだろう？　何歳なのだ？」

「17歳……だと思う」

「人間は17歳で成人だと聞いたが、それでも若いな。なのにどういうことかヒロタカには妙な落ち着きを感じる」

　レイチェルが不思議そうに俺を見る。

　美人に見つめられてドギマギしていると、リゼが納得するようにうんうんと頷きながら続けた。

「そうなんですよね。ヒロタカ様って、妙に大人っぽいっていうか、達観しているというか」

「そ、そんなことはないと思うけどな」

　中身が32歳だから、落ち着いていて当たり前だけど。

「ところでリゼとヒロタカはどういう関係なのだ？」

「え？」

　突然の質問に俺は首をかしげてしまった。

「どういう関係って、冒険者パーティの仲間だけど？」

「ヒロタカは剣士でリゼはクレリック。バランスはいいがパーティで依頼をこなすなら、あと３人は前衛が欲しいところだろう？　なのにふたりだけというのは少々疑問だ」

　レイチェルが俺とリゼを交互に見る。

「ひょっとして、恋人、なのか？」

「……ぶっ」

「ちっ、ちち、違いますっ！」

　俺が吹き出すと同時に、リゼが慌ててブンブンと両手を振る。

「わ、わ、わたしたちは、まだそんな関係じゃ……」

「まだ？　この先恋人になる予定があるのか？」

「……ッ!?　ま、まま、間違えましたっ！」

　顔を真っ赤にしたリゼがフードを深くかぶって顔を隠した。

　一体何を言ってるんですかリゼさん。俺も顔を隠したいので、そのフード貸してくれませんかね。

　しばし居心地の悪い沈黙が流れる。

　そんな気まずい空気を消すために、話題を変えることにした。

「レイチェルのことを教えてくれないか？」

「いいぞ。何でも聞くがいい。ちなみにわたしの性感帯は鎖骨だ」

「どうでもいい情報をぶっ込むな」

　どっからでもそっちに持っていこうとするな。この変態ドＭエロフが。

「さっき、『元Ｓランクの冒険者だった』って言ってたけど、レイチェルもカブルートで冒険者をやっていたのか？」

「いや、わたしが拠点にしていたのは、東のカレドニア王国だ」

　カレドニア……確か前にポーション屋の店主が口にしていた気がする。

「そこで冒険者をやっていたときに、魔王の噂を耳にしてな。魔王を討伐できるのはわたししかいないと思い立ち、冒険者をやめて魔王討伐の旅に出たのだ」

　何だか突拍子もない話だ。でも、それくらい腕が立つ冒険者だったという証拠か。

「その魔王の噂ってのは？」

「例の『新たに３人の魔剣契約者が出た』という噂だ」

「魔剣の……契約者？」

　魔剣っていうのは、俺が持っている魔剣オソロのことだろうか。

「む？　知らないのか？　魔王というのは魔剣と契約した者のことを指すのだが」

「え、そうなの？」

　完全に初耳だった。

「世界には７本の魔剣があると言われているが、この数十年、誰も見つけることができなかった。だが、ここにきて７本のうち３本が発見されたらしい」

「…………」

　色々と気になるところがありすぎる話で、言葉を失ってしまった。

　以前にリゼがレギオンという魔剣のことを話してくれたので、オソロの他にも魔剣があるとは思っていたけど、まさか７本もあったなんて。

　それに、何十年も見つかっていなかった７本の魔剣のうち３本が立て続けに発見されるなんて、何だか作為的なものを感じる。

「つまり、この世界には魔王が３人いるってことか」

「いや、そうとも限らんぞ。噂になっているのが３本だけで、７本すべてが見つかっている可能性もある」

「……マジかよ」

　それって控えめに言ってヤバい状況じゃないのか？

　転移させられたときに、姿なき声に魔王を討伐するよう依頼されたが、７人の魔王を倒せということだったのか。

　マジで危なかった。７人の魔王と戦うなんて命がいくつあっても足りない。

　ドロップアウトして正解だった。

「ちなみに、その魔王ってのはどんなやつらなんだ？　やっぱり人間と敵対してるとか？」

「１００年前に１度だけ人間と争ったことがある、とは聞きました」

　レイチェルに代わり、リゼが答えてくれた。

「先生に聞いた話なのですが、黒い角と赤い翼を持った人外の魔王が現れ、とある小国を滅ぼしたらしいです。それがきっかけで世界を巻き込んだ争いになり、多大な犠牲を払って退けることができたとか……」

「何だそりゃ。メチャクチャ怖い話だな。何て名前の魔王なんだ？」

「ええと、確か……ギーゼラだったと思います」

「え」

　その名前にギョッとしてしまった。

「今、ギーゼラって言ったか？」

「は、はい。わたしが先生から聞いた魔王の名前は確かにギーゼラでした」

　おいおいおい、マジかよ。

「どうした、ヒロタカ？」

「この魔剣オソロの契約者が、ギーゼラって名前だった」

　腰に下げていた魔剣を抜く。相変わらず禍々しい姿をしている魔剣を見て、レイチェルが眉間にシワを寄せた。

「その魔剣、どうやって手に入れたのだ？」

「俺のスキルで回収したんだ。廃品回収っていうスキルなんだけど、この世界に捨てられたアイテムを回収するって能力がある」

「捨てられた？　つまり、その魔剣は捨てられていたということか？」

「だと思うけど」

　いまいち状況がよくわからない。

　１００年前に人間と争った魔王ギーゼラが魔剣を捨てたから俺がこうして回収したっていうのは事実だろうけれど、何でギーゼラは魔剣を捨てたんだ？

　勇者みたいな存在に討たれて死んだという可能性もあるけれど、だったら魔剣の「契約者」の部分が空欄になるんじゃないだろうか。

　レイチェルが興味深げに尋ねてきた。

「ちなみにその魔剣にはどんな能力があるのだ？」

「斬った相手の能力を回収するって能力だ。武器の形状も回収するっぽいけど」

「能力回収？　では、その剣でわたしを斬ったなら、お前も魔術を使えるようになるというわけか。なかなかに反則的な能力だな」

「いや。多分、突然服を脱ぎたくなったり自分の性癖を暴露したくなったりするんじゃないかな。だってお前って、魔術とかスキルよりもエロいことに頭のキャパシティ使ってそうだし」

「おお、本当か!?　だったら斬ってくれ！　今すぐ！　ヒロタカの変態っぷりを見てみたいぞ！」

「……うん。とりあえず瞳孔が開いててすごく怖いから近づかないでくれる？」

　こ、こいつ。軽くバカにしたのに全く意に介してねぇ。無敵のドＭ変態エロフに冗談は通用しないのか。

　ひとまず推測の域を越えられないギーゼラの件は保留にして（レイチェルを斬るのもまた今度ということで話をまとめて）、先を急ぐことにした。

　俺たちはレイチェルが落ちたという下層を目指して、かがり火の明かりが揺れる中を慎重に進んでいった。

　カイエンの墓の構造は、意外とシンプルだった。

　入り口からまっすぐ通路を歩くと、開けた部屋のようなところに出る。その部屋には別の通路が繋がっていて、次の開けた部屋に出る……といった具合だ。

　実際に見たことがあるわけではないが、日本の古墳とエジプトのピラミッドを足した感じだろうか。

　墓荒らし対策で複雑な構造にしていないのは、魔物が「墓守り」的な役割を担っているからなのかもしれない。

　だとしたら、あのスケルトンはここに眠るカイエンの血縁者が魔術によって呼び出したということになるけど。

「……ん？」

　墓に入って４つめくらいの部屋に到達したとき、カタカタと骨が鳴る音がした。

　部屋の中央にある祭壇の周辺に、３、４体ほどのスケルトンの姿があった。

　これは、また俺の魔剣の出番か。

　そう思って腰に下げた魔剣を手に取ろうとしたときだ。

「ここはわたしに任せてもらおうか」

　前に出たのはレイチェルだった。

「大丈夫なのか？」

「問題ない。ヒロタカたちのおかげでマナは十分回復したからな。ひとまず食事のお礼をしようではないか」

　美味い食べ物だったけどそんなに高かったわけじゃないし恩義を感じるほどでもないけど、まぁ、任せろと言うなら任せてみるか。

「じゃあ、よろしく頼む」

　俺はリゼと一緒に一歩下がった位置で見守ることにした。

「偉大なる水の精霊ウンディルよ……」

　レイチェルは右手を前に出し、手のひらをスケルトンのほうへ向けると、魔術の詠唱をはじめた。

「捧げしマナの源泉により、その澎ほう湃はいたる雨滴をもって愚かな寄せ手どもを滅したまえ……」

　次第にレイチェルの右手が青白く輝きはじめ、そして――。

「ウォーターアローッ！」

　レイチェルの手のひらから溢れ出した水がバスケットボールくらいの塊になり、空気を震わすほどの破裂音とともにスケルトンに向かって放たれた。

「……ッ!?」

　凄まじい速さで飛んでいった水の塊は、一瞬のうちにスケルトンを粉々にし、壁面に激突した。霧散した水の霧が、辺りに充満する。

「す、すげぇ」

　何つー威力だ。

　はじめて四大元素の攻撃魔術を見たけど、これはあれだ。弾薬の代わりに水の弾を使った大砲だ。

「……リゼ、魔術ってのは、みんなこんなすごい威力なのか？」

「ま、まさか。レイチェルさんの魔術がすごすぎます。わたしの先生よりもすごいですよ……」

　こいつが特別ってことか。さすがは元Ｓランク冒険者だ。

「ふむ。こんなものか」

　一撃で３体のスケルトンを粉々にしたレイチェルだったが、何だかいまいち納得がいっていない様子だった。

「どうした？」

「いや、壁に大穴を開けるつもりで魔術を放ったのだがな」

「さらっとバチあたりなことしようとするのはやめろ」

　ここは墓だろ。それも、お前と同郷のエルフに魔術を教えた先生の曽祖父の。

　……いや、それってもはや赤の他人なんだけどさ。

「マナが溜まりきっていないんですか？」

　リゼが尋ねる。だが、レイチェルは首を横に振った。

「いや、そういうわけではない。装備を失ってしまったので調整が難しいのだ」

「装備？　魔術を強化する防具か何かを持っていたんですか？」

「そうだ。四大元素魔術の威力を高める『氷ひょう姫きの魔導衣』に、マナ消費を抑える『漆黒のマンソン』という杖を持っていた」

　よくわからんが、メチャクチャ希少品っぽい名前だな。それを全部奪われてしまったというわけか。

　でも、その装備なしでこの威力って、こいつメチャクチャ強いんだな。そりゃ魔王を倒そうと思い立つわけだ。

「レイチェルの強さはよくわかったよ。でも、今は温存しておいてくれないか？　マナは有限だし、いざってときに魔術を使ってほしいからさ」

「そうだな。では、ここぞというときに活躍させてもらおうか」

　何とも頼もしげに胸を叩くレイチェル。

　変態なのが玉に瑕きずだけど、かなり心強い。

　心に余裕ができたからか、宝への期待も膨らんでしまう。

　と、そんなことを考えていた矢先だった。

　突然、墓の中に雷鳴が轟とどろき、辺りが一瞬青白く輝いた。

「な、何だ？」

「さ、祭壇の上を見てください！」

　リゼの声に導かれて祭壇の上を見た。

　そこに立っていたのは、豪華な服を着た１体のスケルトン。

　今の雷鳴はあいつがやったのか？

　何だかすごい装備しているし、いかにもボスっぽいな。

「あれはワイトです！」

　リゼが声を張り上げた。

「ワイト？　何だそれ？」

「死霊術によって蘇った高位の魔術師をそう呼ぶんです！　注意してください！　強力な四大元素魔術を使ってくるかもしれません！」

「マ、マジかよ」

　さっきのレイチェルの水の大砲みたいな魔術を使うわけ？

　というか、力があった魔術師ってカイエンが魔物化したとかじゃないよね？

「あれだ！」

　突然レイチェルが俺の腕を掴んできた。

「ほら、見てみろヒロタカ！　アレだ！　あれがわたしを辱めたアンデッドだ！　ハァハァ！」

「何で嬉しそうな顔してんだよ」

　若干鼻息が荒くなってるけど、また辱めを受けたいとか思ってないよな？

「……ん？　ちょっと待て」

　と、そのことに気づく俺。

「あれがレイチェルを辱めた魔物ってことは、あいつが身につけているのがお前の装備ってことなのか？」

「そうだ！　きっとあいつがこの墓にいるめっぽう強いという魔物に違いない！」

「ん～……」

　何だか嫌な予感がする。

「確認だけど、あの魔物がレイチェルから奪った魔導衣を着てるってことは、レイチェルのレア装備でバチコリ凶悪強化されているって認識でオッケーか？」

「ああ、そういうことだ！」

　やっぱりそうだ。ただでさえ高位の魔術を使う魔物が、レイチェルのレア装備でさらに強くなっている。

　うん。何ていうか、ヤバいやつじゃん。

　戦わなくてもわかるやつじゃん。

　よし、レイチェル。今こそお前を解放しよう。あれを倒すのがお前の目的っぽいし、さっき言っていた「ここぞ」ってのが今だ。

　お前にあの化物の始末は、任せた！
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　結論。レイチェルに「お前に任せる！」なんて伝える必要はなかった。

　もう辛抱たまらんと言いたげに興奮が最高潮に達したレイチェルが、自らワイトに突っ込んでいったからだ。

　念のため、リゼに回復魔術の準備だけお願いしておいた。元Ｓランクの冒険者といえども、肌着１枚で戦えば無傷ではすまない気がするし。

「うおぉぉッ！」

　雄叫びを上げながら走っていくレイチェル。

　それを見てワイトが杖を構えた。

　魔術で迎撃するつもりか。でも、そもそもの話だけど、スケルトンがちゃんと魔術を詠唱できるんだろうか。だって、舌、なさそうじゃん？

「ふん！　どれほどの魔術を使えるのか知らんが、元Ｓランク冒険者のわたしを舐なめるなよ！」

　マントをたなびかせ、レイチェルも魔術詠唱に入ったようだ。

「わたしを舐めたいというのなら、性感帯の鎖骨にしてくれ！」

　でっかい声でわけわからんこと言うな！

　リゼが動揺して回復魔術をミスっても知らんぞ！

「大いなる火の精霊サラマンディルよ！」

　レイチェルの手のひらが赤く光りはじめた。

　そして、現れた炎のうねりが彼女の腕までも飲み込み――やがて巨大な炎の矢に変わる。

「捧げしマナの源泉により、その緋色の槍を持って愚かなる寄せ手どもを焼き尽くしたまえ！　ファイアーアローッ！」

　ズドンと空気が震えた瞬間、炎の矢が一直線に地面を焦がしながら、凄まじい勢いでワイトに襲いかかる。

　発射と着弾、爆発が同時に起こった。

　その威力は桁外れに凄まじく、ワイトがいた祭壇ごと吹き飛ばした。

　あの水の大砲といい、どうなってんだこいつの魔術は。

　炎の矢と言うより、対戦車ロケットみたいな威力じゃないか。

　こんな魔術を食らえば、レア装備で強化された魔物でもひとたまりもないはず。

　そう思ったのだが――。

「……ウソだろ」

　爆炎の中からゆらりと現れたのは、無傷のワイト。

　骨のひとつどころか、魔導衣に小さな焦げ目すらついていない。

　魔術が無力化された？

　そんなチートみたいな能力を持ってるのか？

「マズいな」

　無傷のワイトを前に、レイチェルが叫ぶ。

「わたしの氷姫の魔導衣は、魔術を無効化する能力があるんだった！」

「それ、一番忘れちゃだめなやつ！」
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　あの魔導衣の所有者だろ。何を意気揚々と魔術ぶっ放してんだよ。

　しかし、これは非常にマズいことになった。

　頼みの綱だったレイチェルの魔術が役に立たないってことは、俺がやらなくちゃならないってことになる。

「……マジで冗談キツいぜ」

　この墓に眠る宝っていうのは気になる。

　だが、命と天てん秤びんにかけるまでのものではない。ここは事前にリゼと話していたとおり、ケツをまくって逃げるべきか。

　でも、とワイトの前にいるレイチェルを見ながら思う。

　ここで俺が逃げてしまったら、彼女は確実にやられてしまう。

「ど、どうしますか？」

　リゼがそっと耳打ちしてきた。

「やはり逃げたほうがいいと思うのですが、レイチェルさんを助けないと……」

「わかってる。逃げるとしても、レイチェルを助けてからだ！」

　意を決した俺は、魔剣を抜いてレイチェルの元へと走り出す。

「リゼはいつでも魔術詠唱できるように気を張っててくれ！」

「わ、わかりました！」

　魔術も効かない相手と戦うなんて自殺行為に近いが、勝てる可能性はゼロじゃない。何せ俺には、魔王ギーゼラが使っていた魔剣オソロがあるのだ。

「レイチェル！」

「ヒ、ヒロタカ!?　なぜ出てきた!?」

「お前は下がれ！　ここは俺が何とかする！」

　レイチェルの横を通り抜けてからステータス画面を開いた。





　魔剣オソロ

　レベル：８

　攻撃力：２８０（＋１４０）

　スキルスロット１：物理攻撃力アップ

　形状：ショートソード

　契約者：ギーゼラ






　とりあえず、形状をロングソードに変更して遠い間合いでも戦えるようにしておく。スキルは「物理攻撃力アップ」のままだ。

　魔術は効かなくても、鎧のように硬いというわけではないはず。だとしたら、物理攻撃で倒せる。

　……倒せるよな？

　頼むから、倒せてくれよ！

　ゆらりとワイトが動いた。

　白銀にきらめく魔導衣の下から、巨大な宝石がついた杖が出てくる。

　アレがレイチェルの杖か。

　魔術がくる。

　だが、すぐに発動するわけではない。詠唱の時間があるからだ。

　その一瞬を狙うしかない。

　廃品回収会社で働いていたおかげで体力に自信があるから、このくらいの距離、すぐに詰められる。

「よし、行くぞ！」

　ビビっていても仕方がない。ここは魔剣を信じて突っ込むしかない。

　俺に向けられた杖が輝く。杖の宝石周辺の空間がグニャリと歪ゆがんだ。背後から「風系統の魔術だ！」と忠告するレイチェルの声が聞こえた。

　そんなこと言われても、対処の仕方なんて知らねぇから！

　ワイトまで、あと２メートルほど。

　杖の輝きがヤバいくらいに増す。

　あと１メートル。

　杖から竜巻のような風の渦が生まれた。

　そして――魔術発動。

「どぉりやぁあああ！」

　魔術が放たれる寸前、力任せに振り下ろした魔剣がレイチェルの魔導衣ごと、ワイトの体を真っ二つにした。

　まさに、間一髪。

　ワイトが発動させた風の魔術は、俺の頬をかすめて天井にぶち当たった。凄まじい轟ごう音おんが響き、瓦が礫れきが天井から降り注ぐ。

「ヒロタカ！」

「ヒロタカ様！」

　砂さ塵じんの中からレイチェルとリゼの声がした。

「……げほっ。大丈夫だ」

　自分の体を触って確かめてみたが、ホコリを被っただけでこれといって怪我はなさそうだ。

　ああよかった。強敵を倒したけど、瓦礫の下敷きになって大怪我をしましたじゃ、かっこ悪すぎるからな。

「ヒロタカ様、本当に大丈夫ですか!?」

「うん、怪我ひとつしてない……と思う」

「戦闘中は興奮して怪我に気づかないこともあります。念のため、回復魔術をかけておきましょうか？」

　確かにアドレナリンが出まくっている感じはする。

「そうだな。じゃあお願いするよ。ありがとう」

「任せてください」

　リゼが神聖魔術の「ヒーリング」の詠唱をはじめる。リゼの両手が翠みどり色いろに輝き、体の芯がじんわりと温かくなってきた。

　ヒーリングは傷を癒やす魔術だが、何度受けても気持ちいい。多分、疲労回復効果もあるんじゃないだろうか。会社で働いていたときに受けたかった。

「……ん？」

　ヒーリングで心地よい気分になっていたとき、レイチェルがじっと俺を見ているのに気づいた。

　もしかして魔導衣を斬ってしまったことを気にしているのだろうか。

「すまんレイチェル。お前の魔導衣ごとワイトをぶった斬っちまった」

「ん？　ああ、そんなことか。気にする必要はないぞ。服飾師にでも頼めば修復してくれるはずだからな」

　あれ？　違うのか？

　困惑していると、レイチェルがぽつりと尋ねてきた。

「それよりも、どうしてわたしを助けたのだ？」

「え？　助けた？」

「わたしがワイトにやられそうになったとき、身を挺ていして助けてくれただろう？　ワイトがわたしの魔導衣を着ているとわかった時点で逃げるという選択肢もあったはずなのに、お前はわたしを助ける選択をした」

「俺にもよくわからない。レイチェルをワイトから助けたのは咄嗟の判断だし、逃げなかったのは、何ていうか……お前がやられてしまいそうだったからっていうか……」

「……それが理由なのか？」

　驚いたように目を丸くするレイチェル。

「な、何だよ。それじゃ理由として変か？」

「い、いや、別に変というわけではないが、他人を助けるために自分の命を危険にさらすような冒険者に出会ったことがなかったのでな」

「…………」

　何と返せばいいかわからなくなった。

　何よりも自分の命を優先するというのが、この世界での常識なのかもしれない。

　その考えはわからないこともない。パーティを組んでいても怪我をして依頼に出られなくなれば収入がなくなってしまうのだ。

　仕事中に怪我をして給料を補填してくれる現代の会社のような組織はどこにもない。だとしたら、生きるために優先すべきは、己の命と体になる。

「ヒロタカ様はそういう方なんですよ、レイチェルさん」

　ヒーリングをしてくれているリゼが笑った。

「わたしと出会ったときも、損得なしにトロルから助けてくれました」

「……そうか。なるほどな。ヒロタカがどういう人間なのかわかった気がする」

　レイチェルがリゼと顔を見合わせて笑った。

　な、何だよ。メチャクチャ恥ずかしいから、そんなに俺をアゲないでほしい。そんなこと言われても全然嬉しくないし、そんなできた人間じゃない。

　でも、街に帰ったらおふたりに晩ごはんでもごちそうしましょうかね。

「……はい、これで大丈夫です」

　ようやくリゼの回復魔術が終わった。

　べた褒めされたせいで居心地が悪くなってしまった空間から解放された俺は、大きく背伸びをする。

「よし。じゃあ、とりあえずレイチェルの装備を回収して、このままお宝を探しに行こう――」

　そこで言葉を飲み込んでしまったのは、俺を見ていたレイチェルとリゼの表情がひどく青ざめていたからだ。

「ど、どうした？」

「ヒロタカ」

「はい？」

「後ろ」

　レイチェルに促されるまま、振り向く。

「……ゲッ」

　彼女たちが青ざめている理由がわかった。

　たった今、真っ二つにしたはずのワイトが何事もなかったかのように立ち上がっていたのだ。

「か、回復魔術か!?」

「真っ二つになった体を修復できる魔術などない。これは蘇生したのだ！」

「そ、蘇生!?」

　じゃあ、こいつは不死身ってことか？

　魔術は跳ね返すし、物理攻撃でも死なない不死属性ってズルくないですか!?

「……ん？　不死属性？」

　俺の頭にとあることが浮かんだ。

　不死属性ってもしかして――。

「逃げましょう！　ヒロタカ様！」

　リゼが手を差し伸べてきた。

　だが、俺はリゼの手ではなく――魔剣オソロを手に取った。

「いや、次の一撃でいける！」

「無駄だ！　ここはリゼが言うとおり逃げるべきだ！　何度やってもまた立ち上がってくるぞ！」

「じゃあ、二度と立ち上がれないようにしてやるさ！」

　俺は素早く空中を摘む動作をして、メニュー画面を開く。

　そして、魔剣オソロのスキルスロットを開き、物理攻撃力アップから別のスキルに変更する。





　スキルスロット１：ロトン






　この墓に来たときに、スケルトンから入手したスキル。

　不死属性の付与・変換――。

　これだ。これを使えば、ワイトの不死属性が消えるはず！

　ワイトがレイチェルの杖を手に取り、詠唱をはじめた。

　今度は赤く輝いている。多分、火系統の魔術だろう。

　俺たちまるごと焼き払うつもりか。だが、そうはさせるか。

　魔剣を構えて、もう一度ワイトに突っ込む。

「覚えておけよ骨野郎！　しつこい男は……女に嫌われるってなぁ！」

　そして、横薙ぎに一いっ閃せん。

　一応、レイチェルの魔導衣のことを考えて、露出している腹の部分の骨をぶった斬った。

「……オロォォォォ……」

　先ほどとは違う手応えがあった。

　ワイトは怨念のようなうめき声を上げ、跡形もなく灰かい燼じんに帰した。

「……やった」

　ここまでされたら、もう復活できないだろう。

　……できないよな？　灰が集合して立ち上がったりしないよな？

　念のため、土に埋めたほうがいいか？

「す、すごい……」

　不安にかられている俺の傍に、リゼたちが駆け寄ってきた。

「ど、どうしてワイトを倒せたのですか？」

「『不死属性付与・変換』スキルだよ。そのスキルのおかげでワイトが持っていた不死属性が無効化された……んだと思う」

「そ、そんなことができたんですね」

　リゼが唖あ然ぜんとした表情で、灰になったワイトを見ている。

　俺も同じ心境だった。これで倒せるかどうかは賭けだったけど、倒せて本当によかった。

　灰になったままのワイトを見て、ようやくほっと胸を撫でおろす。

　そんな俺の背中をレイチェルがぽんと叩いた。

「本当にお前はすごい男なのだな」

「いやいや、すごいのは俺じゃないよ。この魔剣オソロだ」

「ワイトの能力を無効化したのは魔剣の能力かもしれんが、使いこなしているのはお前だろう、ヒロタカ」

「いや、まぁ、そうだけどさ」

「お前は……何ともオソロしい男だな」

「……何だって？」

「ん？　わからなかったか？　恐ろしいとオソロをかけた洒落なんだが」

「いや、事細かく説明してくれなくてもいいです」

　さっき俺が使ったダジャレだし。

　何だか黒歴史を赤裸々に暴かれているみたいだからやめろよ。

　と、そんな恥辱にかられているときだ。

『魔剣オソロが進化しました』

　感情が見えない無機質なアナウンスが聞こえた。

　ボス級の魔物を倒したので、魔剣のレベルが上がったのだろう。

　さて、どんなふうに変わったかな。

「……おおう」

　確認するまでもなかった。

　握りしめていた魔剣の形が大きく変わっていた。

　全体的に巨大になり、ロングソードというより大剣に近い。なのに、重さはショートソードのときから変わらず片手で扱えるレベルだ。

　それに、見た目も相当ヤバい。

　刀身は全体的におどろおどろしい赤茶色になり、芯の部分には血管のようなものが張り巡らされている。さらに、剣のつばの部分が成長して翼のようになり、爪のようなものまで生えていた。

　まさに魔剣という見た目。こんなものを持ち歩いていたら間違いなく魔王に間違われてしまうだろう。

　携帯するときは、形状を変えておく必要がありそうだ。

　能力はどうだろう。





　魔剣オソロ

　レベル：15

　攻撃力：１２８０

　スキルスロット１：ロトン

　形状：ツヴァイハンダー

　契約者：ギーゼラ






「…………」

　すげぇ。メチャクチャ攻撃力が上がっている。これに物理攻撃力アップのスキルをつけたらとんでもない攻撃力になるんじゃないか？

　攻撃力１８０でトロルを一撃で倒せたことを考えると、大抵の魔物は一撃でいける気がする。

　これは回収したスキルにも期待できそうだ。





　スキル候補：マナブレイク（攻撃力の10％分ダメージをマナに与え、スキルのリキャストを10％アップさせる　ワイトより取得）






　対魔術師用っぽいスキルを覚えていた。スキルリキャストを延ばすってのも強そうだし、マナダメージっていうのも強そうだ。

　10％分ってことは、１２８のマナダメージを与えるということか。

　多いのか少ないのかよくわからんけど。

　あとでレイチェルで試してみるか。俺に斬ってほしいって言ってたし。

　しかしと、そのレイチェルを見て思う。

　ワイトを倒したってことは、ここでのレイチェルの目的は果たされたんだよな？

「レイチェルはどうする？」

「ん？　どうするとはどういう意味だ？」

「この墓にいる強力な魔物ってワイトのことだろ？　それを倒して装備も回収したし、もう俺たちと一緒に行かなくていいんじゃないか？」

　レイチェルが身ぐるみを剥がされたのは下の階層だったが、ワイトがここまで上がってきてくれたのは、ある意味ラッキーだったのかもしれない。

　ワイトと魔王には何も関係なさそうだったのは残念だけど。

　この墓を守るために魔術師カイエンが呼び出した守護者か、もしくはカイエンが魔物化したのかのどちらかだろう。

　何にしても、俺たちに付き合って下層まで行く必要がなくなったわけだ。

「愚問だぞヒロタカ」

　だが、レイチェルは呆れるように頭を振った。

「引き続き、お前たちの探索に付き合うに決まっているだろう」

「でも、一宿一飯の恩なら十分返してもらったぞ？」

「そういうことではない。どうやらわたしは、お前のことをいたく気に入ってしまったようだ」

「……えっ？」

　つい、ドキッとしてしまった。

「わたしもお前のように損得なしで動いてみたいという気分になった。それがお前たちと一緒に行く理由ではだめか？」

「そ、そんなことはないけどさ」

　こいつ、俺のマネしやがって。俺のことをお人好しみたいに言っていたけど、お前も似たようなもんじゃないか。

　手助けなんて必要ない、と言いたいところだけど、元Ｓランク冒険者の手助けを得られるのはメチャクチャありがたい。

「こちらこそ、改めてよろしく頼むよレイチェル」

「ああ、任せておけ」

　レイチェルが頷く。

　俺たちを見ているリゼも嬉しそうにニコニコと笑っていた。

「それじゃあ、とりあえずレイチェルの装備を回収して先を急ぐか。目指すは下層の宝だ」

「そうですね！」

「ああ、そうしよう」

　ワイトが灰になった場所には、杖や真っ二つに切れた魔導衣の他にレイチェルのものらしき背はい嚢のうが落ちていた。

　それを拾い上げて中身を確認するレイチェルだったが――。

「……おかしいな」

　ふと、疑問の声を上げた。

「どうした？」

「ないのだ。わたしの荷物が」

「荷物って、そのリュックじゃないのか？」

「そうなのだが、この背嚢の中に入れていた地図と下着だけが見当たらない」

「……え？」

「この墓の地図と昨晩着替えたわたしの下着だ。まぁ、両方とも必要ないとは思っていたのだが……こういう状況だからな。下着がないと少し困る」

　すっと体から血の気が引いた。

　地図とパンツ。

　すんごく身に覚えがある組み合わせ。

　ゆっくりとポケットの中に手を入れると、指先にソレが触れた。

　さらっとした肌触りのいい布生地。このダンジョンに行くきっかけにもなった、あのパンツだ。

「あの、レイチェルさん？　あなたが持っていたパンツってこれですか？」

　恐る恐るポケットから取り出してみる。

　レイチェルが雷に打たれたような、唖然とした顔をした。

「……!?　な、なぜ貴様が持っている!?　い、いつの間に盗んだ!?」

「ぬ、盗んだわけじゃない！　今朝、回収スキルで地図と一緒に回収したんだよ！」

「ちっ、地図と一緒に回収だと!?　ま、まさか貴様、回収したわたしの脱ぎたてパンツをよからぬことに使ったわけではあるまいな!?」

「つ、使ってねぇよ！　てか、脱ぎたてパンツとか言うな！」

　ただでさえ希少価値が高いのに、さらに付加価値を付けるんじゃない。美人エルフの脱ぎたてパンツだなんて、金貨10枚くらいで売れそうじゃないか。

「やめてくださいレイチェルさん！」

　リゼが「責めるならわたしを責めて！」と言わんばかりに割って入ってきた。

「ヒロタカ様は、ただならぬ覚悟を持ってその下着を所持していたのです！」

「……ただならぬ、覚悟だと？」

　さっと俺の顔から血の気が引いた。

　あ、リゼさん、ソレ以上は言わないでもらっていいですかね。

「その下着を使うことは神を冒涜する行為に近いとヒロタカ様はおっしゃっていました。だからヒロタカ様は人目にさらされないように、大切に保管していたんです！」

「た、大切に保管!?」

「そうです！　隠匿されているからこそ尊さが生まれるその下着を守るためにです！　それに、その下着が宝に繋がる鍵になるともおっしゃっていました！」

「ヒ、ヒロタカ、お前」

　俺を見るレイチェルの目は、わかりやすくドン引きしていた。

「薄々感じていたのだが、やはり変態だったのだな。パンツが宝の鍵になるわけがないだろう……」

　ド変態に変態って言われた上に、真顔で正論を叩きつけられた。

　何だろう。この傷口をナイフでグリグリとえぐられている感じ。

　でも、妖精みたいに綺麗な人から面と向かって「変態」だなんて言われると、背徳的でドキドキするな。

　これがＭの気持ちってやつなのか？

　俺もＭの扉を開いてしまったのか？

　……いやいや、そんなことよりも、今は大切なことを確認しなければならない。

「ちなみにだけど、この地図に『宝はここ』と書いたのはレイチェルなのか？」

　ポーチの中から地図を取り出してレイチェルに見せた。

「そうだ。丁度旅の資金が枯渇しそうだったのでな。宝の地図を偽造して売り払おうとしたのだ」

「ただの詐欺じゃねえか」

「しかし、偽造だとバレてしまい買い取ってもらえなかった。完璧な錬金術だと思ったのだが……どこで気づかれてしまったのか」

　心底悔しそうに唇を噛かむレイチェル。

　リゼが教えてくれたインクの濃さでバレたんだろう。しかし、バレたのによく衛兵に捕まらなかったなこいつ。

「じゃあ、この血のシミみたいなものは何なんだ？」

「それか？　酒場でご飯を食べたときに落としてしまったワインのシミだ」

「…………」

　ワインかよ。

　てか、ワインかよっ！

　２回も言っちゃったよ！

　かっこよく「志半ばで命を落とした冒険者の所有物だった」とか色々と想像しちゃった俺がバカみたいじゃないか！

　うわ～、何だか一気に宝の信憑性がなくなってきた。

「元Ｓランク冒険者が持っていた宝の地図」ならまだしも、「変態ドＭエロフが捏ねつ造ぞうした宝の地図（ワインのシミ付き）」には期待のきの字も持てない。

　ああ、何で俺の廃品回収スキルはこんなものを回収しちゃったかな。

「あ、あの」

　ちょいちょい、とリゼがシャツの端を摘んできた。

「どうしましょうか？」

　完全に岐路に立たされてしまった。

　このまま行ってもカイエンゆかりの宝なんて存在しない可能性が高い。でも、だからといってこのまま帰ったら徒労に終わるだけだ。

「とりあえず目的地に行ってみよう。小銭になりそうな宝はあるかもしれないし」

「そ、そうですね」

　またスケルトンが出てくるかもしれないし、やつらを倒して装備を剥ぎ取れば小銭くらいにはなるだろう。

　何だか目的が悲しすぎるくらい小さくなったけど、背に腹は代えられない。

「おい、ヒロタカ」

　意気消沈しつつ歩き出した俺をレイチェルが止めた。

「どさくさに紛れてわたしのパンツを持っていくな」

「あ、やっぱり気づいちゃいました？」

　サーセン、と頭を下げてレイチェルにパンツを返す。

「お前は本当に困ったやつだな。下着はそのパンツ１枚しかないのだぞ。つまり今、わたしはノーパンなのだ」

「……おい」

　しれっと、とんでもないことを言うな。

　というかお前、ずーっと肌着＆ノーパンで戦ってたのかよ。

　それ知ってたら、気が散って絶対ワイトに負けてたわ。




† † †




「あ、ヒロタカさん、リゼ様、おかえりなさい」

　カブルートの街の外れにある冒険者ギルド「白猫の宿り木」――。

　すっかり日が暮れ、もうすぐ店じまいの時間なのかローナがカウンターに置いてある台帳のようなものを片付けていた。

「今日はメチャクチャ遅かったですね」

「まぁ、色々あってな」

「あれ？　そちらのエルフさんは？」

　ローナが俺の後ろにいるレイチェルを見て首をかしげ、しばらくしてはっとした表情で俺を見た。

「エレウカの墓に宝を探しに行くって言ってましたけど、もしかして、そのエルフさんが手に入れたお宝だ～とかゲスいこと言わないですよね？　さすがにわたしも引いちゃいますよ？　エロタカさん？」

「誰がエロタカじゃ」

　喧けん嘩かを売ってるのか、この猫娘は。

　元気があれば反論したいところだけれど、生憎そんな気力もなかったのでため息だけを返した。

　そんな俺に代わって、リゼがローナに説明する。

「残念ながらエレウカの墓には何もありませんでした。墓荒らしか、他の冒険者がすでに持ち帰ったんだと思います」

　俺がいつも以上に疲れている理由はそれだった。

　あれから下層に降りてひととおり部屋を回ったのだけど、金になりそうなものは何ひとつ残っていなかった。

　手に入れたものといえば、途中で遭遇したスケルトンから回収した、小瓶の低級回復ポーションくらいだ。

　あれだけ苦労して、儲けはよくて銅貨５枚くらい。

　さらにその銅貨も、先ほどリゼやレイチェルと晩飯を食べに行ってなくなってしまった。

　別に俺が金を出す必要はなかったのかもしれないが、付き合ってくれたリゼや協力してくれたレイチェルを労らないわけにもいかないからな。

　ローナが心底残念そうに言う。

「あら～、それは無駄骨でしたね」

「ストレートに無駄骨言うな。少しは気遣ってオブラートに包めよ」

「え？　オブラートって何です？」

「……ああ、もういいよ。それで、こいつは墓で行き倒れてるところを助けた元Ｓランク冒険者のレイチェルだ」

「えっ!?　元Ｓランク冒険者!?」

　紹介した途端、ローナの目の色が変わった。

「元ってことは、やめちゃったってことですよね!?　でしたら、ここで再度ご登録をお願い……ウゲッ」

「お前はすぐ登録させようとすな」

　レイチェルに飛びかかろうとしていたローナの服の襟を捕まえる。

「だ、だって、元Ｓランクの冒険者が登録したら話題になるじゃないですか！」

「お前は相手の都合も考えろよ。レイチェルは冒険者になんて――」

「ここで登録してもかまわないぞ」

　レイチェルが俺の言葉を遮った。

　俺とローナが無言でレイチェルを見る。

「……今、何て言った？」

「この冒険者ギルドで冒険者登録をしてもいい、と言ったのだ」

「ほ、本当ですか!?」

「お前はちょっと落ち着け」

「……ムギュ！」

　ローナの頭を押さえつけてからレイチェルに尋ねる。

「お、おい、本当にいいのか？　魔王討伐の旅を続けるんじゃないのか？」

「旅は続けるつもりだ」

「だったら何でここで登録なんか」

「ふむ。簡潔に言えば、お前を魔王討伐の旅に同行させるためだな」

「……は？」

　言っている意味がわからなかった。

　俺を魔王討伐の旅に同行させたいことと、ここに登録することに何の関係があるんだ？

「墓で言っただろう。わたしはお前が気に入ったのだ。だから、魔王討伐の旅に同行してもらいたいと思っている」

「いやまぁ……そう言ってくれるのは嬉しいけど、俺には無理だ。そういうリスクを負いたくないから冒険者をはじめたわけだし」

「ああ、わかっている。そう答えると思っていたから、しばらく冒険者仲間としてお前をストーキングして、心変わりを待つことにしたのだ」

　なるほど、そういうことか。

　というか、バカ正直にストーキングとか言うな。お前も少しはオブラートに包め。

「堂々とストーカー宣言するんじゃないよ。ったく」

「はは。そんなふうに喜んでもらえるなんて、わたしも嬉しいぞ」

「この顔が喜んでいるように見えるなら医者に行け」

　この世界に眼医者がいるのか知らんけど。

「あ、あの……」

　と、俺の後ろから声がした。

　振り向くと、リゼが不安そうな顔をして俺を見ていた。

　なぜ彼女がそんな顔をしているのか、考えるまでもなかった。

　俺が黙ってレイチェルと一緒に行ってしまわないか、不安に思っているのだろう。

　俺がいなくなったら、リゼはまたパーティ探しをしなくてはならなくなる。領主の娘であることを隠しつつ、あがり症である自分を迎え入れてくれるパーティを探すのは骨が折れる作業だ。

　だから俺は、リゼを安心させるために言った。

「心配するなよリゼ。俺は心変わりなんて絶対しないから」

「ヒロタカ様……」

　リゼの顔にぱっと笑顔の花が咲いた。

　あ～、何て可愛い子なんだ。

　こんな可愛い子に慕われるなんて、幸せものだなぁ。

「というわけで、俺はカブルートを離れるつもりはないぞ、レイチェル」

「うむ。今はそれでもかまわない」

　しかし、レイチェルは折れなかった。

　どんな手を使われようとも魔王討伐の旅になんて行くつもりはない。リスクが大きすぎるし、ケンイチたちとバッタリ再会してしまう可能性もある。

　とはいえ、だ。

　レイチェルがパーティに加入するメリットは大きい。

　彼女は元Ｓランク冒険者の肩書どおりに強いし装備も一級品だ。レイチェルが加われば、依頼の回転率もぐっと上がるだろう。

　ドＭの変態ってところに目をつぶれば、これほど強力な助っ人はいない。

「念を押すけど、俺が心変わりをすることなんてない。でも、レイチェルがそれでもいいって言うなら……ぜひ、よろしく頼むよ」

「ああ。こちらこそ、よろしく」

　レイチェルが契約書代わりだと言いたげに手を差し伸べてきたので、その手を握った。さっきは不安な表情をしていたリゼも、レイチェルの加入に頬をほころばせている。

「それじゃあ……とりあえず、明日またここに集合しようか」

「そうですね。今日はもう遅いですし、レイチェルさんの登録も明日にしましょうか」

　リゼがそう言うと、カウンターの下に追いやっていたローナが、ぴょこっと顔を覗かせる。

「わかりました！　それでは登録の準備をして待ち構えていますね！」

　うん。言葉の綾っぽいけど、本当に待ち構えていそうで怖い。

「じゃあ、リゼもお疲れさん」

「はい。おやすみなさい、ヒロタカ様」

　そうして俺はリゼと別れ、２階の自室に戻ることにした。

　今日は本当に色々あった。

　熱い風呂にでも入りたいところだけど、街に大衆浴場みたいなものはあるのかな。とりあえず荷物を置いてからローナに聞いてみて――。

「…………」

　ふと、背後にピッタリとついてくる人の気配があった。嫌な予感がして振り向いてみたところ、案の定レイチェルが俺の後ろにいた。

「ん？　どうした？」

「どうしたじゃねぇよ。何で俺についてきてんだよ」

「まだ一宿一飯の恩義が遂行されていないが？」

「は？」

「忘れたのか？　カイエンの墓で話しただろう」

「ま、まさか、マジで俺の部屋に泊まるつもりなのか!?」

「……？　そのつもりだが、何か問題でもあるのか？」

　いやいや、待て待て。むしろ問題しかないだろ。

　年頃の男子の部屋に美女がひとりで泊まるなんて、ラッキースケベの香りしかしない。しかも相手はドＭの変態だし。

　まさか、夜通し大人の依頼をこなすのか!?　などと下世話なことを考えていると、どたどたと誰かが走ってくる音がした。

「だ、だ、だ、だめですよ！　レイチェルさん！」

　血相を変えて走ってきたのは、リゼだった。

「わっ、わたしだって、今朝はじめてヒロタカ様のお部屋にお邪魔したくらいなんですからっ！　絶対だめっ！」

　ツッコみたいところばっかりでどこから指摘すればいいかわからん。

　とりあえず、よく俺たちの会話が聞こえたな。

「しかし、今から別の宿を探せというのは、酷ではないか？」

「レ、レ、レイチェルさんがヒロタカ様の部屋に泊まるというのなら、わ、わ、わ、わたしも一緒に泊まります！」

　何でそうなる。意味不明な対抗心を燃やすな。

　前々から思っていたけど、時々グイグイ来るよねリゼちゃん。

　あ、もしかして、やるときはやるタイプかな？　オジサン、そういう子嫌いじゃないけどさ。

　しかし、百歩譲ってレイチェルを泊めるのはかまわないとして、リゼを泊めるのはすごくマズい気がする。

　だってリゼは、領主令嬢だし。

　このことがバレたら、領主様の怒りを買って処刑されたりしませんかね？

　そんな俺の不安を一蹴するかのごとく、レイチェルが言い放った。

「ふむ、仕方がないな。そこまで言うのなら許可しよう」

「ほ、本当ですか!?」

　いや。お前が仕切るなよ。

　２階の部屋の主は俺だぞ？

　部屋に入れば、俺が法律なんだぞ？

「それでは３人でしけ込むとしようか。フフ、３人でははじめてだ……いたっ」

「とりあえずお前は、色々誤解を生むような言い方をするな」

　つい後頭部を叩いてしまった。

　この変態エロフは本当に何なんだ。

　見てみろ。リゼが今にも爆発しちゃいそうなくらい顔を真っ赤にしているじゃないか！

　というか、そんな恥ずかしいなら無理せずに帰りなさいよ、あなたも！

　ああ、もう。何なんだよこいつらは！

「そんなに俺の部屋に泊まりたいなら勝手にしろ！　だが、覚悟しておけよ!?　俺だって男だ！　お前らが寝てる間に何か起きても知らないからな！」

「……ッ!?」

「おお！　やっとその気になってくれたかヒロタカ！　かまわない！　わたしは一向にかまわないぞ！　今すぐ裸で襲いかかってこい！」

「黙れクソ変態！」

　泣き出しそうなくらいにさらに赤面するリゼと、なぜか大興奮のレイチェル。

　言うべきことは言ったぞ。これでも部屋に来るということは、同意を得たってことでいいんだな？

　色々とイケないことやっちゃうもんね。

　むっふっふ、と妄想を膨らませつつ、いざ部屋に入る俺。




　――しかし、現実はそんなに甘くなかった。

　結局、小心者の俺は彼女たちに指一本触れることすらできず、ベッドをふたりに明け渡して寂しく床で寝ることになったのだった。










第３章　試験を受けて冒険者ランクを上げよう




　俺が働いていた会社は超ホワイト企業だった。

　残業時間が少なく、福利厚生も充実していて明確な評価制度があった。おまけに働いていた先輩や同僚もいいやつらばかりだったし、何より仕事も楽だった。

　だからこそ……というわけではないが、冒険者をはじめて力を入れたのは「働き方の工夫」だった。

　聞き込みをしたところ、一般的な冒険者は「やれるまでやって、体にガタが出たら休む」という行き当たりばったりな働き方だった。

　何て体を酷使しまくったやり方だろう。冒険者の平均引退年齢は30歳らしいのだが、実に頷ける話だ。

　なので、俺はまずルールを決めた。

　基本は４日働いて３日休む。

　この世界に曜日という概念があるのかわからないが、月曜と火曜は働いて水曜は休む。それから木曜、金曜で依頼をこなして土日は休むという具合だ。

　このサイクルが意外とよくて、週末３日休むよりずっと楽だった。

　休み明けの仕事は気持ち的に楽だし、仕事２日目も「今日を終わらせれば明日は休み」と思えるのが大きい。

　まさに、悠々自適な異世界ライフにピッタリなライフパターンと言える。

　そして今日は、休み明けの木曜日。

　気持ちも体もリフレッシュした最強の日だ。

　俺はいつものように、窓の外から聞こえてくる教会の鐘の音で目を覚ました。

　この世界には時計がないので、時間の管理はもっぱらこの教会の鐘の音でやるしかない。この鐘は「八定時課の鐘」と呼ばれていて、早朝に３回の鐘を鳴らすのだが、これで起きるのが時間的に丁度いいのだ。

「……ん？　何だか騒がしいな？」

　鐘の音を聞いてベッドからもぞもぞと這はい出したとき、下の階が騒がしいことに気づく。部屋は冒険者ギルドの２階だから、騒がしいのは１階の受付か？

　俺はいつもの冒険者の服に着替えて１階へと降りる。

「え」

　そこには、今まで見たこともない景色が広がっていた。

　いつもはまばらに冒険者がいるだけだったギルドのカウンターに、長蛇の列ができていたのだ。

　一体何が起こった。まさかローナのやつ「登録したら銀貨１枚プレゼント」なんてやりはじめたんじゃないだろうな？

「あ、ヒロタカ様っ！」

　居心地が悪そうにオロオロとしていたリゼが、銀のショートヘアを揺らしながら駆け寄ってきた。

　最近は周囲の目も気にならなくなったようで、ギルド内でフードをかぶることも少なくなった。フード姿も可愛いのだけれど、やっぱり何もかぶっていないほうがずっといい。

「おはようございます」

「おはようリゼ。ちなみに、これってどういう状況なのか、わかる？」

「ローナさんに聞いたのですが、どうやら移籍者の方々のようです」

「移籍？　このギルドに？」

「はい。他のギルドからの中、高ランクの移籍者が増えているみたいなんです」

　ありえない、と思った。

　冒険者ギルドは登録できる冒険者のランクが決まっている。依頼内容によって危険度が変わるため、ランクで棲み分けをしているのだ。

　俺が所属している「白猫の宿り木」はＥランク以上の冒険者が登録できるギルドで、受注できる依頼もＥランク……つまり、最底辺ギルド。

　そんなギルドに、どうして中、高ランクの冒険者が移籍してきているのだろう。

「妙な噂が流れているらしいぞ」

　不思議に思っていると、凛りんとした声が聞こえた。

　いつの間に現れたのか、レイチェルが俺の隣で冒険者の列を眺めていた。

　ただ立っているだけなのに、本当に絵になるなぁとレイチェルを見て思う。

　腰ほどまである黒く艷やかな髪とは対照的に、肌は雪のように白い。魔導衣を身にまとい、光り輝く杖を手にしているレイチェルは、どこか神々しさを感じるくらいに美しい。

「言っておくが、毎晩わたしがヒロタカの部屋に夜這いをかけに行こうとしてるのがバレて噂になっているというわけではないぞ？」

「……わかってるよ」

　俺はため息交じりに返した。

　口を開かなければ完璧な麗人なのに、本当にもったいない。

　というか夜な夜な俺を襲おうと考えていたのかよこのエロフ。部屋の鍵をかけといて正解だった。

　レイチェルがパーティに加入してから、色々と大変だった。

　宿がないと言うのでひと晩だけ部屋に泊まらせたが、永住するつもりだったのか勝手に自分のスペースを作りはじめたので叩き出した。

　とはいえ、そのまま放置しておくのも可哀想だったので、リゼと３人で部屋を探しに行ったのだが、レイチェルに金がないことが発覚したのだ。

　このエロフ、豪華な装備をしているくせに俺と同じ文なしだった。

　なので――行き着いたのは、俺と同じ白猫ギルドの２階。

　そう。つまりこの変態ドＭエロフは、俺の部屋のすぐ近くに住んでいるのだ。

　こんな危険人物を近くに住まわせるのは避けたいところなのだけど、俺も部屋を借りている手前、強く言うことができない。

　金がない人間に発言権がないのは、この世界でも同じなのだ。

「それで、その噂というのは？」

　レイチェルに尋ねた。

「どうやら、わたしたち３人の噂が冒険者の間で流れているようなのだ」

　レイチェル曰く、冒険者たちの中で噂になっているのは俺たちの存在らしい。

　宮廷魔術師の卵と、元Ｓランク冒険者、そして――カイエンの墓で凶悪なアンデッドを倒した「魔剣使い」が所属している冒険者ギルドがある、と。

　それを聞いた俺は、首を捻ってしまった。

　リゼとレイチェルの噂は仕方がない部分がある。

　本物の領主令嬢であるリゼは宮廷魔術師になる予定だし、レイチェルは正真正銘Ｓランクの冒険者だったのだ。

　だけど、何で俺に魔剣使いだなんて噂が流れているのか。人前でこれ見よがしに魔剣を使ったりしてないのに。

「なるほど……」

　納得した、と言いたげにリゼが頷く。

「だからいい依頼が舞い込むことを見越して移籍しようと考えているわけですね」

「え？　登録している冒険者が活躍したら、いい依頼が増えるのか？」

「そうだ」

　首をかしげる俺を見て、レイチェルが深々と頷いた。

「小さなギルドが成長する過渡期においては、掘り出し物と呼ばれる『低ランク向けで比較的楽だが報酬が高い依頼』が増える傾向にある」

「へぇ、そうなのか」

　前も「面倒事は白猫ギルドに押し付けとけ」みたいな噂が流れていたけれど、登録者の評判がよくなると、そういう依頼が増えるのか。

　その掘り出し物を狙って、移籍を繰り返す冒険者がいるわけだ。

　移籍は手数料が発生するけれど何度繰り返しても問題ないと聞くし、そういうのは「冒険者の処世術」なのかもしれない。

　しかし、そんな裏事情にも詳しいなんて、さすがは元Ｓランク冒険者だな。

　少しだけレイチェルのことを見直した俺は、ぼんやりと移籍者の列を眺める。

　早く依頼を受けたいところだけど、とりあえず行列が落ち着くのを待ってからカウンターに行くことにした。

　そして、待つこと30分ほど。

「……おはよう、ローナ」

　ようやく行列がなくなったカウンターに突っ伏しているローナに恐る恐る声をかけた。

「はひ？　エロタカさんじゃないですか？」

「…………」

　その呼び名に、つい顔をしかめてしまった。

　最近、女性ばかりパーティに加入しているもんだから「エロタカ」と呼ばれている。最初はツッコミを入れていたけど、最近は面倒なので放置している。

「大丈夫か？」

「へ、平気です。これぞ『嬉しい悲鳴』ってやつなので」

　メガネをくいっと上げ、弱々しい笑顔を浮かべるローナ。

　彼女の白い髪はボサボサで、ギルドの制服もよれてしまっている。事務手続きしかしてないはずなのに、何で取っ組み合いをやったみたいになってんだ。

　そんなローナが続ける。

「でも、成功してよかったですよ」

「成功？　何のことだ？」

「これです」

　ローナが手渡してくれたのは、１枚の紙。

　彼女が書いたのか、手書きの文字とイラストがあしらわれていた。

　文字は読めないが、冒険者っぽいキャラクターが剣を掲げて何かを叫んでいるようだ。何気に、メチャクチャ絵がうまい。

「ふむ、どうやら冒険者募集の告知のようだな」

　レイチェルが紙を覗き込んできた。

「何て書いてるのかわかる？」

「もちろんだ。『宮廷魔術師の卵と元Ｓランク冒険者、そして魔剣を自在にあやつる魔剣使いが所属する今話題のギルド、白猫の宿り木に集まれ』……」

「よし、もういいぞ」

　俺はチラシをビリビリに引き裂いた。

「ぎゃあ！　何するんですかエロタカさんっ！　睡眠時間を削った分を仕事中に居眠りして補って、必死に作り上げた大切なチラシがっ！」

「俺たちの噂の出どころは、お前だったのかっ！」

　そして、全然必死じゃねぇだろそれ！　しっかり寝てるじゃねぇか！

「てか、何を勝手に俺たちのことを宣伝に使ってんだ！」

「別にいいじゃないですか！　ほら、隠すべきところは隠しているんですから！」

　カウンターの下から新しいチラシを取り出すローナ。

　確かに、リゼが領主令嬢だというところは隠してある。

　まぁ、一番公表したらマズいところはそこだからな。

「だけど、俺の『魔剣使い』はマズいだろ」

　例の３人の魔剣契約者の噂が出回っているわけだし、妙なトラブルに巻き込まれる可能性がある。

「多少のリスクは受け止めてください」

「お前が偉そうに言うな」
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　再びチラシをぶんどって破いてやった。

「にゃおっ!?　だから、やめてくださいってば！　この宣伝の恩恵はエロタカさんにもあるんですよっ!?」

「恩恵だって？」

「そうですよ！　ウチに冒険者の移籍者が増えているので、ギルドのランクがひとつ上がりそうなんですよ！」

「……え、マジで？」

　それは確かに大きな恩恵だ。

　ギルドのランクがＥからＤに上がれば、受けられる依頼のランクもＤに上がる。

　依頼はＤランクから本格的に魔物の討伐依頼が増えてくると聞く。つまり、報酬金が増えるということだ。

　もちろん危険度は上がるけれど、魔剣とレイチェルの魔術があれば余裕でクリアできるレベルなので気にする必要はない。

　とはいえ、俺たちのランクはＥなので受けることはできないけど。

　ローナが感慨深そうに言う。

「父が残したこのギルドもついにＤランク……父もきっと喜んでいるはずです」

「ロ、ローナ……」

　涙を浮かべるローナに、つい胸を打たれてしまった。

　父親が残したということは死別してしまったのだろうか。いい加減な性格のローナも、裏で苦労していたんだな。

「あ、ちなみにわたしの父は女の尻を追いかけてふらっといなくなってしまっただけですので、あしからず」

「感動していた無駄な時間を返せ」

　全然悲劇でも何でもねぇ。しかも、女の尻を追いかけていなくなったって何だよ。娘も娘なら、親も親だな、おい。

　そんなお座なり猫娘が、とあることを提案してきた。

「ところでエロタカさん、そろそろ冒険者試験を受けてみたらどうです？」

「冒険者……試験？」

「そうです。冒険者のランクを上げるための試験ですよ。ウチがＤに上がるので、エロタカさんたちもＤに上がっておいたほうがいいんじゃないですか？」

「そういえば試験で冒険者ランクを上げられるって言ってたな」

　すっかり忘れてしまっていたけど。

「エロタカさんたちは実績も経験もありますし、試験を受ける資格は十分あると思います。でも、全員が試験に合格する必要がありますけど」

　パーティを組んで依頼を受けている俺たちは、全員がランクを上げる必要がある。パーティはメンバーの最低ランクに合わせた依頼しか受けることができないのだ。

　つまり、パーティにＡ、Ａ、Ｃのランクのメンバーがいる場合、受けられるのはＣまでの依頼のみ。

　受けられる依頼をボトムランクに合わせているのは、パーティの実力以上の依頼を受けさせないようにするためだ。実力以上の依頼を受ければ失敗する確率が高くなり、ギルドはもとより、冒険者協会の評価を落とすことになる。

「……しかし、試験かぁ」

　ぼやくようにひとりごちてしまった。

　受けられるなら受けたほうがいいとは思う。

　だけど、他のメンバーが興味ないと言うなら無理をして受けなくてもいい気がする。廃品回収スキルでの臨時収入もあるし、今のままでも生活はできている。

　とりあえずリゼたちに聞いてみるか。

「リゼたちはどうしたい？」

「わたしは受けたいです。先生にも次の冒険者試験を受けるようにと言われていますので……」

「そうか。レイチェルは？」

「わたしはどちらでもいいぞ。冒険者ランクに執着はないが、ランクアップがヒロタカたちの助けになるなら、そうしよう」

「……ふむ」

　何だか、あっさり承諾されてしまった。

　リゼは授業の一環で冒険者をやっていると言っていたのでランクには興味がないと思っていたけど、逆に授業のために上げる必要があったんだな。

　てことは、試験は受けたほうがいいか。

「それで、試験はどうします？」

　ローナが尋ねてきた。俺は少し考えて首を縦に振った。

「受けることにするよ。次の試験っていつくらいにあるんだ？」

「半年に１回開催されているのですが、一番近い試験だと確か来月にあったような……あ、やっぱりそうですね」

　ローナがカウンターの下から冊子のようなものを取り出して俺に見せる。だが、文字が読めないので何と書いてあるのか全然わからない。

「……ちょっと待てよ」

　と、その冊子を見て嫌な予感が脳裏をよぎった。

　まさか「筆記試験」とかないよな？

　この世界は識字率がそこまで高くなさそうなのでないとは思うけど、筆記試験があったら完全にアウトだ。

「ちなみに、試験ってどんなことをやるんだ？」

「内容ですか？　ギルドのルールに関する質疑応答と実地試験ですよ」

「てことは、筆記試験はなしか」

「あ、そういえばエロタカさんは文字の読み書きができないんでしたね。でも、安心していいですよ。Ｄランク試験は低学歴で底辺冒険者のエロタカさんでも合格できるくらい簡単ですから」

「うん、ひと言多い」

　低学歴って言うな。これでも一応、大学は卒業しているんだ。

　俺が試験にビビっていると思ったのか、レイチェルがフォローしてきた。

「ローナの言うとおり不安に思う必要はないぞ。冒険者試験は人間ではない他種族でも問題なくクリアできるレベルのものだからな。質疑応答もＤランクは基礎的なルールを聞かれるだけだ」

「なるほど……」

　何だかローナの言葉よりも説得力がある。さすが元Ｓランク冒険者。

「そういえば、レイチェルが冒険者になったのって、どれくらい前なんだ？」

「わたしか？　確か15年ほど前だな。エルフの里を出て人間社会での生活をはじめたばかりの頃だ」

「結構前だな。冒険者のルールを忘れたりしてないか？」

「心配には及ばない。15年などエルフにとってはつい最近のことだからな」

「でもレイチェルさん、登録手続きのときに転写魔導具の使い方、忘れてましたよね？」

　ローナのひと言でレイチェルが固まった。

　転写魔導具とは、登録の際に手を乗せて所持スキルや魔術系統の情報を読み取るアレだ。確かにレイチェルはアレの使い方を完全に忘れていた。

　何だか嫌な予感がする。

「レイチェル、ちょっと質問してもいいか？」

「ああ、かまわないぞ」

「Ｓ、Ｅ、Ｅランクの冒険者が所属しているパーティで受けることができる依頼のランクはいくつまでだ？」

「ふん。実にバカバカしい質問だな」

　レイチェルが鼻で笑う。

「考えるまでもない」

「…………」

「わたしは元Ｓランク冒険者だぞ？」

「…………」

「それにわたしは四大元素すべての魔術と、神聖系統や死霊系の魔術を使える天才で――」

「御託はいいから、早く答えろよ」

「Ｓだ」

　即答するレイチェル。

　大間違いである。

「……い、Ｅですよ、レイチェルさん」

「なっ!?」

　ぼそっと囁くリゼの言葉を聞いて、レイチェルがギョッと目を見張った。

「クソッ！　15年前と仕組みが変わってしまっていたかっ！　わたしもさすがにそこまでは読めなかったっ！」

「……え？　冒険者協会ができてから、ずっと変わってないはずですけど？」

　ローナに止めを刺されたレイチェルは黙り込んでしまった。

　気まずい沈黙が流れる。

　いや、薄々そうじゃないかとは思っていましたけどね。

「……あのさリゼ」

「は、はい？」

「悪いんだけど、しばらくレイチェルに冒険者の基礎知識を教えてやってくれないかな？　あと、一応俺にも」

　多分、大丈夫だと思うが、おさらいしておいたほうがいいかもしれない。

「わ、わかりました」

　リゼもこのままだとヤバいと思ったのか、躊ちゅう躇ちょすることなく頷いてくれた。

「それでは、依頼が終わったあとで一緒に勉強することにしましょうか」

「悪いな。本当に助かるよ」

「いえいえ。わたしのおさらいにもなりますし」

「感謝するぞリゼ。ぜひヒロタカを助けてやってくれ」

「一番試験に落ちそうなやつが一番偉そうにするな」

　そうして俺とレイチェルは、冒険者試験に向けてリゼから基礎知識を叩き込まれることになったのだった。
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　試験を受けることに決めてから１ヶ月後。

　いよいよ冒険者試験の日がやってきた。

　この１ヶ月は本当に大変だった。

　金を稼がないといけないので週４日の依頼をこなしつつ、平日は夕方から夜までギルド２階の空き部屋を借りて勉強会を開いた。

　最初はリゼの知識を借りてギルドのルールのおさらいをしていたが、さすがに限界があったので、資料をローナから借りることにした。

　何でも、ギルドスタッフ向けの教育マニュアルなるものが冒険者協会から送られているらしい。そんなものがあるなら、最初から見せてくれればいいのにと思ったが、どうやら部外秘の資料だという。

　ローナも最初はごねていたが、俺たちを無断で宣伝に使った件を出した瞬間、首を縦に振ってくれた。俺たちが試験に合格したらまた宣伝に使うだろうし、これぞウィンウィンな関係というやつだ。

「ああ、疲れた……っ」

　冒険者試験の会場になっていたギルド「ひとつ目熊の寝床」の２階から降りてきた俺は、大きく背伸びをした。

　１階は冒険者でごった返していた。

　ここには前に来たことがあったけれど、あのときより冒険者の数が多い。

　多分、ほとんどが試験を受けに来た冒険者だ。ここで質疑応答試験の合否の発表を待っているのだろう。

　冒険者試験は、丸一日をかけて行うらしい。

　まず朝から昼までここで質疑応答試験をやって、それに合格した者は午後からの実地試験に挑むのだという。

「……あっ、お疲れさまです」

　こちらに小走りで近づいてくる少女が見えた。

　一緒に試験を受けているリゼだ。その後ろにレイチェルもいる。どうやら先に試験が終わっていたらしい。

「試験はいかがでした？」

「うん、多分、問題なくクリアできたと思う」

「本当ですか!?　よかった……」

　ほっと胸を撫でおろすリゼ。

　実際のところ内容は簡単だったし、そんなに心配することでもない気がするけど、リゼは心配性なんだな。

「それで、リゼたちはどうだった？」

「わたしは大丈夫だと思うのですが、レイチェルさんが……」

「え？　まさかだめだったのか？」

「というわけではないのですが、レイチェルさんの自己採点的にはギリギリ大丈夫だとおっしゃっていて……」

「ああ～、なるほどな」

　その不安は痛いほどわかる。レイチェルのギリギリ大丈夫は、ガッツリアウト感が半端ない。

　レイチェルをちらりと見たら、視線に気づいたのか、にこやかにサムズアップした。それが余計に不安を増幅させるのはなぜだろう。

「レイチェル。一応、答え合わせしてみないか？」

「かまわないぞ」

　自信満々にレイチェルが答える。

「登録している冒険者ギルドを変更する場合に必要な手続きは？」

「冒険者協会の会員証、協会から発行されるランク証明書、登録していたギルドの登録解除証明書。あとは、移籍手数料の銅貨３枚だな」

「おおっ、正解だ」

「ふふ、だから大丈夫だと言っただろう」

　レイチェルが得意気に笑う。

　見くびっていたけれど、大丈夫そうだな。

「あ、あの」

　だが、リゼが恐る恐る言葉を挟んできた。

「移籍手数料は銅貨３枚ではなく、１枚です」

「えっ？」

　俺とレイチェルが同時にリゼの顔を見る。

　まさか、冗談だろ。レイチェルはまだしも、俺まで落ちちゃうとかないよね？

「お待たせしました。それでは試験通過者をお呼びします」

　試験会場になっていたギルドの２階から降りてきたスタッフの女性が、受付カウンターに立った。

「まず、Ｄランク試験を受けられました、ヒロタカ様、リゼ様、レイチェル様」

　名前を呼ばれ、顔を見合わせる俺たち。

「呼ばれたってことは、合格ってことかな？」

「どうでしょう。とりあえず行ってみましょう」

　リゼに促され、俺たちはカウンターへと向かう。

　自分の心臓の鼓動がはっきりとわかる。さっきまで余裕で一次試験は合格だと思ってたけど、ドキドキ感が半端ない。

「おめでとうございます。質疑応答試験は合格です」

「……よっしゃ！」

　スタッフの女性に言われた瞬間、ガッツポーズを作ってしまった。

「では、引き続き午後から実地試験を行います。詳しくはこちらの依頼書をご確認ください」

　女性から１枚の見慣れた紙が手渡された。

　ギルドの掲示板に貼られている依頼書だ。

　実地試験は依頼形式っぽい。例のごとく俺には読めないが。

「悪いリゼ。内容を確認してくれないか？」

「……あ、そうですね。ええと、試験内容は『運送依頼』ですね」

　彼女が言うには、試験は「回復ポーション５個」をノモラスの森に運ぶ「運送」の依頼らしい。

　しかし、ただポーションを運べばいいというわけではない。運送以外に２つの要件をクリアする必要があるようだ。

　ひとつ目は、ノモラスの森でジャイアントラットを３匹討伐すること。そして２つ目が、ノモラスの森でポーションの錬金に必要なハーブの「フェヌグリーク」と「ベルトラム」を採取することだ。

「依頼内容としては簡単だな」

　ジャイアントラットは相手にならないし、ハーブの採取も楽勝だろう。

　ノモラスの森っていうのがどこにあるのかわからないけど。

「このノモラスの森というのはどこにあるのだ？」

　カブルート周辺の地理に疎いレイチェルが尋ねてきた。

　俺もよくわからなかったので、リゼに視線で返答を求める。

「ノモラスの森はここから北に少し歩いたところにある森ですね。……あ、ほら、わたしがヒロタカ様に助けていただいた森ですよ」

「……ああ、あの森か」

　あの森に名前があったなんてはじめて知った。

　リゼを助けたのは３ヶ月ほど前だけど、何だか随分と昔のように感じる。

　ふむ、とレイチェルが頷いた。

「リゼがトロルに襲われていたという森だな。トロルがよく出没するのか？」

「あとで先生に聞いたのですが、ここ最近、あの森でトロルと遭遇する事件が頻発しているみたいです。注意が必要かもしれませんね」

　ハーブを収集するとなると、長い時間あの森に滞在することになる。注意すべきはジャイアントラットよりも、トロルのほうかもしれない。

「一応、保管してある予備のポーションを持っていくか」

「そうですね。念のためあったほうがいいかもしれません」

　予備というのは、俺の部屋に保管してある廃品回収スキルで回収したポーションのことだ。

　朝の回収スキルタイムでたまに出てくるポーションのほとんどは売り払ったが、一部はいざというときのために残してあるのだ。

　回復魔術が使えるリゼがいるのでポーションを使うことはないだろうけど、念には念を、だ。

　レイチェルが意気揚々と言う。

「よし、それではヒロタカの部屋にお邪魔してから出発するとしよう」

「お前は部屋にお邪魔しなくていい」

「なっ!?」

　愕がく然ぜんとするレイチェル。

　いやいや、「なっ!?」じゃねぇよ。

　またリゼが対抗意識を燃やして面倒なことになるだろ。そもそも、何でそんなに俺の部屋に上がりたがるんだよ。

　お前は街の入り口で待っとけ。

　というわけで、リゼとふたりでポーションを回収してからレイチェルと合流し、俺たちは第２の試験会場に向けて出発したのだった。
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　この森に来るのは何度目になるだろう。

　カブルートの北に広がるここが「ノモラスの森」という名前なのを知ったのはさっきだが、北部地域に行くためには必ず通らなくてはならない場所だ。北部の村や街に手紙の配達をしに行くことが多い俺たちは、毎日のようにここを通っている。

　この森にはジャイアントラットが多く生息しているため、一般人は通ることすら躊躇する危険な場所らしい。どうしてもここを通らなくてはいけない場合は、魔物に襲われないことを神に祈るか、金で傭兵を雇っているのだとか。

　なので、いつもは静かで不気味な空気が流れているのだが――今日ばかりは違っていた。

「な、何だこりゃ」

　至るところに見えるのは、屈強な男たちの姿。

　試験を受けに来ている冒険者だ。

　ここで試験を受けているのは、比較的ランクが低い冒険者だと言っていたけど、明らかに強そうなやつらばかりに見える。

「質疑応答試験のときから思ってましたけど、何だか受験者が多いですよね」

　リゼがぼやくように言った。

　掘り出し物依頼を求めて白猫ギルドに移籍者が増えていたけど、受験者が多いのも同じ理由だろうか。

「魔王の影響なのかもしれんな」

　そう言ったのは、レイチェルだった。

「３人の魔王が現れたという噂の影響で、高ランクギルドに魔物の討伐依頼が大量発注されているらしい。だから多くの冒険者がランクを上げようと躍起になっているのかもしれんな」

「……？　何で魔王が出てきたら魔物の討伐依頼が増えるんだ？」

「簡潔に言えば治安維持だ。１００年前のような魔王との戦争が起きれば、多くの人員をそちらに割く必要が出てくるからな」

　なるほど。魔物の討伐にまで手が回せなくなるから、今のうちに狩っておこうというわけだ。

　魔王のせいで情勢は不安定だが、冒険者にとっては稼ぎ時。だからランクを上げようと試験を受ける冒険者も増えている。

　可能性としてはありそうだ。

「だが、よかったのかもしれんな。これだけ冒険者がいればトロルに襲われる心配もなさそうだ」

「確かにそうだな」

　現れても、あっという間に討伐されるだろう。念入りに準備をしてきたのは無駄になるけれど、戦闘が避けられるのならそれに越したことはない。

　逆に心配すべきは、試験対象であるジャイアントラットが狩り尽くされることかもしれないな。

　ハーブよりも先にジャイアントラットを探すべきか。

　それとも、ハーブを先に確保するべきか。

　ううむ、どっちを優先させよう。ここは二手に分かれて、リゼとレイチェルにハーブを探してもらって俺がジャイアントラットを――。

「……あれ？」

　と、頭の中で作戦を練っていたとき、聞き覚えのある男の声が流れてきた。

　振り向いた俺の目に映ったのは、ここにいるはずがない男の姿だった。

「もしかして……そこにいるのは、ヒロタカくんじゃないかい？」

　その男はキザったらしく前髪をかき上げながら、妙に鼻につく爽やかな笑顔を覗かせる。

「ああ、やっぱりそうだ。キミのその顔は忘れもしないよ。無能くん」

「お、お前は」

　俺は二度と会いたくもなかったその男を睨みつける。

　そこにいたのは、数ヶ月前に俺をパーティから追放した、俺と同じ日本人の転移者――ケンイチだった。
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　ケンイチは俺と一緒にこの世界に転移させられた７人のひとりで、魔王討伐パーティのリーダーを務めていた男だ。

　チート能力で魔物を狩って「魔王を倒す勇者」を名乗っていたけれど、実際は魔王討伐そっちのけで、勇者の笠を着て集めた金で豪遊する日々を送っていた。

　そして、その金が心許なくなってパーティのお荷物だった俺を追放した。

　まぁ、いつかはパーティを離れなきゃと思っていたので追放の件はどうでもいいのだけれど、嫌なやつだったので、できればもう会いたくなかったのだが。

「……へぇ？　キミって僕のパーティを抜けてから、冒険者になっていたんだ？　キミみたいな無能でもできるなんて、冒険者ってのは楽な仕事なんだね」

　ケンイチが嫌味ったらしく笑う。

　相変わらずの性格だなと思ったが、ふと、以前と変わっているところがあることに気づいた。

　メンテナンスをしていないのか、トレードマークとも言える白の胸当てがボロボロになっている。

　それに、ケンイチと一緒にいるのは、彼と特に仲がよかったふたりの女だけ。

　残りの３人はどこに行ったんだろう。

　まぁ、俺には関係のない話だけど。

「元気そうだなケンイチ。できればもう会いたくないって思ってたんだけどな」

「……それはこっちのセリフよ」

　ケンイチの隣にいる女が、キッと俺を睨んだ。

「助けてやった恩を仇あだで返すマネなんかして、ホント最低なやつ！」

「そうよ！　さっさと野垂れ死ねばよかったのに！」

　辛辣な言葉を投げつけてくるふたりの女。

　何だか認識にズレがあるのは、ケンイチにウソを吹き込まれたからだろう。多分、「ヒロタカが勝手にパーティを抜けた」なんて説明をされたのかもしれない。

　弁明しようかと思ったが、彼女たちのキツい言葉は甘んじて受けようと思った。

　あのときに追放されていなくても、近いうちにパーティを離れようと思っていたのは事実なのだ。

「あ、あの、彼らは？」

　彼女たちの剣幕に気け圧おされたのか、恐る恐るリゼが尋ねてきた。

「前にちょっとパーティを組んでいてね」

「ヒロタカ様のお知り合い、ですか？」

「顔見知りだけど、あまり関わりたくないタイプの人間だな」

　ケンイチには感謝しているけど、尊敬できるような人間じゃない。トラブルを避けるためにも関わらないほうがいい。

「というか、何でケンイチたちがこんなところにいるんだ？　伝説の勇者様が来るような場所じゃないと思うんだけど？」

「ピーピーうるさいな。キミに言われるまでもなく用事が済んだら帰るさ」

「……用事？」

「噂を色々と耳にしていてね。ぜひ声をかけたいと思って、こんなところまでわざわざ会いに来たってわけさ」

　噂って、まさかローナが宣伝していたアレじゃないよな。こいつ、今更俺にパーティに戻ってこいだなんて言うつもりなのか？

「残念だけど、お前のパーティに戻る気なんてさらさらないぞ？」

「……は？　おいおい、何を勘違いしているのか知らないけど、うぬぼれが過ぎないかい？　キミの噂なんて知らないよ。僕が聞いた噂は……そっちのお嬢さんのことさ」

　ケンイチがリゼを見てウインクした。

「……え？　え？　わ、わたし？」

「そうです。あなたは領主ベイル様のご令嬢、リゼ・モンターニュ様ですよね？」

「……っ!?　ど、どど、どこでそのことを!?」

　リゼが領主令嬢であることは公にはしていない。ローナが宣伝に使っているのも「領主の娘」じゃなくて「宮廷魔術師の卵」のほうだ。

「僕の情報収集能力を甘く見ないでください。何せ僕は、魔王を討伐する天命を授かった勇者なんですから」

「魔王……討伐？」

　その言葉に反応したのはレイチェルだ。

「お前も魔王討伐の旅をしているのか？」

「おやおや、無能くんにはもったいなさすぎるくらいに美しい女性がいらっしゃいますね？」

　うざったらしい微笑みを浮かべるケンイチ。

　どうやらこいつの「女好きセンサー」が作動したらしい。

「こんにちは。僕の名前はケンイチです。あなたの名前をお伺いしても？」

「わたしの名前か？　レイチェルだが？」

「レイチェル。うん、実にいい名前ですね。あなたの美しい姿にピッタリだ。もしかすると、僕はあなたに出会うためにこの世界に来たのかもしれませんね……」

　ケンイチは苦慮するような重苦しいため息を添えて続ける。

「美男美女が惹かれ合うのは必然です。そう、僕とあなたみたいな、ね？」

　おいおい。おいおいおいおいおい。

　何だか背中がぞわぞわするんですけど！

　よくそんなクサいセリフをドヤ顔で言えるなケンイチくん。さすがの俺も、むず痒がゆすぎて鳥肌が立ってしまったぞ。

「……お、おいヒロタカ」

　レイチェルがそっと耳打ちしてくる。

「こいつの話を聞いていると寒気がするのだが、もしかして暗黒系統の精神破壊魔術の使い手なのか？」

「……そうなのかもしれない」

　俺のラッキースタースキルみたいに隠しスキルを習得していた可能性はある。だってメチャクチャ精神ダメージがキツいもん。

「や、やはりそうか……っ」

　俺の話を真に受けたレイチェルが、杖をギュッと握りしめる。

「人間で暗黒系統の魔術を使えるとは、魔剣と契約した魔王の可能性があるな。よし、とりあえず挨拶代わりに元素魔術をぶっ放しておくか」

「とりあえずで物騒なことをしようとするな」

　あいつにぶっ放すのは、辛辣な言葉だけにしとけ。

「あ、あの……」

　くだらないことを言い合っている俺らをよそに、リゼがケンイチに尋ねる。

「そ、それで、ケンイチさん……でしたよね？　わ、わたしに何か御用があるのでしょうか？」

「はい。今すぐヒロタカくんのパーティを離れて、僕のところへ来てください」

「……え？」

「そのような何の取り柄もない無能な男と一緒にいるとお父様が嘆かれます。魔術師のエリートである宮廷魔術師になられるリゼ様の隣に立つべきは、僕のような有能な人間であるべきです」

　ああ、そういうことか。

　その言葉で、ようやくケンイチがここに来た目的が理解できた。

　どこでリゼの噂を聞きつけたのか知らないけど、彼女を仲間に引き入れて領主様に取り入り、資金援助を受けるつもりなのだ。

　俺を追放したときに「支援金が心もとなくなっている」と言っていたので、結構切羽詰まっているのかもしれない。

　衣服や装備に金を回す余裕がなくなっているのがその証拠だろう。

「ヒロタカが無能だと？」

　レイチェルが鼻で笑った。

「お前の目は節穴か？　この男はひとりで凶悪な魔物を倒せるほどの強者だぞ？　それに、わたしやリゼが隣で寝ていても手を出すどころか、触れることさえしなかった真の紳士でもある」

「…………」

　ちょっとやめてもらっていいですかね、レイチェルさん。

　前半はまだしも後半のそれは「触れなかった」じゃなくて「触れることができなかった」の間違いです。

　そういう人は紳士ではなく、根性なしって言うんですよ。

「もっ、申し訳……ありません」

　今度はリゼが口を開く。

「あなたがどこのどなたか存じ上げませんが、ヒ、ヒロタカ様を侮辱するような方とご一緒するつもりなどありません！」

　レイチェルに続いて、リゼにどんな屈辱的なことを言われるのかとヒヤヒヤしてしまったが、彼女の口から放たれたのはそんな冷たいものではなかった。

「ヒ、ヒロタカ様は、む、無能なんかではありません！　この森で危険な魔物からわたしを助けてくれた、つ、強くて優しい方です！」

「リ、リゼ……」

　思わず涙ぐんでしまう俺。

　リゼはやっぱりいい子だなぁ。あがり症のはずなのに、こんなに必死に頑張って主張してくれるなんて。

「……ああ、可哀想なリゼ様だ」

　だが、ケンイチは意にも介さず続ける。

「リゼ様もレイチェルさんも、その男に騙されているんです。その男は、無能であることを隠して、あなたたちに寄生して生きようとしている最低の人間なんです。でも安心してください。すぐに僕があなたたちを解放してあげますから」

「おい、ケンイチとやら」

　ケンイチのクサいセリフを遮って、レイチェルが前に出る。

「とりあえずその精神破壊の魔術をやめろ。話はそれからだ」

「……精神破壊？」

「さっきから使っているだろう？　お前の話を聞いていると背筋が寒くなる」

「な……ッ!?」

　愕然とするケンイチを見て、心の中でガッツポーズする俺。

　よく言ったぞレイチェル！　グッジョブだ！

「ちょ、ちょっとケンイチくん！」

　さすがに雲行きが怪しいことに気づいたのか、ケンイチの取り巻きたちが割って入ってきた。

「一体どういうことよ!?　あなたに任せれば領主の娘を仲間に引き入れられるっていうから、こんなところまで戻ってきたのに！」

「そうよ！　あいつを仲間にできなかったら、お金がヤバいのわかってる!?」

　やっぱりそういうことらしい。

　というか、金だけじゃなくて権威まで失ってないか？

　金の切れ目が縁の切れ目って聞くけど、ここまであからさまなのを見せられると、ちょっとケンイチが可哀想になってくる。

「言われなくてもわかってるよ。キミたちはちょっと黙っててもらえるかい？」

　女たちを手で制してから、ケンイチはふふんと余裕の笑みを浮かべる。

「実によくわかりましたよ、リゼ様。あなたは知りたいのですね？　僕があなたにふさわしい男なのかどうかを」

「……はい？」

　いやいや、何でそうなる。

　さっきからＮＯを突きつけられているんだから、素直に諦めろよ。

「いいでしょう。見せてあげますよ！　僕の勇者としての力を……そこの無能くんを使ってね！」

「……ッ!?」

　いきなりケンイチが剣を抜き、俺に斬りかかってきた。

　突然の出来事で反応が遅れてしまったが、間一髪、後ろに飛び退いて彼の剣をかわす。

「テ、テメェ……ッ」

　マジで危なかった。咄嗟に体が動いてくれたのは、これまで冒険者の依頼で魔物と戦ってきたおかげか。

「ヒロタカ様!?　大丈夫ですか!?」

「ああ、平気だ！　とりあえず、リゼたちは離れていろ！」

　正直なところ、リゼとレイチェルにサポートしてほしいけれど、彼女たちが参戦すれば向こうも３人がかりで来ることになる。

　そうなったら、さすがに他の冒険者が止めに来る。

　ケンイチが冒険者登録しているとは思えないので、こいつらと喧嘩してもお咎とがめはないだろうが、試験どころではなくなってしまう。

　ここまできて、試験を受けずに落ちるなんて嫌すぎる。

　となれば、この問題は俺ひとりで解決すべきか。

「よかったね無能くん。ようやくこの世界に来た意味を見出せたじゃないか」

　ケンイチが悠然と俺に近づいてくる。

「キミは僕の力をリゼ様に見せつけるための『踏み台』になるためにこの世界に来たんだ。つまり、ここがキミの晴れ舞台ってやつさ。ああ、あのお荷物だったキミが、ようやく僕の役に立ってくれるんだね」

「ふざけるな。俺はお前の踏み台になんてなるつもりはない」

「キミに発言権を与えた覚えはないよ。踏み台は黙って僕に殺されればいい」

　ケンイチの口の端が、不気味にきゅっと吊つり上がった。

　その表情は、世界を救う勇者のものとは思えない。

　しかし、いきなり斬りかかってくるなんて正気かこいつ。数ヶ月前までは普通の大学生だったくせに、すっかり変わっちまったな。

　――だが、変わったのはお前だけじゃない。

　俺は腰に下げた魔剣オソロの柄を握り、ステータス画面を開いた。





　魔剣オソロ

　レベル：15

　攻撃力：１２８０（＋６４０）

　スキルスロット１：物理攻撃力アップ

　形状：ロングソード

　契約者：ギーゼラ






　この勝負に勝つには、ケンイチから戦闘能力を奪うのがベストだろう。つまり、ケンイチの剣をへし折ってしまうのが手っ取り早い。

　となると、一撃の攻撃力がデカくなる「物理攻撃力アップ」が最適だ。

「……行くぞ、ケンイチ！」

　魔剣オソロを抜き、ケンイチへと斬りかかる。

　ケンイチは剣を地面と水平にしてこちらの斬撃を受け止める構えを見せた。

　チャンスだ。この一撃で剣をへし折ってやる。

　俺は振り上げたオソロを思いっきりケンイチの剣へと振り下ろした。

　だが――。

「……え？」

　金属がかち合う音とともに、俺の両手に鈍い衝撃が走る。

　信じられないことに、ケンイチは魔剣オソロの一撃を受け止めていた。

「甘いよ、無能くんっ！」

「……くっ!?」

　俺は反撃に転じてきたケンイチの剣を間一髪受け止めて距離を取る。

「ふふふ……いいよ、実にいい。僕の力を見せつけるためにそうやってピエロみたいに踊ってくれよ」

　ケンイチが再び余裕の表情を浮かべる。

　相変わらずムカつくやつだが、ここで一気に勝負を仕掛けてこないのはありがたい。おかげで冷静に分析する時間が作れる。

　しかし、一体どういうことだ？

　カイエンの墓でスケルトンと対たい峙じしたときは、簡単にロングソードごと叩き斬ることができた。

　勢い余ってケンイチの体を斬りつけないように距離を調整したのだけれど、それが裏目に出たのか？

　いや、そうだとしても、オソロの一撃を受け止めるなんて不可能だ。

　防御力を高める魔術か、スキルでも使ってない限り――。

「……スキル？」

　俺はそのことを思い出す。

　そうだ。こいつはチート級のスキルを持っていたんだった。

　前にケンイチにステータス画面を見せてもらったことがあった。そのときに見たのが確か「インビンシブルブロック」というスキル名。

　能力は――。

「30秒間、すべての物理攻撃を無効化する」

　いわば、無敵になるスキルだ。その能力だけでもヤバいのだが、こいつのスキルは再発動時間もヤバい。

　ふざけたことに、リキャストが30秒しかないのだ。

　つまり、永久に発動し続けられるわけだ。

　マジでチートすぎる。姿なき声のやつ、絶対スキル設定間違えてんだろ。

「……あいつを責めたところで状況は変わらないけどさ」

　小さく深呼吸をして、心を落ち着かせる。

　さて、どうするか。

　あのスキルがある限り、どんなに攻撃力が高くても意味はない。となれば、突破口になるのは魔術なんだけど、生憎、俺に魔術は使えない。

　オソロに魔術が使えるようになるスキルがあればよかったのだけれど、覚えているのは――。

「……あ」

　と、俺の脳裏に浮かんだのはとあるスキルの存在だった。

　ひとつだけケンイチのスキルに対抗できる手段があった。実際に使ったことはないが、アレを使えばケンイチに勝てるかもしれない。

「いい顔だね、無能くん」

　ムカつく撫で声で、はっと我に返った。

「改めて僕の力を目の当たりにして、絶望してるってところかな？　ふふ、その表情は僕の力をリゼ様に見せつけるための、いいスパイスになりそうだ」

　実にクサいセリフを吐くケンイチ。

　俺はそんなキザ野郎を睨みつける。

「……ああ、お前が言うとおり、リゼに見せつけないといけないな」

　そして、素早くステータス画面を開いて、スキル項目を開く。

「あいつが思ってくれているとおり、俺は無能なんかじゃないってことをな！」

　物理攻撃力アップスキルを変更。

　変更先は――これだ。

「いくぞケンイチ！」

「何度来ても同じだよ！　キミは絶対僕には勝てない！」

「やってみなきゃ、わかんねぇだろ！」

「同じさ！　僕にこのスキルがある限りね！」

　俺が走り出した瞬間、ケンイチの体が青白く光った。インビンシブルブロックが発動した証拠だ。

　俺はかまわず、オソロを振り下ろす。

　だが、インビンシブルブロックで無敵化したケンイチが難なく剣で受け止めた。

「あはは、キミは本当に無能だね！」

　ケンイチの反撃。オソロで防御。

　今度は距離を取らない。

　15秒。

　俺は再びオソロを振り下ろす。

　ケンイチがそれを剣で防ぐ。

　20秒。

「本当に無駄なことが好きなんだね、キミは」

　ケンイチが「面倒だから好きに斬ってみろ」と言いたげに、両手を広げた。

　じゃあ、お望みどおりに。

　まっすぐにオソロを構えて、勢いよく突く。

　その切っ先がケンイチの胸当てに当たるが、傷ひとつつけることができない。

　30秒。

　インビンシブルブロックの効果が消えた。

　――よし、今だ。

「ここからが勝負だ！」

「無駄だよ、無駄っ！　僕のスキルに弱点なんてないんだから……ッ!?」

　ケンイチの表情が歪んだ。ようやく異変に気づいたらしい。

「ど、どうしてインビンシブルブロックが発動しないッ!?」

「残念だけど、俺が封じさせてもらったよ！」

「な、何だって!?」

　俺が使ったのは、カイエンの墓で倒したワイトから回収したスキル「マナブレイク」だ。

　マナブレイクは魔術の発動に使うマナへのダメージだけじゃなく、スキルのリキャストを10％アップさせる効果もある。

　つまり、攻撃を当てれば当てるだけスキルリキャストが伸びていくということ。

　３回剣を叩き込んだから、合計９秒の延長だ。

「余裕をかましてるから、そうなるんだよっ！」

「……ッ!?」

　魔剣オソロを振りかぶり、思いっきりケンイチの剣に叩きつける。

　今までとは違う衝撃が両手に走った。

　次の瞬間――ケンイチの剣が真っ二つに折れ、空中を舞っていた。

「う、ぐっ……」

　その衝撃でケンイチが膝から崩れ落ちた。俺はすかさず、彼の首元にオソロの切っ先を突きつける。

「俺の勝ちだな、ケンイチ」

「ふ、ふざけるな……ッ！　ぼ、僕は負けてなんかいない……ッ！」

「誰がどう見ても俺の勝ちだろ。このままグッサリ刺されなきゃわからないのか？」

「……ひっ」

　恐怖で歪んだケンイチの視線が、突きつけられたオソロに落ちる。

「こ、この剣の形……まさか、カイエンの墓で凶悪なアンデッドを倒した魔剣使いって、キミなのか!?」

「…………」

　意外な展開に、返す言葉を探してしまった。

　ちょっと面倒なことになってきたぞ。

　これ以上トラブルに巻き込まれるのは嫌なので、肯定してケンイチをビビらせてやりたいところだけど、周りには冒険者たちがいる。

　ここで「そうだ」と言ってしまえば冒険者たちに魔剣使いの顔がバレて、悠々自適な生活とはほど遠い毎日を送ることになりかねない。

　それだけは勘弁だ。

「さぁね。知らないよ」

　なので否定しておいた。単発的なトラブルよりも、恒久的な面倒事のほうがデメリットが大きいからな。

「ヒロタカ！」

「ヒロタカ様！」

　背後からレイチェルとリゼの声がした。

　ケンイチとの勝負が終わったので、駆けつけてくれたのだろう。

「お、お怪我はありませんか!?　すぐにヒーリングを……」

「ありがとう。でも、怪我はしてないから大丈夫だ」

　俺は剣を引き、腰のサックへと収めた。

　転移者の女たちがケンイチに駆け寄って、恨みがましく俺を睨みつけてきたけれど華麗に無視してやった。

　俺を睨みつける暇があったら、さっさとその男を連れて魔王討伐の旅に出発したほうがいいんじゃないだろうか。勇者様が一介の冒険者にやられたなんて、恥でしかないと思うけど。

　と、そんな俺の心の声が通じたのか、女たちはケンイチを立ち上がらせると、そそくさとその場をあとにした。

　冒険者たちの中にケンイチの背中が消えていく。

　じゃあなケンイチ。２回目だけど、お前の健勝と活躍を祈ってるよ。

「……さて、と」

　彼の背中を見送ってから、リゼたちに声をかける。

「余計な邪魔が入ったけど、冒険者試験に戻ろうか」

　とりあえずは最初に考えていたとおり、ハーブを採取する係とジャイアントラットを狩る係に分かれよう。

　急いで取りかからないと試験に落ちてしまう。誰かさんのせいで無駄な時間を費やしてしまったからな。

　そう考えて、リゼたちに作戦を伝えようとした――そのときだった。

　落ち着きを取り戻したノモラスの森に、爆音が轟いた。




† † †




「な、何だ？」

　体の芯に響くような衝撃とともに森が揺れた。

　遠くで誰かが叫んでいる。それを聞いてか、試験を受けていた冒険者たちが、一斉に声がしたほうに向かって走りはじめた。

「魔物……でしょうか？」

　ギュッと杖を握りしめてリゼが答えた。

　ケンイチの一件に続いて、またトラブルの匂いがする。

　この森でトラブルになるような魔物と言ったらトロルだろうが、これほどの騒ぎになるとは思えない。

　だとすると、別の魔物か？

「あの爆音は魔術によるものだな」

　レイチェルが神妙な面持ちで言う。

「魔物が魔術を使ったか、もしくは魔物を倒すために冒険者が使ったのかはわからんが、どちらにしてもトロル以上の相手だろう」

「俺たちも行ってみよう。ヤバい相手だったら、加勢したほうがいいかもしれないし」

「……そうですね」

「承知した」

　すぐさまリゼとレイチェルとともに、冒険者たちのあとを追う。

　森の中をしばらく走っていると、前方に人だかりが見えた。多分、先ほどの爆発が起きた現場だろう。

「な、何だこりゃ」

　冒険者たちの肩越しに見えたのは、異様な光景だった。

　一体、何をやったらこんなふうになるのか。

　周囲10メートルほどの木々が焼けて灰になり、丸く円を描くようにポッカリと地肌が露出していた。

「やはり魔術だな」

　周囲を見渡しながらレイチェルが言った。

「それも並大抵の魔術ではない。わたしが使う元素魔術よりさらに高位の、最高位ランクの元素魔術だ」

「さ、最高位……」

　思わず息を呑のんでしまった。

　高位の元素魔術の威力はカイエンの墓で見たのでよく知っている。高位魔術でもとんでもない威力なのに、アレ以上の魔術って災害レベルじゃないか。

「ん？」

　と、木々がなくなったサークルの中心に、何かが浮かんでいるのに気づいた。

「……え？　女の子？」

　目を凝らして二度見してみたが、間違いない。

　どういうことか、幼い女の子がフワフワと空中に浮いていた。
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　腰ほどまである金の髪に赤い目。露出度が異様に高いドレスのような衣装を身にまとっているが、見た目が子供なのでセクシーというより危うい感じがする。

　そして、彼女が人間ではないと知らしめているのが、頭に生えた２本の黒い角と背中の赤い翼だ。

　ビジュアル的に悪魔か、もしくは吸血鬼か。

　どちらにしろ、こいつは間違いなく人間じゃない。

「ああ、だるいのう……どうしてワシが魔剣捜しなどやらねばならんのじゃ」

　その悪魔のような少女は、何とも気だるそうにため息をつき、俺たちのほうへとフワフワと飛んできた。

「おい、そこの」

　悪魔の少女は地面に降り立つと、近くにいた若い冒険者に詰め寄った。

「おぬしが魔剣使いか？」

「……えっ？」

「魔剣じゃ。噂の魔剣使いというのはおぬしか？」

「い、いえ、違いますけど」

「ぐむ……じゃあ、そこのおぬしか？」

「ち、違いますっ」

　少女は近くの冒険者たちに次々と質問を投げかけているようだ。

　遠くにいるのでよく聞こえないが、魔剣とか言ってないか？

　何だか嫌な予感がする。

「ああ、もうめんどいのう！　違うならさっさとどかんか邪魔くさい！」

「……ッ!?」

　少女は男の腕を掴むと、まるでおもちゃの人形を放り投げるように背後へと投げ捨てた。

　空高く舞い上がった男が、焦土と化した円の中心部に落下する。

　ざわついていた森の中に張り詰めた静寂が訪れる。

　言葉を失った理由は、この場にいる冒険者の誰しもが思ったからだろう。

　何だか知らんがこいつはヤバい、と。

「おい、噂の魔剣使いとやら！」

　悪魔の少女が腰に手を当て、小さな胸を張る。

「今すぐワシの前に出てこい！　大人しく出てくるなら、他の者の命は助けてやってもよいぞ！」

　やっぱりそうだ。

　あいつは俺を捜している。

　というか、どうしてあんな悪魔みたいな女の子まで俺のことを知っているんだ。魔剣の噂、広まりすぎだろ。

「ヒロタカ。あの少女が言っている魔剣使いとはお前のことか？」

　そっとレイチェルが声をかけてきた。俺は小さく頷く。

「多分、そうだと思う。ここは素直に出ていったほうがいいかな？」

「だ、だ、だめですよ！」

　リゼが俺のシャツの裾をギュッと掴む。

「ヒ、ヒロタカ様も見たでしょう!?　あの少女が冒険者を投げ捨てたのを！　森を焼いたのもきっとあの少女の仕業です！　出ていけば、命に関わります！」

　まぁ、そうだよな。俺に何の用事があるのか知らないけど、「あなたが魔剣使いなんですね。お近づきの記念にお茶でも」って感じじゃなさそうだ。どっちかというと「噂がどんなものか確かめてやる」って雰囲気をビシバシ感じる。

　十中八九、争いになるだろうし、見た感じ、これまで戦った相手とは比べものにならないほどの強敵な気がする。

　ここは息を殺して成り行きを見守っていたほうが懸命か。

「おい、お前」

　俺の横からひとりの冒険者が前に出た。

　その男を見て、思わずギョッとしてしまった。

　え？　何でゴーレムがこんなところにいるの？と思うくらいに体がデカく、手にしている剣も身長と同じくらいに大きかった。

　右肩だけに防具を付けているのは、巨大な剣で攻撃を防いだり体当たりを使って相手を制御したりする戦いを主軸に置いているからか。

　しかし、ここにいるのはＥかＤランクの冒険者のはずだけど、どこからどう見ても「ザ・手練」って感じの冒険者だ。

　男は少女の前まで歩いていくと、威嚇するように彼女を見下ろした。

「一体どういうつもりだ？　いくら相手が女子供でも、本気でやるつもりなら容赦しねぇぞ？」

「んん？　何じゃ？　おぬしが魔剣使いか？」

　悪魔の少女は臆する様子もなく、吟味するように男を見る。

「……見たところ魔剣は持っておらんようじゃが？」

「ふん、何のことを言っているのか知らんが、俺たちに喧嘩を売ってただで済むと思うなよ」

「何じゃ、違うのか。魔剣使いじゃないのなら興味はない。それに、ワシの好みの顔でもないしな。死にたくなければどっか行け。シッシッ」

「ッ!?　このガキッ！」

　激げき昂こうした男が少女の首をがっしりと掴んだ。

　悪魔の少女に馬鹿力があるとはいえ、さすがにこんな筋骨隆々の大男に首を掴まれたらひとたまりもないはず。

　そう思ったのだが――。

「……ウソだろ」

　俺は目の前で起きていることがうまく理解できなかった。

　少女の首を掴んだ大男の腕の筋肉が隆起するも、少女はびくとも動かなかった。

　それどころか、首を掴んでいるはずの男が次第に少女に押され、地面に片膝をついてしまった。

「う……くっ」

「何じゃ。力強いのは威勢だけか？　がっかりじゃのう」

「テメェッ！」

　男が少女に砂塵を投げつけ、怯ませた隙を突き巨大な剣を振るう。

　斬るというより、遠心力を使って剣の重みをそのまま相手へとぶつける打撃のような攻撃だ。

　鈍い金属音が響いた。

　俺の目に飛び込んできたのは、首を跳ねられた悪魔の少女――ではなく、中ほどからポッキリと折れてしまった男の剣だった。

　男も「信じられない」といった表情で言葉を失っていた。

　少女は男の剣を片手で受け止め、刃の部分を紙細工のようにグシャリと握りつぶしたのだ。

　何という、馬鹿力。

「もう少し見た目がワシ好みだったら奴隷にしてやってもよかったが、生憎ワシは安いワインと汗臭い男は嫌いでの」

　少女は妖艶な笑みを浮かべると中指を内側に丸めて親指で押さえる、いわゆる「デコピン」の構えを作り、男の額に放った。

「……ッ!?」

　凄まじい破裂音とともに男の巨きょ躯くが大きくのけぞり、後頭部から地面に勢いよく打ち付けられる。

　大男と少女の戦いはそれで終わりだった。

　気絶したのか、あるいは死んだのか。どちらかはわからないが、男はぴくりとも動かなくなってしまった。

　辺りにひりつくような静寂が訪れる。

「よく聞け魔剣使い！　ワシはギーゼラ！　怠惰の魔王ギーゼラじゃ！　貴様が盗んだ我が魔剣を返してもらいに来たっ！」

「……ま、ま、魔王!?」

　周囲にどよめきが走った。

　魔剣の契約者たる者――魔王。多分、ここにいる冒険者の誰しもがあの噂を耳にしていたのだろう。世界に７本ある魔剣のうちの３本が見つかり、新たに３人の魔剣契約者が出たという噂だ。

　その魔王のひとりが現れた。

　だが、ここにいる冒険者の中で一番驚いているのは間違いなく俺だろう。

　俺はそっと魔剣オソロのステータス画面を開く。








　魔剣オソロ

　レベル：15

　攻撃力：１２８０

　スキルスロット１：マナブレイク

　形状：ロングソード

　契約者：ギーゼラ









「……そういうことか」

　すべてを理解した。

　あの悪魔の少女は魔剣オソロの契約者だ。

　その魔剣の契約者が、俺の噂を聞きつけて魔剣を取り返しに来たというわけだ。

　でも、何で今更？

　必要なかったから、魔剣を捨てたんじゃないのか？

「ふむ。名乗り出てこぬか」

　魔王ギーゼラは、不服そうに続ける。

「面倒だが、まぁよい。おぬしがそういうつもりなら、人間どもを皆殺しにしたあとでゆっくりと捜すとしようかのう」

「……ッ!?」

　周囲の冒険者たちから、悲鳴のような声が上がった。

　刹那、蜘く蛛もの子を散らすように、彼らは我先にとギーゼラから逃げはじめる。

　ここが上位ランクの冒険者試験会場だったら状況は違ったのかもしれないが、生憎、この場にいる冒険者は下位ランクの人間ばかりなのだ。

　下位ランクの冒険者が束になってかかっても、相手にならないのは自明の理。

　しかし、ギーゼラは誰ひとりとして逃がすつもりはないようだ。

「崇敬たる誘惑の悪魔スクブスよ、捧げし命の源により、その幽冥の鐘を持って、血の閥族者たちを呼び起こしたまえ！」

　ギーゼラが自分の親指を噛んで赤い鮮血がほとばしった瞬間――周囲の地面からいくつもの黒い煙が吹き出しはじめる。その黒い煙は渦を巻くように立ち上り、やがて不気味な魔物の形へと変わっていった。

　コウモリを大きくした、といえばわかりやすいだろうか。

　ただ、普通のコウモリと違うのは、頭部が小さく人のような体型をしていることだ。人の体に大きな翼と耳、それに鉤かぎ爪つめを持った漆黒の魔物。

　これはまるで――。

「さあ吸血鬼どもよ！　ここにいる人間どもを皆殺しにするのじゃ！」

　ギーゼラの声とともに、現れた吸血鬼たちが一斉に襲いかかってきた。

　その数はざっと数えて10匹強。

　頭数だけ数えれば、冒険者たちのほうがはるかに多いが、ほとんどの冒険者たちは戦意を喪失している。

　どんな結末が待っているかは、想像する必要もない。

「……ああ、クソッ！」

　やっぱり名乗り出たほうがよかったか。でも、あの冒険者みたいに強烈なデコピンを食らいたくはなかったしな。

　というか、そもそもの話、捨てた魔剣を暴力で奪い返しに来るって魔王には常識ってもんがないのか。

　ここは頭を下げて「返してくれ」って言うのが筋だろう。

　いや、魔王に常識を期待するほうがアレなのかもしれないけどさ。

　何だってんだ、ちくしょう。ケンイチに続いてムカつくやつばっかり現れやがって。だんだん腹が立ってきたぞ。

「ヒロタカ！」

　と、レイチェルの声。

「何をしている！　戦うぞ！」

「……え？　戦う？」

「そうだ！　あの吸血鬼どもを葬り……魔王を倒すのだ！」

　そういえば、レイチェルは魔王を倒すために旅をしているんだったっけ。

　しかし、魔王討伐の仲間みたいな雰囲気で言ってるけど、俺には全くの無関係なんですけど？

「……とはいえ、無視するわけにもいかないよな」

　このまま逃げても背後から襲われかねない。それに、事の一端を担っているのは間違いなく俺なのだ。

　あの魔王を倒すかどうかは置いといて、冒険者たちの背中を吸血鬼から守るくらいはしてやるべきか。

「よし、とりあえず魔王より先に吸血鬼だ！　レイチェルは俺と一緒にヤバそうな冒険者たちから助けて――」

「うわぁあぁっ!?」

　と、俺のすぐ近くで聞き覚えのある声がした。

　逃げ惑う冒険者たちの足元に、白い鎧を着た男が倒れているのが見えた。白いチュニックに黒のロングヘアの男。

「……ケンイチ？」

　先ほど俺に絡んできたケンイチが、吸血鬼に襲われそうになっていた。

　取り巻きの女が見えないが、逃げてしまったのだろうか。

「ここ、こ、こっちに来るなッ！」

　ケンイチが剣の代わりに木の枝を振り回して威嚇している。

　俺が剣を折ってしまったばっかりに戦えなくなったのか。武器がなくともスキルを使えば逃げられるのに、テンパって忘れているらしい。

「クソッ！　レイチェルとリゼは他の冒険者を頼む！」

「えっ!?　ヒロタカ様は!?」

「俺は……あのバカを助ける！」

　魔剣を抜き、冒険者たちをかき分けてケンイチの元へ走る。

　スキルを「マナブレイク」から「物理攻撃力アップ」に変更する。あの吸血鬼がどんな敵かわからないし、まずはこれでどんなものか見極める。

「はぁああっ！」

　魔剣を振りかぶり、吸血鬼の頭に振り下ろす。

　コウモリは音を使って周囲の状況を確認すると聞いたことがあった。

　だけど、この吸血鬼は見た目がコウモリっぽいだけでその能力までは持っていなかったらしい。

　避けることもなく俺の一撃をまともに受けた吸血鬼は、頭から背中にかけて縦に真っ二つに切断され、青い血しぶきを上げながら絶命した。

「おい、大丈夫か？」

「……ヒ、ヒロタカくん!?」

　ケンイチがギョッと目を見張る。

「ど、ど、どうしてキミが僕を」

「さぁね。俺にもよくわからん」

　我ながら嫌になるけど、いつもの「困ってるやつを見かけたら助けてしまう癖」が出てしまったのだろう。

　それに、ケンイチには少なからず恩がある。これでチャラってことにしてもらおう。

「立てるか？」

「あ、ああ……」

「すぐに次の吸血鬼が来る。お前はスキルを使って後ろに下がれ」

　ケンイチが俺の手を取り、立ち上がった。

　そして、言われるがままに逃げるのかと思いきや――とんでもない行動に出た。

「お、おい、魔王！　ま、魔剣使いなら、ここにいるぞっ！」

　ケンイチは、まるで犯人を吊るし上げるように俺の手を掲げて叫んだ。

「こ、こいつだ！　このヒロタカという男が、ま、魔剣を持っているぞ！」

「テ、テメェ！　何のつもりだ！」

　咄嗟に手を振り払う。

「う、うるさい！　あいつが捜しているのはお前だろ!?　お、お、お前が死ねば僕たちは助かる！」

「……ッ！」

　こ、このゲス野郎！　命を助けた恩人を速攻で敵に売りやがった！

　散々俺を無能だ何だと蔑んでたくせに、お前は無能以下のゴミ野郎じゃねぇか！　やっぱりこんなやつを助けるんじゃなかった！

「……やめよ」

　ギーゼラが片手を上げた。

　即座に冒険者たちを襲っていた吸血鬼の動きが止まった。

　これ幸いと、冒険者たちが逃げていく。

　俺を魔王に売ったケンイチも。

「ふむ、おぬしが噂の魔剣使いか」

　ギーゼラがおもむろに近づいてくる。

「それは魔剣オソロ。間違いなく、ワシの魔剣じゃな」

　彼女が嬉しそうに笑う。

　子供っぽい笑顔だった。可愛いというより、理性を感じないというか、返事ひとつで殺されてしまいそうな危うさがある。

　しかし、あまり恐怖を感じなかったのは、多分ケンイチの野郎に怒りが爆発してしまっていたからだろう。

「それで、ヒロタカとやら。どうやってワシの城から魔剣を盗んだのじゃ？　その魔剣は人間には立ち入ることすらかなわない場所にあったはずじゃが？」

　盗んだとか人聞きの悪いこと言うな。

　いよいよ怒りが頂点になってきた俺は、無愛想に返す。

「俺のスキルで回収したんだよ」

「スキルで……回収？」

「そうだ。１日１回、この世界に捨てられたアイテムを回収できるスキルだ。そのスキルを使って、この魔剣を回収した」

「な、何じゃと？」

　ギーゼラがうろたえはじめる。

「おぬし、殺されたくないからと、ウソをつくでないぞ？」

「ウソじゃない。この魔剣は捨てられていたから俺が回収したんだ。なのに、今更返してくれなんて都合がよすぎるだろ」

「ヒ、ヒロタカ様！　やめてください！」

　リゼとレイチェルが駆け寄ってきた。

「それ以上、魔王を刺激したら……」

　普通に考えて魔王に喧嘩腰なんて自殺行為に近い。

　だけど、ケンイチに続いて魔王にまで悪者扱いされて黙っていられるか。

「おい、魔王。この魔剣を捨てたわけじゃないというのなら、その証拠を出せよ」

「しょ、証拠じゃと!?」

　ギーゼラがわかりやすくたじろぐ。

「ワ、ワシは魔剣を捨ててなどおらん！　ただ、その……ええっと……ちょっとどこにしまったか忘れて……10年くらい放置していただけというか……」

「つまり、放置していて魔剣の存在自体を忘れてたってことか？」

「そ、そういうことではない！　ただ、何ていうか……うっかりしていたというか、不可抗力というか……」

　よくわからんが、俺の言ってることが当たってるっぽいな。

　存在自体を忘れてしまっていたから、俺の回収スキルで回収したってことか。

　そういえば回収スキルの対象に「持ち主が該当アイテムの存在を忘れている場合も所有権の放棄とみなす」って書いてたな。

　魔王なのに魔剣の存在を忘れるって、どんだけ怠惰なんだよ。

「な、な、何じゃその目は!?　か、か、勘違いするでないぞ！　決して周りとの付き合いが面倒だから引きこもって酒ばっかり飲んでいたら魔剣の存在を忘れてしまって、他の魔王たちから指摘されてはじめて気づいたなんてことではないからの!?　絶対に！」

「なるほど。それで他の魔王から怒られたから慌てて捜しに来た、と」

「お、おまっ……！　ち、違うと言うておろうがっ！」

　なるほどなるほど。ギーゼラさんはそういうタイプか。

　しきりに「だるい」だの「面倒」だの言ってたけど、マジもんの引きこもり自堕落娘なわけね。何だか全然怖くなくなってきた。

「本当に怠惰なんだな。怠惰の魔王なだけあって」

「う、うるさい！　ていうか、何じゃあ貴様は！　に、に、人間のくせにえらそーに！　ワ、ワシは強いんだぞ？　お、お、お前なんか、けちょんけちょんにできるんじゃからな？　ばーかばーか！」

　ギーゼラは目に涙を溜めて今にも泣き出しそうだ。

　急に子供の喧嘩っぽくなってきた。

　他の魔王との関係はよくわからないけど、多分、相当叱られたんじゃないだろうか。魔王が魔剣をなくしたら魔王でも何でもないからな。

「ええい！　もういいわい！」

　可愛く地団駄を踏みはじめるギーゼラ。

「おぬしがそういうつもりなら、遠慮なくやらせてもらうからの！　吸血鬼ども！　今すぐそいつをけちょんけちょんにして魔剣を奪い返せ！」

　ギーゼラが言い放つと同時に、周囲の吸血鬼たちが一斉にこちらに向かって走り出した。１匹２匹くらいなら対処できそうだけど、四方から来られるとさすがにマズいか。そう思って、魔剣を構えたとき――。

「大いなる火の精霊サラマンディルよ、捧げしマナの源泉により、その緋色の槍を持って、愚かな寄せ手を滅したまえ！」

　レイチェルの詠唱の声。刹那、俺の背後から放たれた炎の矢が吸血鬼に命中し、凄まじい爆炎が巻き起こる。

　魔術の攻撃を受けて、さすがに吸血鬼たちが怯む。

「ヒロタカ！　今こそ共に魔王を打ち倒すぞ！」

　嬉き々きとした表情のレイチェルが前に出た。

　その隣には、恐怖を必死に抑えているのか、顔が硬直してしまっているリゼもいる。

「……だから俺を魔王討伐の仲間みたいに言うのをやめろ」

　この世界に転移させられたとき、姿なき声に依頼されたけど、俺は魔王討伐なんてやりたくないんだ。

　だけど――。

「でも、大人しくこの魔剣を返すつもりもないけどな！」

　この世界で悠々自適に生きるために、この魔剣は必要不可欠。

　今更返してくれと言われても遅すぎるのだ！

「いつもどおりにいくぞ、リゼ！　レイチェル！」

「は、はい！」

「了解した！」

　いつもどおりというのは、レイチェルがパーティに加入してから考えた「対集団用」の必勝パターンのことだ。

　まず、レイチェルの上位元素魔術で敵集団に打撃を与える。それで殲せん滅めつできれば終わりだが、運よく生き延びる敵も多い。そこで、リゼの魔術で防御力を底上げした俺が、魔剣を使って生き延びた敵を仕留めるのだ。

「ウインドスプリング！」

　レイチェルの四大元素系の風系統魔術。レイチェルの杖から突風が巻き起こり、こちらに向かってくる吸血鬼の集団に襲いかかる。

　あるものは胴体から真っ二つになり、あるものは腕を切り落とされ地面へと落下する。

「……じ、慈悲深き聖母シャクラよ」

　続けてリゼの詠唱がはじまる。

「捧げしマナの源泉により、その清浄な盾を持って、愚生な孺じゅ子しらを守りたまえ！　プロテクション！」

　詠唱が終わった瞬間、体が熱くなるのを感じた。

　詠唱が成功した証拠だ。あがり症のリゼは時折詠唱を失敗してしまうので、この瞬間が一番緊張するのだけど、今回はうまくいったみたいだ。

　レイチェルの魔術を生き抜いた吸血鬼は３匹。

　魔剣の力を使えば何とか対処できる数だ。

　スキルは「物理攻撃力アップ」のまま行く。特殊能力は持っていなさそうだし、魔剣の攻撃力があれば一撃で沈められる。

「はあぁあッ！」

　飛びかかってきた吸血鬼に向かって横薙ぎ一閃。

　勢い余って魔剣が地面に突き刺さってしまったが――３匹の吸血鬼は空中で真っ二つになった。

　吸血鬼の死骸が青い血を撒まき散らしながら地面へと落ちる。

「ほう」

　ギーゼラのため息のような声が聞こえた。

　それは不ふ甲が斐いない吸血鬼たちに呆れているというよりも、俺に感心しているといった雰囲気だった。

「おぬし、なぜそんなに魔剣をうまく使えておるのじゃ？」

「さあね。でも、10年も魔剣を放置してたお前より、うまく使えている自信はあるよ」

　何せ、この３ヶ月あまりの間、毎日使ってきた愛剣だからな。

　というか、回収したときにレベルが１だったってことは、全く使ってなかったってことだろ。ここまで強化した俺に感謝しろよ。

「フフフ、面白い。魔王たるワシにビビらず言い返してくるだけではなく、ワシの魔剣すらも自在に操るとは……実に愉快なやつじゃのう！」

　ギーゼラが腰に手を当てて「わっはっは」と声高に笑う。

　見た目が子供なので、何だか可愛い。

「気に入ったぞヒロタカとやら！　久しぶりに体の芯が疼うずいてきたぞ！　この疼き、おぬしの血で鎮めさせてもらおうかの！」

　扇情的に舌舐めずりするギーゼラ。

　恐ろしいことを言う自堕落魔王に、さすがにごくりと息を呑んでしまう。

　ついに大将のお出ましだが……さて、どうやって戦うか。

　いつもどおりレイチェルの魔術で先制攻撃をカマして、リゼの魔術で防御力を上げた俺が止めを刺すというパターンで行くのがベストだと思うが、果たしてリゼの補助魔術でギーゼラの馬鹿力を防ぐことができるのだろうか。

　あの大男をデコピン一発で仕留めたことを考えると、防御魔術ごとひねり潰されそうな気がする。

　博打を打つにしても、勝てる確信が持てる手段を思いついてからにするべきだ。

　と、そんなことを考えていたときだ。

『魔剣オソロが進化しました』

　狙ったかのように例のアナウンスが聞こえた。

　俺は即座にステータス画面を開く。





　スキル候補：吸血（与えたダメージの10％分の体力を回復する　ドラクルより取得）






　どうやらオソロが新しいスキルを取得したらしい。

　与えたダメージの10％って、そこまで強くなさそうなスキルだけど攻撃力が規格外に高いオソロだと化けそうな気がする。

　ダメージをプロテクションで相殺できなかったとしても、このスキルがあれば瀕ひん死しを免れる可能性がある。

　博打を打つなら、ここかもしれない。

「レイチェル、魔術であいつの注意を引いてくれるか？　できるだけ長く」

「……わかった。任せろ」

「リゼはいつもどおりプロテクションからはじめてくれ。ただ、一撃でプロテクションが破られる可能性があるから、ヒーリングの準備もしておいてほしい」

「わ、わかりました！」

　要はリゼの神聖系魔術。

　頼むぞリゼ。でも、失敗しても責任を感じる必要はないからな！

「いくぞ！」

　俺は意を決して突っ込む。

　先手必勝だ。ギーゼラが動く前にこちらから仕掛ける。

「崇敬たる死の精霊ネクロよ、捧げし命の源により、その幽冥の鐘を持って、勇ゆう邁まい卓たく犖らくな戦士を呼び起こしたまえ……ネクロマンシー！」

　レイチェルの声とともに、ギーゼラの足元からいくつもの腕が伸びた。

　まるで墓から死者が蘇るかのように、体が崩れかけたゾンビたちが姿を表す。

「ほう。禁忌魔術を使うのか、エルフ」

　ギーゼラがほくそ笑む。

　これが前に言っていた５つ目の元素魔術の禁忌死霊系統か。

　禁忌と言われている以上、とんでもない魔術なんだろうなとは思っていたけど、確かにこれはヤバい魔術だ。

「ふん！　小賢しいのう！　死霊ごときに遅れをとるワシだと思ったか!?」

　ギーゼラが小さな腕を薙ぎ払った。

　それだけで、地面から這い出してきたゾンビたちが数体砕け散る。

　召喚したゾンビの頭数は多いが、さすがにギーゼラの相手にはなっていない。

　だけど、狙いどおりだ。

　ギーゼラの注意は俺からゾンビたちへと向いている。

「いきます！　プロテクション！」

　リゼの補助魔術が発動した。できるだけ視線を切るように、ゾンビたちの影に隠れながらギーゼラの元へと走る。

　オソロの形状を「ロングソード」から「ツヴァイハンダー」に変える。ロングソードより小回りは利かなくなるが、距離を取って戦うことができる。できるだけ反撃を受けたくないこの状況では、ツヴァイハンダー形状がベストだ。

「……ッ!?」

　ギーゼラがこちらに気づいた。

「おぬし、いつの間に!?」

　彼女が身構える。

　しかし、すでに魔剣の間合いだ。

　ゾンビごと叩き斬ってやる。

　そう考えた俺は、全力で魔剣を薙ぎ払った。

　だが――。

「甘いぞ、ヒロタカ！」

　魔剣がゾンビの体を分断したところでピタリと止まった。

　どこから取り出したのかわからなかったが、ギーゼラは右手に丸い盾を持っていたのだ。

「驚いたか？　ワシのスキル『物質創造』じゃ」

　何だそりゃ。まさか装備を自由に作れるってことか？

　規格外の腕力に物質創造って……マジもんのチートじゃねぇか！

「クソッ！」

　一旦仕切り直すか？

　だけど、二度も同じことが通用する相手じゃない。

　チャンスは一度きり。

　ここは……リゼのプロテクションを信じて突っ込むしかない。

「死ぬがよい！　ヒロタカ！」

　ギーゼラが自身の美しい金の髪を１本引き抜いた。

　キラキラときらめく髪が、まるで生き物のように蠢き――すぐさま１本のナイフへと変わった。

　ゾッと血の気が引いた。

　打撃じゃなくて刃物はマズい。

　ナイフを持つギーゼラの腕が、一瞬消えたように思えた。

　刹那。腹部に強烈な衝撃。

　わずかな時間を置いて、びゅお、と空気を切り裂く音が遅れて流れてきた。

「うぐっ……！」

　俺の腹部に深々と突き刺さっているナイフが見えた。

　どういうことか、刺されたのは腹のはずなのに背中が痛い。

　息ができなくなり、一瞬意識が飛びかける。

　刺されたときの衝撃で吹き飛ばされそうになったが、両足で必死に耐えた。

　――まだいける。

　リゼのプロテクションのおかげか、先に吸血スキルの一撃を入れたからかわからないが、ギーゼラの一撃に耐えることができた。

「た、耐えおっただと!?　しかし、次の一撃で！」

　再び髪の毛を武器に変化させる時間を稼ぐためか、ギーゼラが一旦距離を取った。幸運にも、その一手が俺に味方した。

「……させるかぁッ！」

　魔剣の柄を両手で握りしめ、ギーゼラに向かって思いっきり突きを放った。

　咄嗟に手のひらで防ごうとするギーゼラだったが、銀色にきらめく剣の切っ先は彼女の手のひらを貫き――胸部に突き刺さった。

「…………」

　ギーゼラはうめき声ひとつ上げず、ただじっと、自分の体に突き立てられた魔剣を見下ろしていた。

「やるのう、ヒロタカ」

　彼女は、満足げに笑っていた。

　わずかな沈黙のあと、ギーゼラの体が弾けるように黒い霧へと変わった。

　黒い霧が、風に乗って森の中へと消えていく。

　その霧と入れ替わるように轟いたのは、冒険者たちの雄叫びだった。

「……う、うおおおおおっ！　勝った！　勝ったぞ！　俺たちが魔王を倒したんだッ！」

「…………」

　ドッと疲れがこみ上げてきた俺は、地面にへたり込んでしまった。

　何だよ「俺たちが倒した」って。我先にと逃げ回ってたくせに、手柄を横取りするつもりかよ。

　そういや、取引先にもいたな。いつもは辛辣なくせに、いざ手柄を立てると「俺が育てた」みたいに言うやつ。

「……あ～、クソ。マジで痛すぎる」

　ナイフが突き刺さったままの腹部から、ぐわんぐわんと洒落にならない痛みが渦巻いている。

　物理的に痛いし、手柄を横取りされたみたいで精神的にも痛い。

　やっぱり、さっさと逃げちまったほうがよかったか？

　助けたケンイチには裏切られるし、本当に最悪な１日だ。

「ヒロタカ様！」

「ヒロタカ！」

　ぼんやりとする視線の先に、リゼとレイチェルらしき人影が見えた。

「ああ、どうしようレイチェルさん！　ヒロタカ様が死んじゃうよ！」

「落ち着けリゼ。出血は多くないから大丈夫だ。ひとまず回復魔術を」

　さすがは元Ｓランク冒険者だ。ド変態でもこういうときには頼りになる。

　しかし、こんな状況でリゼは落ち着いて魔術詠唱ができるのだろうか。とりあえず深呼吸でもして冷静になってくれ。

『魔剣オソロが進化しました』

　緊迫した状況に全くそぐわない無機質な声が聞こえた。

　俺は思わず笑ってしまった。

　こっちは生きるか死ぬかの瀬戸際なんだ。今は魔剣のレベルアップとか、どうでもいいだろ。

「ヒ、ヒロタカ様？」

　俺が笑っていることに気づいたのか、リゼが愛あい嬌きょうのあるキョトンした顔でこちらを見ていた。

　というか、リゼは本当に可愛いなぁ。

　こんないい子に心配されるなら、怪我をするのも悪くないな。

　なんて考えていると、次第に大地を揺るがすような雄叫びが遠くなり――俺の意識は暗闇の中に落ちていった。
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　カブルートの朝は早い。

　聞いたところによると街に住む人々は夜明け前に起きて、洗面と祈りを終わらせて夜明けとともに活動をはじめるらしい。

　自由気ままに生きている怠け者が多い冒険者も例外ではなく、彼らを相手にする冒険者ギルドも自ずと夜明け前に店を開くことになる。

　つまりどういうことかと言うと、２階に療養中の怪我人がいたとしてもおかまいなしに夜明け前から騒がしくなるということだ。

「……今日はいつも以上にうるさいな」

　１階から聞こえる冒険者たちの声によって、俺の意識は強引に覚醒させられた。

　ベッドの上から見た窓の外は真っ暗だった。

　いつも目覚ましに使っている教会の「八定時課の鐘」はまだ鳴っていない。

　てことは、まだ夜明け前。いくらこの街に住んでいるやつらの朝は早いといっても、少し早すぎないか？

「……イテテ」

　とりあえずトイレに行こうとベッドから降りようとしたとき、腹部に痛みが走った。ギーゼラのナイフでやられた傷だ。

　あの戦いから３日が経ち、療養のために部屋に引きこもる生活をしているが、こうして生きているのが不思議なくらいだ。

　ギーゼラを倒した……のかどうかはわからないが、彼女を退けたあと、気を失った俺はあの場にいた冒険者たちの手によってカブルートの教会に運ばれた。

　この世界の教会は教義を説き広めるだけではなく、病院としての顔も持つ。教区司祭は回復魔術が使え、さらには医療の知識も深いらしい。

　そこで俺は治療を受け、一命をとりとめた。

　司祭曰く、普通だったら死んでもおかしくない状態だったという。傷の割に出血が少なかったのは、やはりリゼのプロテクションの魔術と吸血スキルのおかげだったのかもしれない。

「というか、回復魔術で痛みもなくしてくれよな……」

　回復魔術はすごく便利なのだが、痛みまで癒やしてはくれないのがネックだ。

　教区司祭が言うには、痛みは１週間程度でなくなるらしい。なのでその間は冒険者家業を臨時休業にして怪我の治療に専念することにした。

「あっ！　エロタカさん！」

　部屋を出たとき、丁度２階の階段を上ってきているローナの姿が見えた。彼女は俺を見るやいなや、慌てて駆け寄ってくる。

「も、もう歩いて大丈夫なんですか!?」

「ああ、昨日より痛みは引いている。だいぶよくなってきたよ」

「本当ですか!?　よかったぁ！　ズタボロで戻ってきてからずっと部屋にこもりっぱなしだし、わたし、ずっと心配していたんですよ……ううっ」

「ローナ……」

　ヨヨヨ、と泣く素振りを見せるローナに笑顔がこぼれてしまった。ウソ泣きは照れ隠しの類だろうが、心配してくれているのは素直に嬉しい。

「でも、こうしてまたエロタカさんの元気な顔を見られて、本当によかったです」

「へへ……俺も元気なローナの顔を見て、何だか安心したよ」

「えっ、やだ……やめてくださいよ気持ち悪い」

「……うん、いきなり梯はし子ごを外すのやめてもらえる？」

　相変わらずだなこいつは！　療養中の俺を労れよ！

「でも、本当にすごいですよエロタカさん。まさか、魔王のひとりを倒してしまうなんて」

「いやいや、俺は全然すごくないよ。倒せたのは魔剣のおかげだし、リゼやレイチェルがいなかったら普通に墓の中だったと思う」

「決して調子にのらないエロタカさんの好感度の上げ方、大変参考になります」

「ちょっとやめてそういうの」

　したたかな人間みたいに言うんじゃない。

　クソ。さっきから何なんだこの猫娘は。

　お調子者の猫娘に少しだけ殺意を抱いてしまったとき、階段を上ってくる足音が聞こえた。

「……ヒロタカ様!?」

　それは、３日ぶりに顔を見るリゼだった。

　彼女の後ろには、レイチェルの姿もあった。

「あ、あ、歩いてる！　ヒロタカ様が歩いてる！」

　リゼが血相を変えて俺の前まで走ってきた。

　でも、リゼちゃん。その言い方だとはじめて歩いた赤ん坊みたいだからやめてほしいな。

「よかった！　本当によかった……グスッ」

「お、おいおい、マジ泣きするなよ。リゼも教会で司教さんが大丈夫だって言ってたの聞いてただろ？」

「で、でも……わたし、本当に心配しちゃって」

　ウソ泣きも嫌だけど、マジ泣きされるのも困る。

　どうしたもんかとしばし思案して、頭をぽんぽんと撫でてやったら「えへへ」と泣き笑いを見せてくれた。うん、何だか腹の傷の痛みが消えた気がするよ。

「それで？　こんな朝早くにどうしたんだ？」

「ふむ。ローナがわたしたちに大切な話があると言うのでな。夜明け前だがこうやって集まらせてもらった」

　レイチェルが答えてくれた。

「……大切な話？」

　って何だ？　メンバーが集まってるってことは、俺たちのパーティに関係する話だと思うけど。

「エロタカさんたちにお伝えしたい話は２つあります。まず……先日の試験会場でエロタカさんたちに喧嘩をふっかけた冒険者についてです」

「喧嘩をふっかけた冒険者？」

　そんなやついたっけ？

「ケンイチという冒険者ですよ。エロタカさんのお知り合いですよね？」

「あ」

　そういや、ギーゼラとやり合う前にあいつに絡まれたっけ。吸血鬼にやられそうになってたところを助けたのに、あっさり裏切られちまったな。

　……クソ、何だか思い出したら腹が立ってきた。

「でも、あいつって冒険者じゃないだろ？」

「いえ、ちゃんと協会に登録されていましたよ。登録時期はエロタカさんよりもあとですけど」

　マジか。金が尽きたけど新たな支援者は得られず冒険者をやっていたのか。そこでリゼの話を耳にして、懐柔しようと考えたわけだ。

　しかし、「勇者の情報収集力を舐めるな」みたいなこと言ってたけど、冒険者繋がりで情報を得ていただけかよ。

「そのケンイチがどうしたんだ？」

「今日付けで冒険者ギルドへの出入り禁止及び、冒険者協会からの永久追放が決まりました。罪状は冒険者への傷害行為による『協会規定違反』です」

　つまり、二度と冒険者にはなれないってことか。

　冒険者同士の喧嘩はご法度っていうルールだから仕方ないな。

　でも、リゼの懐柔に失敗しただけじゃなくて冒険者協会からも追放されて、これからどうやって生活資金を得るつもりなんだろう。

　まぁ、どうでもいい話だけど。

「情報ありがとう。でも、わざわざリゼたちを呼ぶほどの内容でもないんじゃないか？」

　俺ひとりに話せばいいことのように思えるけど。

　そう思ってローナを見ると、彼女は何やら封筒のようなものを手にしていた。

「本題はこっちです」

　ローナは俺にその封筒を手渡してきた。

「先日の試験会場で起きた事件を解決したエロタカさんたちに、冒険者協会から感謝状が届いています」

　封筒に剣とコインの文様が施された封ふう蝋ろうがされていた。ギルドの看板にも描かれているイラストだ。これが冒険者協会のマークなのだろう。

「感謝状ね」

　しかし、何だか複雑な心境になってしまった。

　成り行き上とはいえ命をかけて魔王から冒険者たちを助けたのに、手紙１枚だけかよと思ってしまう。報酬を期待してギーゼラと戦ったわけじゃないから、別にいいんだけどさ。

「……とりあえず、ありがたく頂戴するよ」

「あと、謝礼金もあります」

「マジでいい組織だな冒険者協会って！」

　冒険者協会最高！　一生ついていきます！

「それだけじゃありませんよ？　何と、エロタカさんたちのランクが飛び級でＣまで上がることになりましたっ！　パチパチ！」

「えっ、マジで!?」

　それは普通に嬉しい。

　ギーゼラの件で有う耶や無む耶やになっていたけど、冒険者試験がどうなったのか気になっていたんだよな。

　結局、試験の依頼は達成できなかったし、問答無用で落とされたとばかり思っていたけど――まさか飛び級でランクアップしてたなんて。

「飛び級って、ほ、ほ、本当ですか!?」

「マジのマジですよリゼ様！　飛び級なんて、わたしが知る限り前例がありません！」

「確かに、わたしも聞いたことがないな」

　レイチェルが「うむむ」と唸る。

　ローナひとりの情報だと信憑性が低いけれど、元Ｓランクのレイチェルも聞いたことがないというのなら本当……なのかな？

　ふたりとも適当だからなぁ。

　そんな適当な性格の代表格であるローナが続ける。

「先日の件や飛び級の件は冒険者たちの間で結構な噂になっているみたいです。おかげで、さらに白猫ギルドへの移籍者も増えましたよ。そろそろスタッフを増やさないと回らないくらいです」

　にんまりと、それはそれは嬉しそうに笑うローナ。

「エロタカさんたちのおかげです。本当にありがとうございました！」

「な、何だよ。これでサヨナラみたいな言い方して」

「だって、ウチではＣランクの依頼を紹介できないですもん。Ｃランクの依頼を受けるには、他の冒険者ギルドに移籍するしかないです」

「……あ」

　そういえばそうだ。白猫ギルドが発注できるのは、ギルドがランクアップしてもＤランクまでなのだ。

　冒険者ランクが上がれば別のギルドに移籍するのが普通。だからこの街にもいくつか冒険者ギルドがあって、登録できるランクが決まっている。

「移籍するとしたら、『コペルニクスの雨音』……ですかね」

　リゼがそっと耳打ちしてくる。

「コペルニクスの雨音」はカブルートにある冒険者ギルドのひとつで、中堅どころの冒険者が多いと聞く。

「でも……本当に移籍するんですか？」

「そうだぞヒロタカ。さすがにこのタイミングで移籍するというのは……」

　レイチェルもリゼに続く。

　彼女たちが言わんとしていることは考えるまでもなく理解できた。

　だから俺は、力強く首を横に振った。

「なぁローナ。冒険者ギルドって所属している冒険者の数や階級次第で、ランクが上がるんだったよな？」

「え？　あ、はい、上がりますよ。ただし、Ｃになるには審査がかなり厳しいですけど……」

「わかった。だったら俺たちは移籍しない」

「……えっ!?」

「このまま白猫ギルドに在籍したまま、ギルドをデカくしてやる。みんなもそれでいいよな？」

　リゼたちを見る。ふたりは深く頷いた。

「ほ、ほ、本気で言ってるんですか!?　みなさん!?」

「大マジだ。白猫は俺を助けてくれたギルドだし、駆け出しの俺に部屋まで用意してくれたからな。俺はどこかの永久追放された冒険者と違って、受けた恩はしっかり返すタイプなんだ」

「エ、エロタカさん……ッ！」

　突然、ローナが抱きついてきた。

「ちょ、な、何だよ!?」

「わたし、少しだけ濡れてしまいましたっ！」

「は!?　どこが!?」

「エロタカさんなら、わたしのすべてをさらけ出してもいいですっ！」

「いつもさらけ出してるだろお前！」

　天然でアホなところとか。

「わたしってＢＬ系が好きなんですが……エロタカさんなら大丈夫です！　わたしの最初……受け取ってくださいっ！」

「だ、だめですっ！」

　真剣な眼差しで割って入ってきたリゼが俺とローナを引き離す。

「わ、わ、わたしだって、ヒ、ヒロタカ様に、ささ、捧げたいと思っているんですから！」

「ぶふぉ……ッ」

　突然のぶっ込みに吹き出してしまった。

「ちょ、いきなり何言ってんのリゼ!?」

「……ッ!?　あわわわっ!?　違いますそういう意味じゃなくてクレリックとして献身したいといいますか……」

　顔を真っ赤にしたリゼが、まくしたてるように慌てふためく。

　時々押しが強くなるなとは思ってたけど、ちょっと強く押しすぎだろ！　そんなに押されたら壊れちゃうよ！

「ははは、お前は本当に罪な男だな」

　今度はドＭ変態エロフが会話に飛び込んできた。

「わたしやリゼだけではなく、ギルドの受付嬢にまで手を出すとは」

「どこをどう解釈したら手を出したように受け取れるのか手短に説明してくれ」

「よし、ならば今から４人でだな！　これは新しい世界が見られそうだ！」

「全然よくねぇよ！　あ、こら！　勝手に部屋に入ろうとするな！　この変態エロフ！」

　ああ、もうメチャクチャだ。

　早朝からこのテンションは重すぎる。というかキミたち、俺が療養中だってこと、忘れていませんか？

「……あのう」

　そんな夜明け前のハイテンションに食傷気味になっていたとき、ぽつりと廊下に少女の声が揺れた。

　声がしたほうを見ると、ここにいてはならない少女の姿があった。

「ギ、ギーゼラ!?」

　黒いフードつきのマントを着てはいるものの、そこにいたのは間違いなく先日俺が倒した怠惰の魔王ギーゼラだった。

「お、お前、生きていたのか!?」

「あのくらいで死ぬワシではない。あれはいわば、戦略的撤退じゃ」

　ギーゼラが血のように赤い目を怪しく光らせる。

「まさかおぬしがあそこまで魔剣を使えるとは思わなかったのでな。このまま時間を浪費するのも面倒だと思って、作戦を変えたのじゃ」

「……つまり、今から第２ラウンドってわけか？」

「勘違いするな。もうおぬしと剣を交える気などない」

　ゆっくりと俺たちの前にやってくるギーゼラ。

「じゃあ、何の用事だよ？」

「のう、ヒロタカよ。ワシに魔剣を返してくれんか？　でなきゃ、他の魔王たちに怒られてしまう……」

　シュンとするギーゼラ。

　何だか本気で落ち込んでいるような気がする。

　おととい来やがれと怒鳴りつけてやりたい気分だったが、強く言い返せなくなってしまった。

「悪いけど、魔剣がなくなったら俺も困るんだ。それに、返したとしてもまた俺が回収してしまうだろ？　どうせまた放置して、置いた場所忘れるだろうし」

「……ッ!?」

　身に覚えがありすぎるのか、ギーゼラはギョッと身をすくませた。

「な、何じゃお前のそのはた迷惑なスキルは!?　これでは自堕落な生活ができぬではないか！」

「知らねぇよ」

　ていうか、自堕落前提で話をするのをやめろよ。

　まずはそこを改善しようぜ。怠惰の魔王を名乗っているから難しいのかもしれないけどさ。

「どうしてもだめか？」

「ああ。だめだ」

「今なら、とっておきの対価を支払うぞ？」

「とっておきの対価？」

「ああ、そうじゃ。ワシの願いを断ることができなくなる、世界最高の対価じゃ」

　ギーゼラがするりと外がい套とうを脱ぎ捨てた。

　大事な部分だけ隠しているような露出度が異様に高い衣装があらわになり、目のやりどころに困ってしまう。

　そしてギーゼラは、ない胸を張ってドヤ顔で言い放った。

「対価は、ワシの体じゃ！」

「さすがに子供は無理っす」

　食い気味に即答する俺。

「な……!?　こ、子供ではないぞ！　ワシは１５０歳の熟れた大人じゃ！」

「いやいや、何言ってるんスか。見た目はバリバリの子供なのに」

　というか、熟れたとか言うな。

　この世界の貞操感覚がどうなのかは知らないけど、現代日本の32歳のオッサン的思考を持っている俺には余裕で無理に決まってんだろ。

　妖艶な巨乳悪魔だったらぐらついてたかもしれないけどさ。

「何じゃもう！」

　まさか即断されるとは思ってもいなかったのか、ギーゼラは体を小さく震わせ、可愛らしく地団駄を踏みはじめた。

「これでは作戦を変えた意味がないではないか！　てか、何でそんな意地悪言うんじゃ！　ワシはただ、酒を飲んでダラダラする自堕落な生活に戻りたいだけなのに！」

「そこは建前でも『魔王の尊厳を守りたい』とか言えよ！」

「夜は酒を飲みながらダラダラして、朝寝て夕方起きるみたいな堕落しきった生活を送りたいんじゃあああああ！」

「知るかよ！　もう帰れよお前っ！」

「魔剣を返してくれたら今すぐ帰るわボケェ！」

　何なんだよこのニート魔王は。「怠惰の魔王」だなんて偉そうな名前じゃなくて「親のすねかじり魔王」を名乗れよ。

　ま、何にしても、魔剣を返すつもりなんてないけどな！

「さっさと魔剣を返さんか！　クソ人間！」

「返すかよ！　クソ魔王！」

　と、そんなふうに自堕落魔王と押し問答を繰り返していたときだった。

「……すまんが、少しいいか？」

　レイチェルが俺たちの間に割って入ってきた。

「今、双方の折り合いが付く方法を思いついたのだが」

「何じゃエルフ。言うてみい」

「いや、実に簡単な方法なのだがな」

　そう言って、レイチェルはとんでもないことを口にした。

「ヒロタカがギーゼラの代わりに魔剣と契約して魔王になればいいのではないか？　そうすればギーゼラは他の魔王に怒られることなく自堕落生活に戻れるし、ヒロタカは魔剣を手放さずにすむ」

「…………」

　薄暗い廊下が静まり返った。

　それはもう、メチャクチャ痛々しいほどに。

　１階のギルドから「すみませ～ん、そろそろ依頼を受けたいんですけど～？」と、間の抜けた冒険者の声が聞こえた。

　今日もいつもと変わらない１日がはじまるようだ。










第４章　合同依頼で伝説の魔物を討伐しよう




　異世界に来て生活環境が様変わりしてしまったが、休みの日の過ごし方もガラリと変わった。

　会社で働いていたときは、ひとりでのんびり過ごすことが多かった。

　ネットの動画共有サイトで追っかけている配信者の動画チェックをしたり、サブスク型の動画配信サービスで映画やアニメを観たり、積読してる本を読んだり。

　夜は「ひとり焼肉」に行くこともあった。

　俺は誰にも干渉されることなく、肉に集中できるひとり焼肉が好きだった。ひたすら肉を焼いてライスと一緒に口に入れてビールで流し込む。

　何と贅沢なひとときだろう。

　知り合いには「悲しすぎるだろ」と同情されたりもしたが、それが俺のライフスタイルで、最高の休日の過ごし方だった。

　だけど、こっちの世界に来てからはそうもいかなくなった。

　この世界に焼肉屋がないというのもあるけれど、休みの日にやらなければならないことが多いのだ。

　冒険者の依頼で使う消耗品の補充に、装備メンテナンス。

　それに、この世界の言語学習や剣術の基礎訓練。

　特に剣術の訓練に関しては力を入れていて、リゼに勧められて街の剣術道場に通うようになった。

　会社で働いていたときから運動には自信があったし、できるだけ危険な依頼は受けないようにしているが、だからといって怠けていたら足元をすくわれてあの世行き……なんてことになりかねない。

　実際、先日のギーゼラとの戦いでは瀕死の重傷を負ってしまった。俺が目指す「悠々自適な異世界ライフ」を送るためには、剣の腕は絶対に必要なのだ。

　そんなふうに、オフの日なのに勉強をしたりトレーニングをしたり、まるで「意識高い系サラリーマン」みたいな生活をはじめて１週間。

　今日も道場で汗を流した俺は、最近の楽しみのひとつであるパン屋に寄って家に帰ることにした。

　買うのはもちろん、焼き立て豚肉を使った肉汁たっぷりのニンニク入りサンドイッチだ。たまに非常食として依頼のときに携帯しているけど、実にジャンキーな感じでメチャクチャ美味いのだ。

「はい、ニンニク入り豚肉のサンドイッチひとつね」

「ありがとうございます」

「こちらこそ、いつもありがとうございます、ヒロタカさん」

「……え？　あ、いえ」

　パン屋の店主からいきなり名前を呼ばれて、つい瞠どう若じゃくしてしまった。

　俺は軽く会釈をして、いそいそとパン屋をあとにする。

　大通りに出て白猫ギルドに向かっていると、今度は鍛冶屋の店主が声をかけてきた。

「ヒロタカさん！　鎧の仕立てが終わってるんで、いつでも取りに来てくださいね！」

「……あ」

　言われて思い出す。

　そういえばギーゼラ戦で防具の重要性を再認識して、重量が軽めの鎧を注文したんだった。

「はい、ありがとうございます。あとで取りに伺います」

　しかし、今は立ち寄らないことにした。鍛冶屋の店主には悪いけど、訓練でヘトヘトなのだ。まずは家に帰ってサンドイッチを食べてひと息つきたい。

　だが、またしても俺の目的を妨げる人物が現れた。

「あっ、ヒロタカさん！」

　次に声をかけてきたのはポーション屋のハゲ頭店主だった。

「高級ポーションが入ってるから寄っていきなよ。安くするぜ？」

「あ～……ちょっと手持ちがないんで、明日寄らせていただきます」

「わかった。じゃあ、待ってるぜ」

　笑顔で手を振って、慌てて立ち去る。

　俺はできるだけ声をかけられないように、急ぎ足で大通りを歩いていく。

「……はぁ」

　何とか店舗が並ぶ区画を抜けて、思わず安あん堵どのため息をついてしまった。

　剣の訓練より家に帰る道中のほうが疲れる気がする。

　ここ最近、こんなふうに声をかけられることが増えてきている。

　その理由は１週間前に起きた、あの「魔王襲撃事件」だ。

　試験会場に現れた魔王ギーゼラを退けた俺の名前と顔は、冒険者だけじゃなく街の人々の間にも広まってしまったらしい。

　最強剣士ヒロタカがひとりで魔王を倒した――。

　魔剣使いヒロタカが多くの冒険者を救った――などなど。

　魔王襲撃事件のことを聞かれるたびに、「あれは俺だけの手柄じゃない」と説明して回っているのだが、俺の名前だけが独り歩きしている。

　そんなふうに慕ってくれているのはありがたく思う。店では割引をしてくれることもあるし、掘り出しものを紹介してくれたりもする。

　だけど、悠々自適な生活とは真逆になりつつある現状を、あまり好ましく思っていないのも実情だ。

「ヒロタカ」

　げんなりしていると、またしても誰かが声をかけてきた。

　今度は誰だとそちらを見ると、フードつきの外套を着た少女が木陰から俺を見ていた。

　フードからこぼれ落ちている髪は金色に輝き、こちらを見つめる双そう眸ぼうは血のように赤い。

　ギョッとしてしまった。

　彼女こそ、俺が倒したと噂になっている魔王ギーゼラ本人だからだ。

「……ほう？」

　ギーゼラの視線が俺の顔から、つつっと手元に落ちる。

「わざわざワシのために土産みやげを買ってくるとは、殊勝な心がけじゃな。褒めてやろう」

「……突然現れて何言ってんだ。これは俺が食べるやつだから」

「なっ、何じゃとっ!?」

　わかりやすく、オーバーリアクション気味にギョッとするギーゼラ。

「ま、まさか、そのサンドイッチをワシにやらんというのかっ!?　こんなにも可愛い娘が、ひもじい思いをしておるというのにかっ!?」

「そんな主張しても知らないし、助ける義理もない。そもそも吸血鬼のお前は飯を食わなくても死なないだろ」

　リゼに色々調べてもらったから知っているんだからな。

　ギーゼラは腕を組み、難しい顔で頷く。

「うむ。死にはせんが、人間の食べ物は美味いから食べたい」

「欲望に素直っ！」

　ここまで素直だと逆に清々しい。

　だからといって渡すわけにはいかないけど。

　ギーゼラを無視して帰路を急いだが、彼女は指を咥くわえてひもじそうにあとをついてくる。何だか虐待しているみたいで心苦しい。

「……ああ、もう。わかったよ」

　あっさり折れてしまった俺は、サンドイッチの半分を渡した。

　ギーゼラは嬉しそうに受け取ると、大口を開けてサンドイッチにかぶりついた。

「というか、こんなところで何をやってるんだ？」

「ムグ……ん？　ワシか？　おぬしが帰ってくるのを待っておったんじゃが？」

「待ってた？　何で？」

「何じゃ忘れたのか？　昨日、しばらくおぬしの家で自堕落生活を送らせてもらうと伝えたばかりではないか」

「聞いたけど許可を出した覚えはない」

「許可が出てないからこうして付き纏まとっておるのじゃ。ま、それが嫌なら、さっさと魔剣を手放すか、契約することじゃのう」

　ギーゼラがサンドイッチの残りをヒョイと口の中に投げ込む。

　ギルドの試験会場で死闘を繰り広げた魔王ギーゼラが、魔剣を返してほしいと再び俺の前に現れたのが１週間前だ。

　押し問答を繰り返し、それを見かねてかレイチェルがバカみたいな提案をしてきたのだが、意外にもギーゼラは乗り気だった。

「じゃあ、ヒロタカに魔王の座は譲る」

　あっさりと承諾したギーゼラに、俺は驚きを隠せなかった。

　魔王の座ってそんな軽いのかと思ったけど、元々やる気がなさそうだったし彼女にとっては渡りに船だったのかもしれない。

　とはいえ、二つ返事で「じゃあ、魔王になります」というわけにはいかない。

　魔王討伐のためにこの世界に転移させられた人間が魔王になるなんて、どんな笑い話だ。

　それに「悠々自適な生活を送るために人間やめます」じゃ本末転倒すぎる。魔王になったら、世界中の冒険者から毎日命を狙われることになりかねないのだ。

　なので、俺は魔剣の契約も即刻拒否した。

　その結果、こんなふうに付き纏われるようになった。

　さすがに「ヒロタカの部屋で自堕落生活を送らせろ」と駄々をこねはじめたときは、どうにかして討伐できないものかと真剣に悩んだ。

　まぁ、幸いにもギーゼラは分別をわきまえていて、強引に部屋の中に入ってきたりはしていないので放置しているけど。

「ん？　それとも、ワシとひとつ屋根の下で暮らすのが恥ずかしいのか？」

　ギーゼラが上目遣いで俺を見る。

「フフ、見た目どおりにウブな男じゃのう。……ほれ、何なら夜の相手もしてやろうか？」

　外套の襟元を人差し指で引っ張り、小さい胸元を覗かせるギーゼラ。

　俺は即座に頭をひっぱたいた。

「いたっ！　何するんじゃ!?」

「だ・か・ら！　そういうのはいらねぇって言ってんだろっ！」

「何じゃ？　胸には興味ないのか？　おぬしも好き者じゃなあ。だが安心しろ。実はワシは尻のほうに自信があって――」

「あ、バカ！　こんなところで脱ごうとするな、変態！」

　通行人がこっち見てるだろ！　どこからどう見ても、子供に犯罪まがいのことをしているヤバいやつじゃないか！

　悪い方面で有名人になる危機感を抱いた俺は、慌ててギーゼラを抱きかかえて走り出した。

　剣術訓練のあとに肉体労働はキツすぎるが、妙な噂が立つよりマシだ。

　全速力で大通りを駆け抜け、白猫ギルドの前に到着すると同時にギーゼラを投げ捨ててやった。

　せめて尻から落ちて痛い目を見ろと思ったが、さすがは魔王と言うべきか、ギーゼラは空中でふわりと態勢を立て直して華麗に着地した。

「なかなかにスリリングじゃったのう？」

　ギーゼラがケラケラと笑う。

　俺は肩で息をしながら小生意気な魔王を睨みつけた。

「お、お前、マジでやめろよっ！　魔王撃退の噂だけで参ってんのに、さらに変態ロリコンの噂も流すつもりかっ！」

「ん？　ロリコンって何じゃ？」

「お前みたいなお子様を性的に好む変態野郎のことだよっ！」

「なっ!?　ワシは子供ではないと何度も言っておろうがっ！」

　尖った犬歯をむき出しにして怒り出すギーゼラ。

　本当に何なんだこの魔王は。サンドイッチを横取りしただけじゃなく無駄に体力も使わせるし、やっぱり真剣に討伐を検討すべきじゃないだろうか。

　でも、魔剣で斬っても無傷だったし、どうやれば退治できるんだ？

　吸血鬼だから、ニンニクが弱点だったりするのだろうか。

「……お前ってニンニクが苦手だったりする？」

「ん？　何じゃ、やぶから棒に。特に嫌いではないが？」

　それがどうした？と言いたげにギーゼラが首をかしげる。

　そりゃそうか。ニンニク入りの豚肉サンドイッチを美味いって食べてたしな。

「いや、吸血鬼って言ってたから、そういう弱点があるんじゃないかと思ってさ」

「弱点か。そういうものがないこともないが、おぬしに教えるわけがなかろう」

「ですよね」

　教えたら速攻退治されちまうもんな。

　明日リゼに聞いてみようかな。彼女の先生だったら知ってそうだ。

　そんなことを考えつつ、白猫ギルドの扉を開く。

　ギルドの中は、今日も多くの冒険者たちで賑にぎわっていた。

　魔王襲撃事件のあとから、白猫ギルドへの移籍者はうなぎのぼりで増えている。

　さすがにローナひとりではさばききれなくなり、猫耳獣人の女の子がふたりほど増えた。両者ともローナの同郷の獣人で、ギルドの２階に部屋を借りて住んでいる。

　レイチェルも未だにここに住んでいるので、４人の女子と一緒に生活をしていることになるのだが、喜ばしいことなんて何ひとつない。

　干しているパンツをレイチェルに盗まれたりするのでむしろ気苦労のほうが多い。ギーゼラまで押しかけてきて、もはやプライベートすらない状態だ。

「のうヒロタカよ」

　声をかけてきた知らない冒険者（多分、先日の冒険者試験で助けたやつらだ）と挨拶を交わしつつ、階段に向かっているとギーゼラに声をかけられた。

「真面目な話、おぬしは魔王に向いておると思うぞ？」

「……は？」

　突拍子もない話題にあっけに取られてしまったが、しばし考えて魔剣との契約の話かと気づく。

「向いているって、どういう意味だ？」

「魔剣は手にした者全員が契約できるというわけではないのじゃ。魔剣は自分にふさわしい契約者を選ぶ。しかし、あそこまで自在に魔剣を操れるのなら、おぬしは魔剣に気に入られていると考えてよい」

「だから魔王に向いているってわけか」

「そうじゃ。もしかすると、おぬしにはワシと同じ『怠惰の血』が流れておるのかもしれん」

「……まぁ、怠惰って部分は否定しないけどさ」

　元々、悠々自適に生きるために魔剣を使っているわけだし。

　まさか肯定されると思っていなかったのか、ギーゼラがポカンとしたあと小さく肩を震わせはじめた。

「くっくっくっ、おぬしは本当に面白いのう。食べてしまいたいくらいに可愛いやつじゃな」

　ギーゼラが舌舐めずりをする。口の端から覗く鋭く尖った犬歯が妙に艶かしくて、思わずドキッとしてしまった。

「と、というか、魔王になるとどうなるんだよ？　お前みたいに吸血鬼にでもなるのか？」

「ん？　魔王に興味を持ったか？」

「持ってないけど気にはなる」

　２階に上がって人気がなくなったからか、ギーゼラがふわりと空中に浮かんだ。

「魔王は何にでもなれるぞ。ワシも１５０年前は普通の人間じゃったからの。種族変更ができるスキル『輪りん廻ね再編』は魔王の特権じゃ」

　そんなスキルがあるのかよ。魔王って本当に何でもアリなんだな。

「じゃあ、魔王になって人間をやめたやつが多いってことか？」

「そうでもない。逆に人間になった者もおるぞ。魔王のひとり『暴食の魔王』は元々ゴブリン族だったはずじゃ」

「ゴブリンって、あの小鬼のことか」

　ギルドの依頼で討伐したことがある。洞窟や廃城に住んでいる小型の魔物で、非力な部分を数でカバーしているやつらだ。

「そうじゃ。最弱の部類に属するゴブリンとて、魔剣と契約すれば単独で国を滅ぼせるくらいの力を得ることができる」

「マジかよ」

　最弱の魔物が頂点捕食者になるなんて、魔王の力ってヤバすぎるだろ。

　軽く身震いしていると、不思議そうにこちらを見ているギーゼラに気づく。

「……何だよ？」

「いや、ワシの話を疑わんのかと思ってな」

「そんな話信じられるか、と言いたいところだけど、お前が１００年前に国を滅ぼしたって話を小耳に挟んだからな」

　１００年前にギーゼラがとある小国を滅ぼしたのをきっかけにして世界を巻き込んだ戦いになったとリゼが話してくれた。

「ほほう、１００年前の話なのによく知っておるの。おぬし、実はワシ並みに長生きしとるのか？」

「んなわけあるか。言い伝えが残っているんだよ」

　ベタベタなボケをしやがって。

「というか、どんな理由で国を滅ぼすことになったんだ？」

「あのときは何じゃったかな。高名な騎士団長がワシの首を取りに来たんじゃったか……それとも宮廷魔術師の長がワシを退治しに来たんじゃったか……」

「お前、色んなやつに喧嘩を売られてるんだな」

　もしかして、引きこもりになったのはソレが原因なのか？

「喧嘩を売られたので国を滅ぼしてやったまでだ。それで引き下がるだろうと高をくくっていたが、まさか総出で戻ってくるとはのう。ハハハ……」

　笑い事じゃない気がするけど、魔王にとっては笑い事なんだろうな。

　何ともスケールがデカすぎる話だ。

「まぁ、とにかくじゃ。魔王になれば自由に生きられる。ワガママを通すだけの力はあるからの」

「自由に、生きる力……か」

　つい、その言葉に心惹かれてしまった。

　好きなときに好きなことを自由にできる、自由気ままな異世界ライフ。それこそ俺が手に入れたいと思っているものじゃないのか。

　だが――そんなことを考えていた俺の頭に、ふとリゼの顔が浮かんだ。

「絶対に……だめですからね」

　１週間前、魔剣との契約を勧められたときにリゼに言われた言葉だ。

　誰よりも俺が魔王になることを反対していたのがリゼだった。

　魔王になったとき、俺の身にどういう変化が起きるのかはわからない。もしかすると、今以上に自分の欲に忠実になってしまうかもしれない。

「人格を試したければ権力を与えればいい」と言ったのはリンカーン大統領だったっけ。力を与えられるというのは、試されることでもある。

　だからリゼは、俺が変わってしまうことを恐れているのだろう。

　俺が俺でなくなり、ひとりになってしまうことを。

「どうじゃ？　魔剣と契約する気になったか？」

「んなわけないだろ。むしろ、さらに契約したくなくなったわ」

　俺はギーゼラの真紅の双眸を見据えて即答する。

　自由に生きる力を得るのは魅力的ではある。

　だけど、この世界で作ってきた関わりをすべて白紙に戻してまで手に入れたいとは思えない。冒険者という仕事は好きだし、リゼもレイチェルもローナも、俺にとって大切な仲間なのだ。

「魔剣は使うけど契約はしない。何があってもだ」

「決意は固いようじゃの」

「最初から言ってるだろ。だからもう諦めて家に帰れよ」

「……ふむ。そうするしかないのかの」

　悲しげなため息を漏らすギーゼラ。

「残念じゃが、これ以上は無駄なのかもしれん」

「な、何だよ。今日はやけに物わかりがいいな」

「無駄なことはやりたくない性分での」

　妙に納得してしまった。

　なくなった魔剣を捜しに行くのもめんどくさがっていたようだし、元来、無駄なことはやらないタイプなのかもしれない。

「のうヒロタカよ。魔剣のことは諦める。だから、最後にもう一度だけ見させてはくれんか？」

「え？　魔剣をか？」

「そうじゃ。もう二度と手にすることはできんからの。目に焼き付けておきたいのじゃ」

「……まあ、それくらいなら」

　こいつは意外と分別がしっかりしているし、強引に奪っていったりはしないだろう。

「確か魔剣は部屋の中にあるんじゃったな？」

「ああ。訓練には必要ないからな」

「中に入っても？」

「いいぞ。ただし、見たらさっさと帰れよ」

「ありがとう」

　ギーゼラはふわりと俺の頭を飛び越えると、部屋の前に降り立った。

　そして、俺のほうを見てニヤリと口角を吊り上げ、尖った犬歯を覗かせた。

「な、何だよ。その顔」

「いや。ようやく許可が出たと思っての」

「許可？」

「そうじゃ。吸血鬼は家主の許可が下りなければ部屋の中には入れんのじゃ」

「……は？」

　何だそれ。

「言ったであろう？　ワシには弱点がないこともない、とな」

　何だか嫌な予感がする。

　まさかこいつ――。

「この１週間、外でずっと俺が帰ってくるのを待ってたり、強引に部屋に入ってこなかったりしたのって……」

「そうじゃ。おぬしから入室の許可が出てなかったからじゃ」

　やってしまった。

　俺はロリ悪魔にまんまと騙されて、決して渡してはならない「家の鍵」を渡してしまった。

　ちくしょう！　何が分別があるやつだ！

　こいつは虎こ視し眈たん々たんと獲物が隙を見せるのを待っていた獰どう猛もうな捕食者だった！

「ん？　何じゃ？　まさか物わかりがいい女だとか思ってくれていたのか？」

「……ッ」

「フフ、可愛いのう。じゃが、安心せいヒロタカよ。これからは……ずっと一緒じゃからの？」

「ふ、ふざけんな！　詐欺じゃねえかそんなの！　許可は取り消しだ！」

「もう遅い。その証拠に……ほれ、こうしてちゃんと扉は開いたぞ？」

　ニヤけ顔のまま部屋の中へと消えていくギーゼラを見て、軽く絶望してしまう。

　これからは、毎晩ギーゼラの襲撃に怯えなくてはならないなんて嫌すぎる。

　ああ、もう。どうしてこんな面倒事ばかり起きるのか。

　俺はただ、大人しく自由気ままに生きたいだけなのに！

　もしかして女難スキルでも習得してしまったのかと己を呪いつつ、俺は慌ててギーゼラのあとを追うのだった。




† † †




「どっ、どうしたんですかヒロタカ様!?　目の下のクマがヒドイことになってますけど!?」

　ちらほらと冒険者が現れた早朝の白猫ギルド――。

　２階から降りてきた俺を見るなり、挨拶もそぞろにテーブルに腰掛けていたリゼが驚嘆の声を上げた。

　俺は彼女の隣に座り、重々しい口調で尋ねる。

「なぁリゼ、結界魔術って使えるか？」

「え？　結界魔術？」

「何つーか、アンデッドとか吸血鬼とかを入らせないようにするやつ」

「す、すみません、浄化系の魔術はまだ習得していなくて……というか、何かあったんですか？」

「許可した覚えがない吸血鬼に、俺の部屋が乗っ取られちゃってさ」

「吸血鬼って、もしかしてギーゼラさんですか？」

　俺は首がもげてしまうくらいに深く頷いてから、リゼに昨晩起きたことを詳細に説明した。

　昨日、唯一の安らぎの場所をギーゼラに侵略されてしまった俺は、部屋で訓練の疲れを癒やすこともできず、魔剣を抱えて一日中ギーゼラから逃げ回っていた。

　夜になり、さすがにヘトヘトになったので休みたかったのだが、部屋には悪魔が待ち構えている。

　なので俺は、ローナに頼んで別の部屋を借りることにした。

　幸いにも、部屋を変えたらもう一度許可を出してもらう必要があるらしく、ギーゼラは部屋の入り口で口惜しそうに唇を噛みしめていた。

　やーい、ざまぁみろ！　……とは思ったけど、新しい部屋に移れたのはローナが起きた早朝。

　つまり、俺は一睡もすることなく、昨日の疲れを引きずったまま朝を迎えたというわけなのだ。

「お前は本当に困ったやつだ」

　深いため息を漏らしたのは、２階から降りてきたレイチェルだ。

「危機的状況だというからわたしの部屋に来いと誘ったのだが、頑なに首を縦に振らないのだ。全く、子供でもあるまいに。女性の部屋で寝るのがそんなに恥ずかしいのか」

　朝日にきらめく髪をなびかせるレイチェルを冷めた目で見る俺。

　何を言ってんだこいつは。暴漢に襲われたからと言ってストーカーの家に逃げ込むアホがいるわけないだろう。

「エロタカさん、昨晩はお楽しみでしたね！」

　ローナがニコニコ顔で近寄ってきた。

　俺は光の速さで彼女の両頬をつねる。

「おい猫娘。舐めた口を利いてると身ぐるみ剥がしてドブ川に沈めるぞ」

「ご、ごめんらはい」

　せっかく新しい部屋を用意してくれたことに礼を言おうと思ったのに、何がお楽しみじゃボケ。

　俺の指から逃れたローナが、頬をさすりながら続ける。

「機嫌を直してくださいよ。今日はすごくいい依頼があるんですから」

「いい依頼？」

「そうです。何と、ウチに合同討伐依頼が来たんですよ」

「……？」

　ゴウドウトウバツイライ？　何だそりゃ。

「何でも南の山岳地帯に巨大な魔物が現れたという話が領主様の元に届いたらしくて、合同の有害鳥獣駆除依頼を各ギルドに発注されたんですよ」

「……ふ～ん」

　内容の半分くらいは理解できなかったが、大事になってるってことだけはわかった。

　そんな空気を察してか、ローナが補足してくれた。

「合同討伐依頼は簡単に言うと、ヤバい魔物が出たときにＤランク以上のギルドに発注される『みんなで魔物を狩りましょう』って依頼なんです。で、ついに先日Ｄランクになったウチにも依頼が来たってわけです」

　つまり、パーティでも手に負えないので、みんなで協力して倒そうってわけか。

　なるほど。マジで大事じゃないか。

「そんなヤバい魔物が出たなら、冒険者じゃなくて軍隊を動かしたほうがいいんじゃないか？」

　カブルートを統治している領主ベイル・モンターニュは屈強な騎士団を持っているって聞くし。彼らに任せれば簡単に倒せるんじゃないだろうか。

「それが、そうもいかないんですよね……」

　答えてくれたのはリゼだ。

「軍を出せば周囲の領主たちを刺激してしまいますし、父の騎士団は街を守るための軍なので、直接的な被害が出ていない限り動けないんですよ」

　つまり、領主が持つ軍は「剣」ではなく「盾」ってことか。

　現代の日本と同じで、色々と制限があるんだな。

　リゼは色々と詳しいなと感心してしまったけど、そういえば領主令嬢だった。だからそこらへんの事情に詳しいのか。

「リゼは合同討伐依頼についてお父さんから何か聞いているのか？」

「南の山の話をしているのは耳にしました。わたしの魔術の先生も『近々、合同依頼が出る』とおっしゃっていましたけど、具体的な内容までは……」

　リゼが不安げにローナを見る。

　それに促され、俺はローナに尋ねた。

「で？　そのヤバい魔物っていうのは何なんだ？」

「聞いて驚かないでくださいよ!?　南の山に現れたのは、ドラゴンですよドラゴン！」

「……へ～……」

　ドラゴンって言ったら竜のことだよな。

　強敵っぽい雰囲気があるけど、いまいちよくわからない。

　何だか強そうだなと思いながら、ふとリゼとレイチェルを見たら魂が抜け落ちたように唖然としていた。

　うん。明らかに認識のズレがあるな、これ。

「もしかして、ドラゴンって珍しいのか？」

「め、珍しいどころじゃありませんよ！　ドラゴンはおとぎ話の中に出てくるレベルの魔物じゃないですか！」

　あ、やっぱりそれくらいレアな魔物なのか。まぁ、頻繁に出てくる魔物なら合同討伐依頼なんて出さないよな。

　レイチェルが神妙な面持ちでリゼの説明に補足する。

「わたしもドラゴン討伐などやったことはないし聞いたこともない。ただ、伝記を読む限り、ヒドラの突然変異種だとは思う」

　ヒドラというのは、確か巨大なトカゲの魔物だ。強力な毒を持っていて吐く息を吸っただけで体の自由が効かなくなると聞いたことがある。

　ヒドラの討伐依頼はたまに発行されるらしいのだが、受注できるのはＢランク以上と非常に高い。

　ヒドラでもそれくらい危険なのに、突然変異種だなんてヤバすぎるだろ。Ｄランク以上が受けられる合同討伐依頼にしたのは、頭数を揃えるためか？

　しかし、このタイミングでおとぎ話に出てくるレベルの魔物が現れるなんて、もしかして３人の魔王が出たことと関係があるのだろうか。

「ほう、ドラゴン討伐か」

　背後から少女の声がした。

　振り向くと、ギーゼラが今起きましたと言わんばかりに大きなあくびをしながら階段を下りてきた。

　ギーゼラの登場にリゼたちの表情がこわばった。

　だが、ギーゼラは気にする様子もなく、鼻歌を歌いながら俺の隣に腰掛ける。

「なかなか面白い話をしておるのう？」

「もしかして、南の山に現れたドラゴンのこと、知ってるのか？」

「ん？　いやいや、ワシは何も知らんよ？」

　ギーゼラがニヤけ顔でのたまう。

　何だかウソくさい。

「知っていることがあるなら教えてくれないか？」

「教えてくれ、じゃと？　おぬし、前々から気になっておったが、ワシを仲間か何かと勘違いしておらんか？」

　腕を組み、偉そうに講釈を垂れるギーゼラ。

「ワシに尋ねれば何でも答えてもらえると思ったら大間違いじゃぞ？　仮にワシが何か知っておったとしても、おぬしに教える道理などないわ。……ああ、そうじゃの。どうしても聞きたいというのなら、魔剣を手放すか契約してくれるのなら考えてやらんことも――」

「ニンニク入りの焼豚のサンドイッチひとつ」

「うん、何が知りたいのじゃ？　何でも教えるぞ？」

　実にちょろすぎる。もしこいつに尻尾があったら、ちぎれんばかりに振り回していることだろう。

「ドラゴンの出現は３人の魔剣の契約者が出たことと関係しているか？」

「３人の魔剣契約者？　ああ、そういえば、新たに３人の魔王が現れたとか言っておったな」

「同じ魔王なのに、やけに他人行儀じゃないか」

「ワシは他人とはつるまんタイプじゃからの。新たな魔剣の契約者は既存の魔王に謁見しに行くのが決まりなんじゃが、ワシへの謁見要請はガン無視した」

「……本当に怠惰なんだな、お前」

「褒めても何も出んぞ」

　褒めてねぇよ。むしろけなしたわ。

「それで、その３人の魔王とドラゴンに、何か関係があるのか？」

「さぁの。詳しくはわからんが、まぁ、関係ないとも言えんじゃろ。何事も、『トマトが赤くなると医者が青くなる』じゃ」

　何だっけそれ。トマトが実る季節は病人が少なくなるから、医者が青ざめるって意味だっけ。関係がなさそうなところに因果関係がある的な。

　というか、そのことわざってこの世界にもあるんだな。

「魔王のような何者にとっても天敵となりうる存在が突然自分のテリトリーに現れれば魔物とて行き場を失う。そんな魔物が向かうのは自分より弱い魔物のテリトリーじゃ。それが連鎖的に起きている可能性はあるじゃろうな」

　魔王出現を起因とした魔物の大移動ってわけか。

　その大移動の影響で、ドラゴンも行き場を失って南の山に現れた。

　ありえない話ではないな。

　しばしの沈黙。

「……あの、依頼はどうしましょうか？」

　そう尋ねてきたのはリゼだ。

　ドラゴンの合同討伐依頼を受けるかどうか。

　俺はしばし考える。

　ドラゴンは非常に危険な相手だが、報酬は桁違いに多いだろうし魔剣強化には持ってこいかもしれない。

　それに、今回は意外と危険は少ないはず。

　何せ、準備万全の高ランク冒険者が多数参加するのだ。この前の冒険者試験のときのように、相手にビビって敵前逃亡なんてことにはならないだろう。

「よし、合同依頼を受けてみよう。ただし、いつも以上に準備をしっかりとしてからだ。ポーションもできるだけ持っていこう」

「そうか。では、ワシもついていくとするかの」

　リゼたちよりも先に反応したのはギーゼラだった。

「何だ？　仲間でもないのに加勢してくれるのか？」

「いやいや、ワシは高みの見物じゃ。おぬしが死ねば魔剣を持って帰れるからの」

　こいつ。まさかそのためにドラゴンに加勢したりしないよな。

「心配するでない。おぬしらに加勢するつもりはないが、ドラゴンに加勢するつもりもない。ワシはあくまで傍観者じゃ」

　ニヤリと不敵な笑みを浮かべるギーゼラ。

　その表情を見て、嫌な予感が脳裏をよぎる。

　相手に加勢しないというならかまわないけど、何だか信用ならない。こいつは目的を達成するためなら手段を選ばないタイプなのだ。

　とはいえ、来るなと言っても強引についてくるだろう。どうにかして引き止める方法はないかと思案したけど、これといって妙案は浮かばなかった。

　改めてギーゼラは誰にも束縛されることがない、本当に自由な存在なんだなと実感する。

　誰にも束縛されず、己の欲望を叶えられる。

　――それが魔王という存在の本質なのかもしれない。
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　カブルートから南下して30分ほどが経ち、俺たちは「六輝平原」と呼ばれている場所にいた。

　正式名称は「エイシズ平原」というらしいが、大気中に滞留している高純度のマナの影響で風が６色に輝くためにそう呼ばれている。

　マナが滞留しているので深呼吸をすればマナの回復が早まるため、魔術の訓練に訪れる魔術師も多いのだとか。

　なので、ここぞとばかりにリゼに尋ねてみた。

「……え？　魔術の使い方、ですか？」

「そう。実はギーゼラ戦で魔術が使えるようになったみたいでさ」

　それに気づいたのは、つい先日だった。ギーゼラを撃退したことで、魔剣が新たにスキルを覚えていたのだ。

「ということは、加護のスキルを？」

「そうなんだ。ええと……確か『スクブスの加護』って言ったっけな」

「それなら使い魔を呼ぶ召喚系の魔術だな」

　教えてくれたのはレイチェルだ。

「わたしの禁忌死霊系統の死者召喚は、死者の魂を源にしてアンデッド系の使い魔を召喚するのだが、スクブスの加護は血を源にして吸血鬼の使い魔を召喚する」

　吸血鬼……てことは、ギーゼラが使ってたアレか。

　本人に聞いたほうが早いかと、フワフワと浮遊しながら俺のあとをついてきているギーゼラを見たがやめることにした。

　あいつのことだ。どうせまた対価を要求してくるに違いない。

　レイチェルが説明を続ける。

「吸血鬼はいいぞヒロタカ。やつらは血を吸うときに唾液を注入するのだが、それが快楽神経を刺激して、それはもう至福のひとときが――」

「よしわかった。それ以上言わなくていいぞ」

　鼻息が荒くなってきてるし。

　というか、経験済みなのが軽く引くわ。

　こんな変態は無視してリゼに話を続けてもらおうと思ったら、青ざめた顔で俺を見ていた。

「ま、まさかヒロタカ様、快楽のためにわたしに魔術の使い方を……!?」

「んなわけあるかい！」

　思わずツッコミを入れてしまった。

　あの純心の権化であるリゼまでレイチェルの変態気質に毒されてしまったのか。

　俺は見た目は17歳だが、精神年齢は32歳なんだぞ。そんな変態チックなことに手を出すわけないだろ。

　でも一応、あとでレイチェルに詳細を聞いとくかな。

「それで、魔術の使い方だけど」

「あ、はい。そうですね」

　こほん、と咳払いをしてからリゼが説明してくれた。

「魔術の詠唱はいくつかの構成によって成り立っています。まず、精霊や神への呼びかけにはじまり供物の指定。それから、系統と対象を指定して、魔術名を口述……といった感じです。これは以前にお話しましたよね」

「あ～……ええっと、そう……だったっけ？」

　教えられた気がするが、よく覚えてない。

「では、具体的な魔術構文は、わたしが教えてやろう」

　頭の中が「？」だらけになっている俺の空気を察してくれたのか、レイチェルが名乗り出てくれた。

「呼びかけは『崇敬たる誘惑の悪魔スクブス』だ。供物はマナと血液なので『命』、スクブスの召喚系統指定単語は『幽冥の鐘』、対象となる吸血鬼の指定単語は……」

「血の閥族者じゃな」

　頭の上から声がした。

　見上げると、寝転がった格好のギーゼラが空に浮かんでいた。

「どうした？　詠唱してみ？　供物になる血を忘れるなよ？」

「ええと……崇敬たる誘惑の悪魔スクブスよ、捧げし命の源により、その幽冥の鐘を持って血の閥族者たちを呼び起こせ……」

　魔剣で指先を少し切って、血を滴らせたときだった。

　周囲の地面から黒い煙が吹き出しはじめ、やがて渦を巻いて魔物の形へと変わっていった。

　現れたのは、先日戦ったあのコウモリだ。

　それを見て、リゼたちが感嘆の声を上げた。

「す、すごいです！」

「ほう？　いきなり成功するとは……やるなヒロタカ」

「え？　そんなにすごいのか？」

　俺は言われたままの言葉を口にしただけなんだけど。

　レイチェルが深々と頷く。

「自慢していいレベルだぞ。魔術詠唱は供物のバランスと精神状態によって成功率が大きく変わるのだ。初回で成功できるなどほぼありえない。わたしも魔術発動にはひと月ほどかかったからな」

「マ、マジで？」

　元Ｓランクの魔術師でもそれなのだから、初回で成功した俺が異様だということはわかる。

　あれ？　もしかして俺って、魔術の才能があったの？

「おぬしは本当に魔剣に気に入られとるようじゃの」

　ギーゼラが再び頭の上から声をかけてきた。

「魔術詠唱を魔剣がサポートしておるのじゃ。通常、魔剣は契約者にしか支援せんのじゃが、おぬしは特別のようじゃ」

　魔剣の支援、か。

　それを聞いて、これまでの戦闘が脳裏をよぎる。

　ひょっとして今までも魔剣の支援があったのかもしれない。魔剣の能力とは関係なく、やけに身軽に動けるなとは思っていたのだ。

　体力には前から自信があったけど、身体能力も向上している可能性はあるな。

「ふふん」

　そんなことを考えていると、ギーゼラが俺の体に抱きついてきた。

「……ッ!?　ちょ、おま、何くっついてんだ!?」

「ますますおぬしに興味が湧いた。顔も可愛いし、何から何までワシ好みの人間で――」

　すっと俺とギーゼラの顔の間に杖が差し込まれた。

　リゼが愛用している杖だ。

　その持ち主をちらりと見ると、不服そうに頬を膨らませていた。

「……あん？　何じゃ小娘？」

「な、何ていうか……そんなふうにくっつくのは、よ、よくないと思います」

「ワシが何をしようと勝手じゃろ。それとも何か？　ヒロタカはおぬしの恋人なのか？」

「……ッ!?」

　瞬く間にリゼが頬を紅潮させた。

「そっ、そそそそ、そんなんじゃ……ありませんけどもっ！」

「だったらワシが何をしてもかまわんじゃろ？」

「か、かまいます！　だって、すっ、すす、好きでもない相手に、そ、そんなふうにくっついちゃ、だめなんですからねっ!?」

「ワシはヒロタカが好きじゃよ？」

「……ぶっ」

　突然の告白に吹き出してしまった。

「お、お前、いきなり何言って」

「ウソではないぞ。魔剣のことがなければ、今すぐ城に持って帰りたいくらいじゃ」

「や、やめろっつーの！」

　頬をスリスリしながら頭をナデナデするんじゃねぇ！

　いい加減に離れろとギーゼラを引き剥がそうとするが、魔王の馬鹿力のせいでびくともしない。

「だ、だめですってば！　ヒロタカ様はそんなこと望んでいません！」

「ああもう、やかましいのう！　おぬしは何なのじゃ？　もしかして、ヒロタカのことを好いとるのか？」

「すっ……すぅうう!?」

「あん？　何じゃ、違うのか？　ヒロタカを好いとるから、ワシに妬いとるんじゃないのか？」

「わっ、わわ、わたしは……ヒロタカ様のこと……すっ、す、す、す、す」

　両手をギュッと握りしめ、唇を尖らせて「す」を連発するリゼ。

　そして彼女は、意を決したように声を大にして叫ぶ。

「素敵な人だと思ってますっ！」

「何じゃそりゃっ！」

　ギーゼラが芸人かと思うくらいに鋭いツッコミを入れた。

　どちらかというとボケ担当のギーゼラにツッコミをさせるなんて、やるなリゼ。

　ま、俺もギーゼラと同じセリフを心の中で叫んじゃったけどさ。

「……わたしは知っているぞ」

　微笑ましくリゼを見ている俺に、そっとレイチェルが耳打ちしてきた。

「これがいわゆる『ヘタレ』というやつだろう？」

「違うし、仲間にヘタレとか言うな」

「いたっ」

　つい後頭部を叩いてしまった。

　そんなくだらないこと言ってる余裕があるなら、トラブルの元凶であるこの小悪魔をどうにかして引き剥がせよ。

「とにかく、だめなんです！」

　そんな俺たちの駄弁に見向きもせず、リゼとギーゼラの争いは続く。

「いいですかっ!?　今すぐ離れないと……買ってきた浄化魔術と同等の効果がある『神聖水』を使いますよっ!?」

「……ッ!?　し、神聖水だと!?」

　リゼがポーチから取り出した小瓶を見て、ギーゼラがギョッと顔をこわばらせる。浄化魔法というのは、アンデッド系に効果がある神聖系の魔術だったっけ。

「は、はは、バカめ！　ワシは吸血鬼じゃぞ？　神聖水など、き、き、効くわけがなかろう！」

　わっはっは、と俺にくっついたまま高笑いするギーゼラ。

　だが、目が全然笑ってない。

　ああ、なるほど。めっちゃ効果があるんスね。

「じ、じゃが、今回ばかりは許してやろうではないか。運がよかったなこむす……お、おい、その瓶をワシに近づけるでない」

「早くヒロタカ様から離れてください……！」

「も、もう離れとるじゃろうが！　や、やめい、鼻がちりちりしてきた！」

　ギーゼラは目尻に涙を溜めながら、ついに「ごめんなさいっ！」と魔王らしからぬ言葉を放って空に逃げていった。

　効果てきめんとはまさにこのことだ。これは、ギーゼラがウザ絡みしてきたときのために神聖水を買っておいたほうがいいかもしれないな。

「あの」

　しかし、その必要はなかった。リゼがうつむいたまま、小瓶を俺に差し出してきたのだ。

「またギーゼラさんがくっついてきたら、容赦なく使ってください……」

「お、おう」

「あと、家にストックがたくさんあるので、必要になったら言ってください……」

「え？　あ、うん、ありがとう」

　リゼの声に感じる、いつもとは違うただならぬ殺気。

　な、何だかマジ怒りしてませんか、リゼさん。

　というか、ストックがたくさんあるって、こうなることを予想して事前に買いだめしてたってことですかね？

　先見の明がありまくりじゃないですか、リゼさん。

　ちょっと怖いけども！

「ええと」

　俺はリゼの殺気に気圧されながら、恐る恐る口を開く。

「じゃあ……とりあえず、先を急ごうか」

「……はい」

　こくりと頷くリゼ。

　神聖水をポーチの中にしまって、モーリス山に向けて歩き出す俺たち。

　それからモーリス山に到着するまでの間、無神経なレイチェルが黙り込んでしまうくらいのどんよりオーラが、リゼから出続けていたのだった。
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　魔物に絡まれることなく六輝平原を抜けて今回の目的地である南の山……モーリス山の麓に到着した。

　山の麓は、木がまばらに生えている草地が広がっていて、山の斜面をスプーンですくったような形をしている。

　どこまでも続く緑の絨じゅう毯たん。

　四方をとりかこむ、荘厳な山々。

　吹き抜ける風は心地よく、流れる時間もこころなしかゆったりとしている。

　ドラゴンが現れたというモーリス山は、まるで絵本の中に入ったかのような幻想的な場所だった。

「本当にこんなところにドラゴンがいるんですかね？」

　穏やかな風に乗ってリゼの声が流れてきた。

「わからないな。もう少し山を登る必要があるのかもしれないけど」

　不思議なことに、ドラゴンはおろか今回の討伐依頼に参加している冒険者の姿すらない。

　本当にここで合っているのか不安になってくる。

　ローナからは「現地に行けば雰囲気でわかりますよ」と言われただけなので、合同討伐依頼の参加方法すらよくわかっていないのだ。

「とにかく、探してみようか」

　ここで美しい景色を眺めていても仕方ないので、とりあえず冒険者の姿を探しながら歩いてみることにした。

　モーリス山の麓は開けた谷と小高い丘がいくつも連なって構成されていて、遠近感覚が狂ってしまいそうなくらいに広い。

　歩けど歩けど、目の前に見えているはずの丘を越えることができない。

　これはドラゴンと戦闘がはじまる前にヘトヘトになるんじゃないか……と一抹の不安を覚えたとき、ふと隣に人の気配がした。

「よう、兄ちゃん」

　ギョッとして横を見ると、見知らぬ男が隣を歩いていた。

　年は30歳くらいだろうか。長い白髪の間から覗く蒼眼は鋭く、表情は穏やかだが張り詰めた弓のような雰囲気がある。

　銀に輝いている胸当てに肩鎧。明らかに俺が身につけている革の鎧とは値段の桁が違う豪華な装備だ。

　どっからどう見ても、熟練の冒険者という感じだけど、どちら様だろう。

「あ、どうもです」

　とりあえず「久しぶりですね～」という雰囲気を出して笑い返した。

　こういうとき、素直に「どこかでお会いしましたっけ？」と聞けないのが現代社会人の性か。

「この前は助けてくれてありがとうよ。兄ちゃんのおかげでこうして冒険者を続けられてるぜ」

　その話を聞いて、ああ、と気づいた。

　この男はあの試験会場にいた冒険者だ。ということは、そこまでランクは高くないのか。いかにも熟練者っぽい雰囲気だけどな。

「しかし、魔王を倒すなんてホントすげぇよな。魔剣使いって聞いたけど、もしかして兄ちゃんも魔王なのか？」

「ち、違いますよ。俺はただ魔剣を使ってるだけで、契約はしていません」

「そうなのか？　魔剣を持ってるのに契約してねえとか、もったいねえ話だな？」

　何だか「俺が代わりに契約しようか？」なんて言い出しかねない雰囲気だ。

　愛想笑いを返したけど、魔剣との契約の件はあまり他言しないほうがいいのかもしれないな。襲われて魔剣を奪われましたなんて、目も当てられないし。

　白髪の冒険者は俺の背中をバシッと叩く。

「同じ街に兄ちゃんみたいな優秀な冒険者がいて俺も鼻が高いぜ」

「よしてくださいよ。マイペースに冒険者をやるのが信条なんですから。魔剣使いだなんだと囃はやし立てられるのも少し迷惑しているんです」

「何だ？　謙遜か？　やっぱり魔王を倒すやつは器がデカいな。魔王のやつもあの世で感心してるんじゃないか？」

　ワハハと笑う男の向こうに、ニヤけ顔のギーゼラが見えた。まさかこの冒険者もその魔王がすぐ近くにいるとは思うまい。

「それで？　魔剣使いの兄ちゃんも、合同討伐依頼に参加しに来たのか？」

「そうですね。でも、ドラゴンの気配が全くしないんですが、本当にいるんですかね？」

「さぁね。もしかすると、もう狩られちまったのかもしれねぇな。噂では『ひとつ目熊』から熟練パーティがわんさか参加してるらしいし」

　ひとつ目熊というのは、冒険者ギルドの「ひとつ目熊の寝床」のことだろう。Ｂランク以上の冒険者しか登録できないギルドだから、最低でもＢ以上の冒険者パーティということになる。

　そんな猛者パーティが多く参加しているなら、本当に俺たちの出番はないかもしれないな。

　それはそれでありがたい話ではあるけど、心配なのは報酬だ。ここまで来て銅貨１枚ももらえなかったら完全に赤字だ。

「討伐が完了していた場合、報酬はどうなるんです？」

「前回の合同依頼のときは、現地にいるギルドスタッフに会員証を提示すれば報酬がもらえたはずだ。ま、そんなに多くはなかったが」

「え？　狩りに参加していなくても報酬がもらえるんですか？」

「合同討伐依頼の報酬は参加者で均等割りだからな。だが、討伐した魔物の素材は仕留めた冒険者たちのモンだ。運がよけりゃ莫大な金と名誉が手に入る」

　おとぎ話で出てくるドラゴンの素材ともなれば、肉ひとつでも相当な額で取引されそうだ。ましてや仕留めた冒険者は、歴史に名を刻むことになる。そりゃ高ランクの冒険者も張り切るわけだ。

　そんなことを話しているうちに、ようやく丘の頂上に到着した。

　ここまで来ればドラゴンの姿を拝めるかもしれないと、期待に胸を膨らませたが――そこに広がっていた光景は、想像を絶するものだった。

「……な、何だ……これは」

　白髪の冒険者も、その光景を見て呆ぼう然ぜんとしていた。

　つい寝転がってしまいたくなる草原は姿を消し、辺り一面には焼け焦げた真っ黒い大地が広がり、負傷した冒険者たちで溢れかえっていたのだ。

「行くぞ！　リゼ！　レイチェル！」

　とりあえず状況を確認するべきだと考えた俺は、白髪の冒険者と別れてリゼたちと丘を駆け下りた。

　むせ返るような焦げた匂いが充満する中、苦しんでいる負傷者たちを魔術師が逼迫した表情で治療している。

　治療しているのは、リゼのような回復魔術が使えるクレリックだろう。

　でも、負傷者に対してクレリックの数が全く足りていない。

「お、おい、あれを見ろ！」

　冒険者たちの中から声が上がった。

「魔剣使いだ！　例の魔剣使いが来てくれたぞ！」

「おおおっ！　これでもう勝ったも同然だぞっ！」

　負傷した冒険者たちが、俺に羨望の眼差しを向けてくる。

　そんな頼りにしないでくれ、と思った。

　ここには俺よりもずっと強い冒険者がいるはずだろ。

「ヒロタカ様、わたしも負傷者の治療のお手伝いしたいのですが」

　リゼが声をかけてきた。

「よし、ひとまず３人で手分けして手持ちのポーションを配ろう。ただし、これからの戦闘を見越して最低限のストックは残すように」

「わかりました」

「わかった」

　リゼとレイチェルにポーションを配って、俺も周囲の負傷者の治療に当たった。とはいえ、ここにいる全員に行き渡るほど余裕があるわけではない。周囲にいる４、５人に配っただけですぐに底が尽きてしまった。

　こんなことなら、部屋にあるポーションを全部持ってくるべきだったか。

「……ほぼ全員が熱傷を負っていましたね」

　戻ってきたリゼがそっと囁くように言った。

「ドラゴンの炎系魔術かな？」

「あの熱傷はドラゴンの炎によるものだと思いますが、多分、魔術ではないと思います。ヒドラ系の魔物は体内に『袋』と呼ばれる部位があって、そこに溜めている体液を噴射するんです。ドラゴンにも『袋』があって、火種になる液体を溜めていると聞きます」

「その体液を噴射させるときに引火させて炎を発生させる……ってことか」

　火炎放射器と同じ原理だ。規模は全く違うけど。

「でも、魔術を使わずに火種を使うって、何だか原始的だな」

「原始的だからといって魔術に劣るわけではありませんよ。ドラゴンの袋の中には大タル数個分の火種が入っていて、マナと違って枯渇することがないらしいですし」

「大タル１個でどれくらいの量なんだ？」

「確か、酒場の大ジョッキで大体６００杯分くらいです」

　それは確かにヤバい。そりゃ火の海になるわけだ。

　俺は周囲をぐるっと見回す。

　しかし、そのドラゴンはどこにいるんだろう。それに、「ひとつ目熊の寝床」ギルドに所属しているＢランクの猛者たちの姿も見当たらない。

「ヒロタカ、状況がわかったぞ」

　レイチェルが駆け寄ってきた。

「わたしたちが到着する30分ほど前に、ここから北にしばらく行ったところでドラゴンとの戦闘が起きたらしい。そこで先陣を切った５つのＢランクのパーティが全滅したようだ」

「ぜ、全滅？　Ｂランクのパーティが？」

「そうだ。そのあと、ドラゴンは残った冒険者をここまで追ってきたが、突然姿を消したらしい」

　それで周りが焼け野原になってるってわけか。

　でも、Ｂランクのパーティが５つも全滅するなんて、想像以上にヤバい相手じゃないか。魔剣があっても、俺に何とかできるレベルじゃないぞ。

「ドラゴンの姿を見たものはおったか？」

　すっと俺とレイチェルの間に小柄な少女が入ってきた。

　これまでずっと傍観していたギーゼラだ。

　突然何だと小言をぶつけようと思ったが、その言葉を飲み込んでしまった。ギーゼラの眼差しが、これまで見たこともないくらいに真剣だったからだ。

「どうなのじゃ、エルフ？」

「あ、ああ……ドラゴンの姿を見たものは何人かいたが、それがどうした？」

「ドラゴンの特徴は？」

「確か『赤いドラゴン』と言っていたな」

「……ふふん。やはりそうか」

　ギーゼラが口の端を吊り上げる。俺は即座に詰め寄った。

「お前、やっぱりドラゴンの正体について何か知っているんだな？」

　こいつははじめから何かを知っているような素振りを見せていた。知っているのは魔王との関連性だけかと思ったけど、それ以上のことも知ってそうだ。

「教えてくれ。街に戻ったら、何でも好きなものを食わせてやるから」

「……仕方ないのう」

　ニヤリとほくそ笑むギーゼラ。

　手痛い出費になりそうだが、背に腹は代えられない。

「まず、そもそもの話じゃが、野生のドラゴン種族などこの世界には存在せん。１５０年以上生きてきたワシでも、一度たりとも見たことはない」

「存在しない？　でも、ここにいるやつらはドラゴンに」

「落ち着け。ワシは『野生のドラゴンはいない』と言っているのじゃ。生まれ落ちたあとでドラゴンに転生したものなら、知っておる」

「……転、生？」

「そうじゃ。あやつはワシと同じく元々は人間じゃった。とあるスキルを使って伝説のドラゴンに転生したのじゃ」

　その話に引っかかりを覚えたのは、先日ギーゼラから似たような話を聞いたからだろう。魔剣と契約して人間になったという魔物の話と、魔剣と契約したときに習得する、とあるスキルの話。

　確かそのスキルが――。

「輪廻再編」

　俺がその言葉を口にした瞬間、負傷者で溢れる平原に突風が吹き荒れた。

「……うっ」

　凶暴な突風は、何度も俺たちに襲いかかる。

　それはまるで、何者かが俺たちを吹き飛ばそうとしているかのようだった。

「そ、空を見ろっ！」

　誰かの声が上がった。

　俺はその声に導かれるように空を見上げる。

　そこにいたのは、空を覆うほどに巨大な伝説の魔物だった。

「ド、ドラゴン……ッ」

　はじめて見たはずなのに、既視感があるのは転移前に映画やゲームでその姿を見たことがあったからだろう。

　鱗うろこに覆われた巨大な体は炎のように真っ赤で、コウモリのように両腕の体の間に膜状に翼がある。

　顔はワニに似ていて、少ししゃくれた口には鋭い牙がずらりと並び、頭には巨大な黒い角が２本生えている。

　これまで見てきた魔物は動物の延長線上にあるような姿だったけど、ドラゴンだけは違った。
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　神々しいとは、こういう生き物のことを言うのかもしれない。

　ドラゴンがゆっくりと地上に降り立った。

　地響きと突風が巻き起こり、冒険者たちが膝をつく。

「……おう、ようやく見つけたぜ」

　大地が揺れるような低い声が轟いた瞬間、ごう、と巨大なドラゴンの体が炎に包まれた。

　そして――その炎はやがて小さな人間の姿になった。

　炎が凝縮したような赤い長髪に、牙のように鋭く尖った目。

　それに、頭に生えた２本の黒い角。

　身にまとっている赤と黒のツートンカラーの服は、どこか日本の和服に似ていて、江戸時代の傾奇者っぽい雰囲気がある。

　ドラゴンが変異した赤髪の男は、不敵な笑みを浮かべて悠然とこちらへ歩いてくる。

「ったく、見つけるのに苦労したぜ、ギーゼラ」

「やはりおぬしじゃったか、トリスタン」

　トリスタン、というのがこの男の名前らしい。

　俺はそっとギーゼラに尋ねた。

「あいつは誰なんだ？」

「おおよそ予想はついておるじゃろ？　魔王じゃよ」

　伝説のドラゴンに転生したと聞いて薄々感づいてはいたものの、事実を突きつけられて軽く絶望してしまった。

　魔王トリスタン。

　クソ。ここにきて、また魔王かよ。

「しかし、こんなところで何をやってんだよ、ギーゼラ？」

　トリスタンは不機嫌そうに続ける。

「捜してる魔剣はどうした？」

「この男が持っておる」

　ギーゼラが顎で俺を指した。

　トリスタンはしばらく俺を値踏みするように見たあと、腰に下げている魔剣オソロに目を留めた。

「状況がわからねえな。そいつがオソロを持ってるのがわかってんなら、何で殺さねえ？」

「そうもいかん。魔剣はこの男に譲る予定じゃからの」

「……は？　譲る？」

　トリスタンの頬が引きつった。

「何だ？　自堕落生活のしすぎで、ついに頭がボケたのか？」

「ボケてはおらんよ。ワシはこいつに魔剣を譲って魔王をやめる」

「……おいおいおい、ちょっと待てよ」

　これ以上聞いていられないと言いたげに、トリスタンが手で制した。

「魔王をやめるって、どういう意味だよ？」

「そのままの意味じゃ。この男が魔剣オソロと契約して新たな怠惰の魔王となる」

「お、おい」

　勝手に話を進められていたので、慌てて割って入った。

「お前、何を勝手にそんなこと――」

「おぬしは黙っていろ」

　ギーゼラがギロリと俺を睨みつける。

　まさかこいつ、「加勢はしない」と言っておきながら助けてくれるのか？

　それは非常にありがたいのだが、魔剣と契約する話を進められても困る。

　契約の部分だけは否定すべきかと考えたが――その言葉は喉奥に下がってしまった。怒りで体を震わせているトリスタンの顔が、ちびってしまうくらいに恐ろしかったからだ。

「……あ？　じゃあ何だ？　ここまで来たのは、完全に無駄足だったってことか？」

「知らぬ。そもそもおぬしに手を貸してくれと頼んだ覚えはない」

「ふざけんなよ、テメェ」

　トリスタンが地面を踏みしめた。それだけで軽い地響きが起き、あやうく転びそうになってしまった。

「昔からの馴な染じみが困ってるって聞いたから、わざわざこうして来てやったんだぜ？　なのに俺の善意を足蹴にして、あろうことか魔王をやめるつもりだと？　怠惰にもほどがあンぞ、テメェ？」

「何じゃ？　おぬしこそ怒りすぎてボケたのか？　ワシは怠惰の魔王じゃぞ？」

　ビキッという音が聞こえてきそうなほどにはっきりと、トリスタンの眉間に青筋が立った。

「ああ、クソ。何だっつーんだよ……」

　トリスタンがガシガシと頭をかきむしりはじめる。

「せっかく助けに来てやったっつーのにギーゼラは城にいねぇし、いざ捜しはじめてみたらクソ人間どもに絡まれるし、極めつけにギーゼラは魔王をやめるときた。マジで何だっつーんだよ、ああ、クソクソクソッ！　クソッ!!」

　髪の毛をブチブチと引きちぎり、天に向かって怒号を飛ばすトリスタン。

　わずかな静寂が辺りを包み、そして――。

「……いい加減キレたぜ。とりあえず、ここにいる全員死んどけや」

　周囲の冒険者たちの中に動揺が走ったのがわかった。

　多分、ここにいる全員が同じことを思ったはずだ。

　ちょっと待ってくださいよトリスタンさん。あなたが怒りを向けるべきは、この自堕落小悪魔娘であって俺たちではないですよ、と。

「どうする、ヒロタカ？」

　レイチェルがトリスタンに杖を向ける。

「魔王討伐を使命とするわたしとしては、この場で剣を交えたいところなのだが……はっきり言って、勝てる気がしない」

「ど、同感だな」

　先に巨大なドラゴンの姿を見てしまったからか、それとも異常な行動を見てしまったのかはわからないが、生存本能が危険信号を発している。

　人型に変わっていくらか戦いやすくはなったが、貧弱になっているような雰囲気はない。

　むしろ力が凝縮し、鋭くなっているような気配さえする。

　考えなしに突っ込めば血を見るのは明らか。だとしたら、穏便に済ませる方法を模索するべきか。

「お、おい、魔王」

　俺は意を決して、静かに佇たたずむトリスタンに声をかけた。

「お、俺たちを殺してあんたに何の得がある？　ギーゼラは魔剣を手放すと言ってるんだから、あんたも手を引くべきじゃないか？」

「知らねぇよ。お前らを殺すのはこの状況に心底ムカついたからで、ギーゼラは関係ねぇ」

　な、何だそのむちゃくちゃな理論は。

　俺は小さく深呼吸をして続ける。

「ギ、ギーゼラを助けに来たんだったら、彼女の意思を尊重するべきだろ」

「ああ。ちゃんと尊重してギーゼラも一緒にぶっ殺してやるから安心しろ」

「…………」

　またしても返す言葉を失ってしまった。

　何に対して安心してほしいのか、全く意味不明すぎる。

　まさに不条理。俺たちにはどう転んでも殺される未来しかないということか。

　しかし、それでトリスタンの溜りゅう飲いんが下がればいいが、怒りが収まらなかった場合、周囲の街にも被害が及ぶかもしれない。

　下手をしたら、カブルートにまで。

「ヒロタカ、ひとつ教えてやろう」

　ちょいちょい、とギーゼラがシャツを引っ張ってきた。

「キレたあいつを止めるのは不可能じゃ。こうなった以上、戦うしか道はない」

「戦うって、俺たちに勝算はあるのか？」

「今のままだとゼロじゃろうな。あいつは炎を操る憤怒の魔王。並大抵の人間では相手にもならん。魔王級の力がなければ、まず死ぬ」

「じゃあどうしろっつーんだよ。お前が助けてくれるのか？」

「ワシはどちらにも加勢せぬと言ったであろう」

「だったらどうやって――」

「魔剣と契約せい」

「……は？」

　さらっと言い放つギーゼラに、いらだちが募ってしまう。

　こいつ、手助けしてほしかったら魔剣と契約しろって言いたいのか。

　マジで時と場合を考えろよ。

「……いや、待て」

　むしろ逆だ。

　時と場合と言うなら、これほどベストなタイミングはない。魔剣と契約して魔王になれば、俺がトリスタンを倒すことができるかもしれないのだ。

　――まさか。

　俺の脳裏に嫌な予感が走った。

「お前、そのためにあいつを焚たき付けたんじゃないだろうな？」

「さて、どうじゃろな」

　ニヤリ、とギーゼラが笑う。

　このくそったれ魔王め。

　変だと思っていたんだ。加勢はしないと言っておきながら助ける素振りを見せる一方で、妙にトリスタンを挑発するようなことを言っていたし。

　だけど、ようやく合点がいった。

　こいつはドラゴン討伐と聞いたときから、相手がトリスタンだとわかっていたんだ。だから俺についてきて、魔剣と契約させる状況を作ろうと考えた。

「……クソ、誰が契約なんてするかよ」

「その強情さ、トリスタンを前にして、いつまで持つかの？」

　ギーゼラが「巻き添えを食らうのはごめんだ」と言わんばかりに、ふわりと空に逃げていった。

　いよいよ策は尽きたって感じだ。

　周囲がやけに静かだと思ったら、周りの冒険者たちは一歩も動けずに立ちすくんでいるようだった。

　まるで捕食者を前にした獲物の群れだ。

「おい、人間」

　と、トリスタンの声。

「お前だよ、お前」

　ふと正面を見ると、トリスタンが赤い髪を風になびかせながらゆっくりとこちらに歩いてきていた。

　俺は恐怖で震える足を押さえつけて答える。

「な、何だよ」

「俺は前々から気になってたんだよ。魔剣の中でどれが一番強いかってな？　俺の魔剣レギオンとお前の魔剣オソロ。どっちが上か勝負しようぜ？」

「レギオン？」

　どこかで聞いたことがある名前だなと考えていたら、杖をギュッと握りしめているリゼの姿が目に映った。

　そうだ。確かリゼと出会ったときに、彼女が教えてくれた。

　森羅万象、あらゆるものを斬ることができる魔剣がレギオンという名前だと。

　トリスタンが楽しそうに笑う。

「俺の魔剣の能力は『相手をキレさせる』能力だ」

「……何だよそれ」

「俺の魔剣の前では、どんな防御行動も意味をなさねぇんだよ。名工が作った最高級の盾であろうと、鋼の体を手に入れる最高位の魔術であろうと、すべての攻撃を無効化するスキルであろうと無意味だ」

　つまり、リゼのプロテクションを使っても意味はないし、ケンイチの絶対防御スキルを使っても意味がないってことか。

　なるほど。それで相手はブチ切れるってわけか。

　まさに森羅万象、あらゆるものを斬ることができる魔剣。

　ふざけるな。そんな相手に俺なんかが勝てるわけがないだろ。

「……どうした？　腰が引けてんぞ？」

　俺の空気を察したのか、トリスタンが吠える。

「まさかテメェ、逃げるつもりじゃねえだろうな？」

「そのまさかだよッ！」

　三十六計逃げるに如かず。逃げるが勝ちだコンチクショウ。

　俺は魔剣の刃で指を切り、声高に叫んだ。

「崇敬たる誘惑の悪魔スクブスよ、捧げし命の源により、その幽冥の鐘を持って血の閥族者たちを呼び起こせッ！」

　俺の周囲からいくつか黒煙が上がり、渦を巻いて人の形を作っていく。

　煙が晴れ、人の体に巨大な翼を持った吸血鬼が４体現れた。

「みんな！　俺の使い魔が足止めをしているうちに、ここから逃げろッ！」

　冒険者たちはしばらく呆然としていたが、俺が呼び出した吸血鬼たちが悲鳴のような叫び声を上げると同時に四方に逃げはじめた。

　だが――。

「俺を舐めるなよクソ人間」

　トリスタンは飛びかかってきた吸血鬼の１匹の顔を無造作に掴むと、そのまま地面に叩きつけた。吸血鬼の頭部が地面の中にめり込み、青い血がほとばしる。

　そして、トリスタンは静かに魔術構文を詠唱しはじめた。

「……偉大なる炎神ガーラよ、捧げしマナの源泉と命の源により、その断罪の神火を持って、衆愚どもを焼き滅ぼせ」

　トリスタンの目が赤く燃え上がる。

「コズミック・ミーティア」

　瞬間、夕暮れが訪れたかのように、辺りが茜あかね色いろに染まる。

　一体、何が起きたんだと空を見上げた俺は――絶句してしまった。

　俺たちがいる丘の上空に現れた赤く燃える巨大な塊が、こちらに向かって落下してきていたのだ。その塊は、瞬く間に大きくなり――。

「リゼ、レイチェル、伏せろ――」

　刹那。

　爆音。熱風。衝撃。悲鳴。

　それが同時に襲いかかってきた。

「――ッ」

　耳の奥で鐘が鳴り響く。

　かつて大地だったものの残骸と、天から舞い降りてきた炎の塊の残り火が、空からバラバラと降り注ぐ。

　まるで生き埋めにされているような気分だった。

「ぐ、はっ……ッ！」

　必死にもがき続けて何とか土の中から這い出した俺は、すぐさま自分の体の無事を確かめた。

　両手両足は無事。

　怪我をしているところは、ない。

　信じられなかった。あの攻撃で無傷だったのは奇跡に近い。

　もしかして、ラッキースターのおかげか……と思ったとき、体が熱を持っていることに気づく。

　これは、補助魔術のプロテクション。

　まさか、リゼが――。

「え」

　リゼを捜そうと周囲を見回した俺は、言葉を失ってしまった。

「……う、ウソだろ」

　そこにあったのは、大きくえぐられた大地。

　烈火に包まれた草原だったもの。

　そして――横たわる冒険者たちと、ぴくりとも動かない仲間たちの姿。

「レイチェル！　……リゼ！」

　俺はすぐ傍に倒れていたリゼを抱きかかえた。

　煤すすにまみれた彼女の口元がかすかに動く。

「う……ヒロタカ……様」

　無事だったことにまずはほっと胸を撫でおろす。

　だが、危険な状態なのは間違いない。

　俺は慌ててポーチの中からポーションの小瓶を取り出す。

　と、そのときだった。

「おいおい、勘弁しろよクソ人間ッ！」

　地獄の状況に追い打ちをかけるかのごとく、トリスタンの怒号が響いた。

　あの隕いん石せきのようなものが落ちた場所――深くえぐられたクレーターの中心にトリスタンの赤い髪が揺れていた。

「こっちは正々堂々勝負しようぜって言ってんだろ!?　なのに尻尾巻いて逃げようなんてセコいこと考えてんじゃねえぞクソが！　マジでわけがわからねぇ！」

　怒りに任せてトリスタンが足を踏みつけるたびに地響きが起こる。

　その異様な行動に背筋が寒くなったが、しばらくひとりで地団駄を踏んでいるトリスタンを見て、はっと我に返った。

　あれは、怒りで我を忘れてるってやつじゃないのか？

　だとしたら、逃げるチャンスかもしれない。

「無駄じゃぞ」

　ギーゼラが空からふわりと舞い降りてきた。

「おぬしが逃げれば、トリスタンの怒りはさらに増す。この状況を打開するには、あいつを倒すしかない」

「無駄かどうかなんて、やってみなきゃわからないだろ」

「そうか。もう一度あの魔術を食らって生き残る自信があるのなら、試してみるがよい」

　俺は抱きかかえているリゼに視線を下ろす。

　わずかに口が動いているが、その声はもう俺の耳には届かない。

　この状態のリゼがあれを食らえば、終わりだろう。

　いや、リゼだけじゃない。レイチェルや、あの地獄を生き抜いたすべての命が消えてしまう。

　彼らの命を助ける方法はひとつ。

　魔剣と契約することだけだ。

「だ、だめです……」

　俺の手にひやりとした何かが触れた。

　リゼの小さな手だ。

「契約なんて……しないでください……」

　悲痛な面持ちでリゼが声を振り絞る。

　俺だって、魔王になるなんてまっぴらごめんだ。

　一体どんな変化が起きるかわからないし、世界中の冒険者たちから命を狙われることになる。魔王になるなんて、リスク以外の何ものでもない。

　だけど、このままだと確実にリゼたちを失ってしまうことになる。

　それは――そんなことは、魔王になること以上に絶対に嫌だ。

「……ごめん、リゼ」

　俺はリゼをそっと地面に下ろす。

「ギーゼラ。魔剣と契約させてくれ」

「……ッ」

　リゼの口から、悲鳴のような声が上がった気がした。

　俺はその声に気づかないふりをして魔剣オソロを腰から抜いた。

　それを見て、ギーゼラが笑う。

「いいタイミングじゃな。トリスタンのやつは怒りで我を忘れておるし、今ならやつに邪魔される心配もないじゃろ」

「どうやったら、契約できる？」

「契約は簡単じゃ。おぬしの血を魔剣に捧げよ」

「血を捧げる？」

「魔剣の切っ先がおぬしの血で染まりきるまで血を注げ。それで契約は完了じゃ」

　失血死しないか不安に襲われたが、あれこれと考えている暇はなかった。

　俺は魔剣の刃を握りしめ、思いっきり引き抜いた。

　激痛とともに、赤い血が滴りはじめる。

「その血を魔剣に」

　魔剣を地面に置き、その上で切ったほうの拳をギュッと握りしめる。

　ぼたぼたと拳から滴り落ちる鮮血が、魔剣を赤く染めていく。

　ふと、トリスタンを見た。

　ゾッと背中に悪寒が走ったのは、凄まじい形相のトリスタンと目が合ってしまったからだ。

「……おい、何してやがんだ人間？」

　マズい、バレた。

　トリスタンがずんずんと歩いてくる。

　早く契約を終わらせないと……と焦ってしまうが、まだ魔剣の刃は血で染まりきっていない。

「や、ヤバいぞギーゼラ！」

「おお、お、落ち着けヒロタカ。まだ、あわわ、あわ、慌てる時間じゃない」

「いや、お前が一番慌ててんじゃねぇか！」

　ツッコミを入れている間に、トリスタンの姿はすぐそこまで来ている。

「おい、何とかしろ！」

「ああもう！　うるさいのう！」

　ギーゼラが自分の髪の毛を抜いて小さなナイフに変化させると、俺の腕に突き刺した。

　それはもう、見事にグッサリと。

「……え？」

　何をされたのか状況がうまく把握できなかった。

　ギーゼラが刺したナイフを抜き、大量の血が傷口からどばっと吹き出したことで、ようやく理解できた。

「うっぎゃああああっ!?」

　激痛！　血！　痛い！　血液！

　ちょっと!?　メチャクチャ出てますけど!?

「やかましい！　子供みたいにピーピー泣くな！」

「いや、泣くだろこんなの！」

　咄嗟に傷口を手で押さえたが、出血は止まらない。

　こんなに出たら死んでしまうのではないかという量の血が、魔剣に降り注ぐ。

　すぐ後ろにトリスタンの気配がやってきた。

「テメェ！　魔剣から離れろやボケッ！」

「……わっ！」

　掴みかかってきたトリスタンを両手で突き飛ばしたのは、何か理由があったからというわけではない。見たこともない血の量に困惑してしまって、つい手が出てしまっただけなのだ。

　だけど、結果的にその行動が吉と出た。

「え？」

　両手を突き出したポーズのまま、固まる俺。

　何が起きたのかわからなかった。俺に突き飛ばされたトリスタンが、はるか後方にふっ飛んでいったのだ。

「ふむ。契約は完了したようじゃな」

　ギーゼラが満足そうに頷く。

　その顔を見て、俺は気づく。

　腕から滴っていた血はいつの間にか止まって痛みが消え、俺の血で染まっていたはずの魔剣オソロが、いつものように怪しく輝いていることに。

「血が止まったのは治癒力が向上した印。それに、その規格外の腕力は魔王の力の片鱗じゃ」

「ま、魔王の力……？」

　俺は思わず身震いをしてしまった。

　これが、魔王の力なのか。でも、確かにこの力があればトリスタンと互角に戦えるかもしれない。

「じゃが、気をつけろ？　魔王とて首をはねられれば生きてはおれぬ。それに、魔王の力が馴染むまでは時間がかかる。それまでは魔王の力は一時的に使えると考えておくがよい」

　つまり、時間制限があるってことか。

　てことは、長時間の戦いは圧倒的にこちらの不利。

「魔王の力が馴染むまでどれくらいかかるんだ？」

「ん～、20年くらい？」

「うん、長すぎ」

　長期熟成のヴィンテージ古酒かよ。

　馴染む前に１００万回は殺されるわ。

　だが、嘆いていても仕方がない。時間に制限があるなら短時間で勝負を決めればいいだけの話だ。

　俺は素早く空中を摘む動作をしてステータス画面を開いた。

　魔王の力の片鱗を味わったとはいえ、実際にどんな能力があるかはわからない。トリスタンが戻ってくる前に、スキルだけでも確認しておこう。

「うわ!?　何だこりゃ!?」

　その変化に驚いてしまった。

　かつては「廃品回収」だけだったスキル欄に、おびただしい量のスキルが設定されていたからだ。

　語尾に「加護」がついているのは魔術系統のスキルだろうけど、その他にも能力不明のものがたくさんある。

　ドラゴンブレンド、マイティガード、無神論者、リフレクション……語感的にメチャクチャ強そうだけど、ひとつひとつ確認してたら日が暮れそうだ。

「舐めたことしてくれるじゃねえか、人間」

「……ッ!?」

　怒りに震えたトリスタンの声が響いた。

　あんなに勢いよく吹っ飛ばされたのに、傷ひとつ負ってないトリスタンが、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

「いや、もう人間じゃねえか」

　そう言って、トリスタンが続けて尋ねてきた。

「名前は？」

「え？」

「お前の名前だ」

「……あ～、ええっと、ヒロタカですけど」

　つい敬語を使ってしまった。

「ヒロタカ？　何だ？　日本人みてぇな名前だな？」

「えっ？」

　トリスタンの口から出てきた言葉に、俺はしばらくあっけに取られてしまった。

　こいつ、何で日本のことを知っているんだ？

　俺に会う前にケンイチたちと会ったのか、それとも――。

「まさかあんたも転移者なのか？」

「へぇ？」

　面白そうにトリスタンの口角がきゅっと吊り上がる。

「こいつは驚きだ。こんなところでご同朋に出会えるとはな。そうだよ。俺はこの世界に転移させられた、日本人だ」

　何とも複雑な感情が去来してしまう。

　本来なら喜ぶべきことだろう。俺と同じあの姿なき声の被害者に会うことができたのだから。

　でも、喜ばしいことは微塵もない。その転移者は、俺を殺そうとしているのだ。

　クソ。どういう因果のめぐり合わせだ。

　しかし、俺が転移してきたときの７人の中にこんなやつはいなかった。だとしたら、俺の先輩か後輩ってことなのか？

「あんたはいつこの世界に来たんだ？」

　尋ねるとトリスタンはつまらなそうに答えた。

「さあね。１００年くらいまで数えていたが」

「ひゃ、１００年？」

　随分と昔だ。てことは、俺の大先輩ってことか。

「ん？　その言い方だと、お前は最近こっちに来たのか？」

「そうだよ。まだ半年も経ってない」

「半年だぁ？　ンだよ、まだ右も左もわかってないヒヨコじゃねぇか」

　ケラケラと笑うトリスタン。

「なぁ、教えてくれよ？　ヒロタカが住んでた日本はどんな感じなんだ？　まだ平和ボケした公儀が幅を利かせてるのか？」

　公儀というのは確か江戸幕府のことだっけ。

　ということは、この男は江戸時代の人間ってことか。なるほど、どうりで着ているものが和服っぽいわけだ。

「とうの昔に幕府は滅んだよ。あんたの時代のことはよく知らないけど、多分、もっと平和な世の中になっている」

「はっ、もっと平和な世の中だと？　クッソくだらねえことになってんな？　剣の使い方も忘れちまったやつらが闊かっ歩ぽしてる世の中に嫌気がさしてたんだが……何だ、廊下で鞘がかち合っても『すみません』って、ヘラヘラするやつらしかいなくなっちまったってことか？」

「平和な世界も悪くないぞ。他人に迷惑をかけない限り、何をやっても自由だからな。だから俺はストレスを避けて悠々自適に生きてたんだ。この世界でもそうやって生きていくつもりだ」

「なかなかいい考えじゃねぇか。俺も自由を得るために魔王になったクチだから、お前の気持ちはわかるぜ。ま、残念ながらお前はここで死ぬことになるんだけどな」

　トリスタンがあんぐりと口を開けた。

　一体何をするつもりだと警戒していたら口の中にズボッと手を差し込んだ。

　そして、ずるりと口の中から取り出したのは――ひと振りの剣。

　いや、あれは日本刀だ。

　太陽の光に輝く反った刀身は、ぼんやりと赤く輝いている。

　和服っぽい姿のトリスタンにとても似合う剣だ。

「これが俺の魔剣レギオンだ。どうだ？　見事だろ？」

「否定はできないな」

「話がわかるじゃねぇか。日本刀は日本人の心だからな」

　トリスタンが魔剣レギオンを振る。わずかな炎が剣の軌道を沿うように走った。

「ヒロタカ。言っとくが、魔剣を持った俺はさらにつええぞ？」

「俺だって――」

　比較にならないほど強くなった。

　そう答える暇もなく、トリスタンが飛びかかってきた。

　魔剣レギオンを脇に構え、身を低くして俺の懐に肉薄する。

　その動きは見たこともないような速さだったが――俺にはしっかりと見えていた。魔王の力の片鱗なのか、トリスタンの動きがスローに見えていたのだ。

　トリスタンは俺の１メートルほど前で右足を踏み込み、俺の右脇腹から左の肩に向けて魔剣レギオンを斬り上げる。

　俺はその動きを見て、一歩足を引いた。

　瞬間、トリスタンの動きが元の速さに戻った。

「う、おッ」

　レギオンの切っ先が頬をかすめ、わずかに遅れて炎の熱が髪を焦がした。

　あ、危なかった。

　動きが遅く見えるのは１秒たらずってわけか。ないよりマシだけど、１秒だけだと避けるだけで精一杯だ。

　どうにかしてオソロを叩き込む隙を見つけるしかない。

　俺はロングソード形態のオソロを見て考える。

　一瞬の隙を突くとなると、攻撃の重さより速さを重視すべきだ。

　でも、ナイフ形態では心もとないのでショートソードにして……いや、リーチが長いロングソード形態のままで、スキルを「攻撃速度１００％アップ」のリデュースアタックにしよう。

　そう考えた俺は、即座にステータス画面を開き、スキルを変更する。

「はっ！」

　そんな俺の策をあざ笑うかのようなトリスタンの声。

「何をやっても無駄だっつの！　俺のレギオンを止めることはできねぇよ！」

　トリスタンが怒ど涛とうの攻撃をしかけてきた。
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　まるで生き物のように変幻自在に、あらゆる方向から斬撃が飛んでくる。

　スローに見える能力があっても、気を抜けばやられてしまう。

　一体、どれくらい防戦一方になっていただろう。

　ついに足がもつれてしまい、反応が遅れた。

「おらッ！　終わりだッ！」

　トリスタンが横に剣を薙ぎ払う。

　俺は咄嗟に地面に落ちていた盾を拾って斬撃を防ごうとしたが――バターのように簡単に両断されてしまった。

　もちろん、盾を持っていた俺の腕ごと。

「……っぎゃああああッ!?」

　猛然と吹き出す血しぶき。

　だが、瞬きをする間に吹き出した血液が腕を形作り、元の腕へと戻る。

「なな、な、何だこれトカゲかよっ!?　いや、トカゲでもこんな再生の仕方はしないけどもさ！」

　気が動転するあまり、自らツッコミを入れてしまう俺。

　グロいやら、ありえないやら……メチャクチャだな魔王の力は。

　でも、魔王になっててよかった。

　魔剣と契約してなかったら、もう10回は死んでるぞ。

「おい、ヒロタカ。悠長にやっておる時間はないぞ？」

　頭上からギーゼラの声がした。どうやら元自堕落魔王は特等席で俺たちの戦いを観戦しているらしい。

「もうすぐ魔王の力が切れるぞ」

「……ああ、クソッ」

　ギーゼラが言っていた制限時間か。

　タイムリミットがどれくらいあるかわからないけど、急いだほうがよさそうだ。

　このままだと、再生能力がなくなって死んでしまう。

　というか、可愛い後輩が手こずっているんだから手助けくらいしてくれよギーゼラ先輩！

「おらおらおらッ！　気ィ抜くと、その空っぽの頭とオサラバしちまうぞッ！」

「くっ……ッ!?」

　おかまいなしに……というより、ここぞと言わんばかりにトリスタンが斬りかかってくる。

　クソ。どうやったらこいつを倒せる？

　――いや、どうやったらこいつのレギオンを封じられる？

　しかし、トリスタンの攻撃を回避するのに精一杯で、レギオンを封じる策なんて全く出てきそうもない。

「あ」

　レギオンのことを考えてしまった一瞬の隙を突かれて、俺の右足が飛んだ。

　文字どおり、太ももの部分からポーンと。

　痛みを感じる前に修復されたが、バランスを崩して片膝をついてしまう。

　すぐに立ち上がろうとしたが、遅かった。

　トリスタンの膝蹴りをもろに顔面に受けて、後頭部から地面に叩きつけられる。

　目の前に星が舞う。

　魔王の力のおかげでダメージはない。

　だが、慌てて立ち上がろうとした俺の首筋に、鋭くて熱い何かが触れた。

「……う」

　首筋に突き立てられていたのは魔剣レギオンだった。

「チッ。魔剣と契約してもそんなもんなのか。くだらねぇな。怠惰の魔王とオソロの力がどんなもんかと期待していたが……がっかりだぜ」

　俺を見下ろすトリスタンが、心底残念そうに言う。

「ハンパ者のお前の止めを刺すのに、魔剣の力はいらねぇようだな？」

「……え？」

　トリスタンが放った言葉。

　それを聞いた瞬間、俺の脳裏にとあることがひらめいた。

「魔剣が、いらない？」

「そうだよ」

「魔剣は必要ないってことか？」

「だからそう言ってんだろ。血ィ抜きすぎて頭がボケちまったのかテメェ？　お前を殺すのに魔剣は必要ねぇよ」

　トリスタンが魔剣を地面に突き刺した。

　その瞬間、俺は天に祈る。

　これは賭けだ。

　失敗すれば１００％殺される。

　だが、もし成功すれば確実にレギオンを封じることができる。

　俺は右手を前に出して何もない空中を掴む。

　頼むぜ、俺のゴミスキル。

　すぐさま掴んだ手が青白く光り出し――俺の「廃品回収スキル」が発動した。

「……なっ」

　トリスタンの唖然とした声が聞こえた。

　何が起きたのか理解できないといった感じだった。それもそうだろう。今、地面に突き刺していた魔剣レギオンが、俺の手の中にあるのだから。

「ど、ど、どういうことだ……何で俺のレギオンが……ッ!?」

　やった。やってやった。

　賭けは、俺の勝ちだ。

　俺は手の中に現れた魔剣レギオンをギュッと握りしめ、トリスタンに向けて振り抜いた。

「……くっ！」

　トリスタンが咄嗟に飛び退く。

　反応が遅れたトリスタンの右腕にひと筋の傷ができたが、すぐにその傷口は小さく燃え出し、瞬く間に消えていった。

「な、何をしやがったテメェ!?」

　傷を負わせることはできなかったが、精神的ダメージを与えることはできたようだ。俺は勝ちどきを上げるように、叫ぶ。

「どうだッ！　廃品回収スキルと、『じゃんけん帝王』の異名を持つ、俺の運のよさの勝利だッ！」

　本当に……本当に、一か八かの賭けだった。

　俺は改めてステータス画面を開き、廃品回収スキルの「捨てられた」の定義を確認する。





　捨てられたの定義：他者の持ち物が地上に放置された状態で、所有者が所有権を放棄している場合。忘却したり、意思にかかわらず所有権を放棄する言葉を口にした場合も該当する。






　つまり、地面にレギオンを突き刺して「必要ない」と言ったとき、レギオンの所有権は放棄されたとみなされたのだ。

　しかし、魔剣レギオンが廃品回収スキルの対象になったとはいえ、何を引けるかは運次第。今、このタイミングでこの世界に捨てられたものの中からレギオンを引くには、相当な運を持っていないとだめだろう。

　数値にすると、天文学的に低い確率のはず。

　だけど、魔剣オソロを回収した要因のひとつになった俺のスキル「ラッキースター」のおかげで、見事レギオンを引き当てることができたのだ。

　本当にありがとう。俺のラッキースターちゃん！

「廃品回収……スキルだと？　何だそりゃ……わけがわからねえ！　意味不明なこと言ってんじゃねえぞ、このクソ野郎ッ！」

　怒りで肩を震わせるトリスタン。

　江戸時代に廃品回収業者なんてなかっただろうし、理解できなくて当然だろう。だが、現実としてレギオンは俺の手にある。

「魔剣がなくても俺に勝てるって言ってたけど、魔剣を２本持った俺に勝てると思うか？」

「……上等だコラ」

　トリスタンの眉間に青筋が立つ。

　その両目には怒りの炎が揺れていた。比喩表現ではなく実際に。

「俺の魔術でテメェの仲間ともども消し炭にしてやるよ」

　魔術……あの隕石を召喚する凶悪魔術か。

　あの魔術を放たれたら、リゼたちがやられる。

「そんなこと……させるかよっ！」

　詠唱する前に勝負を決める。

　俺はオソロとレギオンを使って、がむしゃらに斬りまくった。

　道場で剣術を習っているおかげなのか、はじめての二刀流だったがバランスよく使えているような気がした。

　オソロで突いて、レギオンを振り下ろす。

　今度はレギオンで斬り上げたところを、オソロで薙ぎ払う。

　形勢は完全に逆転していた。トリスタンは詠唱どころではなく、２本の魔剣を避けることで精一杯だった。

「クソ……がああッ！」

　トリスタンの捨て身の攻撃、といったところだろう。

　魔剣を奪い返そうと考えたのか、それとも魔剣を握りつぶそうと考えたのか、オソロの切っ先を右手で掴んだのだ。

　だが、それは俺にとってのチャンスだった。

　レギオンを横薙ぎに振り抜く。

　トリスタンの右腕が、宙を舞った。

「があぁぁっ!?」

　傷口から鮮血がほとばしる。

　勝った。

　しかし、真っ赤な血は瞬きをする間に炎に変わり……元の腕を形作りはじめた。

　思わずギョッとしてしまった。

　そうだ。こいつも俺と同じ魔王だった。

　それも、力が最高に馴染んでいるフルパワーの魔王。

「こ、このッ！」

　回復させてたまるか。

　焦った俺が咄嗟に出したのは「頭」だった。

　つまり、頭突きだ。

　魔王の力で最大強化された俺の頭突きは見事トリスタンの鼻先を捉えた。

　傷は瞬く間に治るが、脳のう震しん盪とうによる意識障害まではどうしようもなかったらしい。トリスタンは足元をふらつかせ、その場に崩れ落ちた。

　俺はすかさず、その首に２本の魔剣を突きつける。

「……ッ」

　トリスタンの顔から、感情の色が消えた。

　それは、死への覚悟だったのかもしれない。

　首を飛ばせば魔王とて命を失う。それはトリスタンにとっても周知の事実なのだろう。

「……何で殺さねぇ？」

　だからこそ、トリスタンは尋ねてきた。

　いっこうに俺が首を飛ばそうとしなかったからだ。

「勝負は俺の勝ちだ。勝負が終わった以上、あんたを殺す理由はない」

「理由はあるだろ。俺はここにいた大勢の人間を殺した魔王だぜ？」

　あの魔術の犠牲になった冒険者はひとりやふたりではすまないだろう。

　でも――。

「あんたを殺したところで彼らは戻ってこない」

　俺はトリスタンの首に突きつけていた魔剣を引いた。

　それを見て、トリスタンは呆れるように笑った。

「はっ。とんだ甘ちゃんだな。確かに俺を殺しても何も変わらねぇ。だが、殺さなくても変わらねぇだろ。だったら殺したほうが得だ。レギオンだってお前のモノになるしな」

「何でそんなに俺に殺させたがるんだよ。破滅願望ありすぎだろ」

「バカ言え。傲慢の魔王じゃあるまいし、そんな願望はねぇよ」

　あ、破滅願望がある魔王はいるのね。

　トリスタンはキレまくるしギーゼラは自堕落だし、魔王ってとんでもないやつらしかいないんだな。

「とにかく、俺は学習する人間なんだよ」

　俺はレギオンをトリスタンのすぐ傍に突き立てる。

「確かにあんたの魔剣は魅力的だけど、ギーゼラと戦ったあとであんたが助っ人に現れたことを考えると、魔王同士の絆きずなは少なからずあると考えていい。だとしたら、あんたを殺せば他の魔王が黙っていないはずだ。俺は泥沼の報復合戦なんてまっぴらごめんなんだよ。言っただろ。俺はのんびり静かに暮らしたいんだ」

　リゼたちを傷つけた怒りはある。トリスタンと戦って命を落とした冒険者たちの無念を晴らしたい気持ちもある。

　だけど、その恨みをぶつけてトリスタンを殺した先に、さらなる殺し合いが待っているのなら、振り上げた拳は下ろすべきだ。

　綺麗事なんかではなく、俺に降りかかる面倒事を避けるために！

「報復を恐れて欲しいものを手に入れる自由を制限されるのはいいのかよ？　誰にも束縛されずに欲望を叶えられるってのが魔王の特権だろ？」

「自由を制限されるのも、俺の自由だ」

　キョトンと目を丸くするトリスタン。

　しばらく目を瞬かせたあと、堰せきを切ったように笑い出した。

「ガハハッ……言うじゃねぇかヒロタカ。気に入ったぜ」

　トリスタンは飛び起きるように立ち上がると、地面に刺さっていたレギオンを手に取った。

　まさかと一瞬身構えてしまったが、その必要はなかった。

　トリスタンはレギオンで自分の角の１本を切り落とし、俺に手渡してきたのだ。

「な、何だこれ？」

「見りゃわかるだろ。ドラゴンの角だよ。ギルドへの討伐証明になるだろうし、必要なければ売れ。結構な金になると思うぜ」

「それって……」

　つまり、負けを認めてくれるってことか。

　その瞬間、安心感と疲労感で俺はへたり込みそうになってしまった。

　しかし、そこは必死に虚勢を張って「余裕です」のドヤ顔で角を受け取る。

「手、震えてるぜ？」

「……ッ!?」

「ガッハッハ、冗談だ」

　トリスタンがくるりと背を向けた。

　だが、すぐに足を止め、こちらを振り向く。

「ああ、そうだ。近々また会うことになる。楽しみに待ってろよ？」

「やり合うのはごめんだって言っただろ」

「そういうことじゃねぇ。新たな魔剣の契約者は他の６人の魔王に顔合わせするのが決まりなんだよ。お前が拒んでも向こうから来るはずだぜ？」

　そういえば、そんなことをギーゼラが言ってたっけ。謁見の連絡がきたけどガン無視してたとか何とか。

　しかし、魔王と顔合わせなんてトラブルの匂いしかしない。今から契約取り消しとかできないんですかね？

「そんな身構えんなよ。全員、アクが強い連中だが、いいやつらだ」

「それがキツいんだよ」

「はっ、十分アクが強いやつが何言ってんだか」

　トリスタンが呆れるように笑ったとき、風に乗って誰かの声が聞こえた。

　振り向くと武装した冒険者らしき集団が見えた。

　どうやら後続の冒険者たちが到着したようだ。

「じゃあな、ご同朋。また会おうぜ」

　トリスタンが地面を蹴った。

　魔王の脚力で蹴られた地面が大きくえぐれ、砂塵が舞い上がった。

　灰燼と化した丘の上に風が吹き、砂煙が晴れたとき――そこにトリスタンの姿はなかった。

　つい先ほどまでの死闘がウソのように、穏やかなときが流れていた。

「……だから、二度と会いたくないって言ってるだろ」

　俺は不条理で身勝手な魔王が消えた空に向かって、小さくぼやいた。
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　どこかで見たことがある顔だなと思っていたけれど、「いつぞやはお嬢様を助けていただいてありがとうございます」と頭を下げられてようやく気づいた。

　この人は、森でリゼを助けたときに俺を盗賊か何かと勘違いした、彼女の従者だ。

　彼と会ったのは何年も前のような気がしたので指折り数えてみたけれど、４ヶ月くらいしか経ってなかった。

　この数ヶ月の間に色々とありすぎて時間の感覚がおかしくなっている。

　この世界に転移させられていきなり追放され、冒険者をはじめてからリゼと出会った。それからカイエンの墓でレイチェルを助けて、冒険者試験で魔王ギーゼラと戦って、モーリス山で魔王トリスタンと戦った。

　まさに怒涛のような日々。

　魔剣オソロを回収してから俺の生活はガラッと変わったが、ここにきてさらにすごいことになりつつある。

「……それで、どこまでが割当なんですか？」

「ベイル様からお預かりしておりますこの権利書によると、ここから見える平原のすべてです」

　髭面の従者が懐から取り出した羊皮紙と、眼の前に広がる大地を交互に見ながら抑揚のない声で言った。

　俺は無言のまま、周囲を見渡す。

　広大な平原に、時折キラキラと輝く風が吹いている。

　遠くに見える森は、リゼと出会ったノモラスの森だ。そこから東を見ると、大きな川が流れている。

　森から川までということだろうが、相当広い。

「本当にこんな広い土地をプレゼントしてくれるんですか？」

「左様です。ただし、これはベイル様からではなく、ラドマン国王陛下からの贈り物です」

　返す言葉を失ってしまった。

　今、俺たちがいるのはカブルートから馬車で10分ほど走った場所にある六輝平原だ。今朝、俺の部屋を訪れたこの従者に「ラドマン国王陛下からの贈り物があります」と言われ、ここに案内されたのだ。

　魔王ギーゼラに続き、魔王トリスタンを撃退した俺の名前は領主様だけではなく、領主様の主……つまり、国王陛下の耳にまで届いたらしい。

　さすがに俺もビビってしまった。

　トリスタンを撃退したあと、冒険者ギルドや領主様から感謝状や謝礼は届いていたけれど、まさか国王の名前まで出てくるとは思わなかった。

　王国印が押された書状には、以下のことが書かれていた。

　王室を代表して、現国王ラドマン３世が直々に感謝の言葉を贈りたいと言っていること。

　国の危機を救った英雄として、俺に「準男爵」の爵位を与えること。

　そして、ここ六輝平原の土地30エーカーを領地として贈ること。

　30エーカーと言われていまいちピンとこなかったが、とんでもない広さだった。ぱっと見たところ、東京ドーム数個分くらいの広さはあるんじゃないだろうか。

　トリスタンからもらったあの角だけで金貨10枚くらいの儲けになったのに、さらにこんな土地までもらえるなんて。

「問題がなければ、こちらにサインをいただいてもよろしいですか？」

「え？　あ、はい」

　俺は慌ててペンを受け取り、書面に名前を書いた。

　リゼに「サインだけはできたほうがいいです」と言われて、練習しておいてよかった。

　それから、従者の男に「街まで送る」と言われたが丁重に断った。

　何の目的もなく街の外に出るのははじめてなので、のんびりしてから帰りたいと思ったからだ。

　リゼとレイチェルとも一緒に来ているし、街で買ってきた「焼豚サンドイッチ」をみんなと食べてからゆっくり帰ろう。

「まさに『魔王領』と言ったところじゃの」

　だが、安閑とは真逆の存在が、空から声をかけてきた。

　フワフワと空を浮遊している元魔王ギーゼラだ。

　魔王をやめたら姿が変わると思ってたけど、見た目はロリ悪魔のままだ。

「いきなり人間から領地を奪うとは、おぬしもやるのう」

「奪うとか言うな。これは贈り物だ」

「経緯はどうあれ、人間から領土をさん奪したことに変わりはあるまい。この土地が怠惰の魔王ヒロタカの領土であることを宣言すべきだと思うのじゃが？」

「そんなことしたら、速攻で命を狙われるだろ」

　今のところ、俺が魔王になったことを知っているのはギーゼラとリゼとレイチェル、それにローナの４人だけなので大丈夫だが、情報が広まったら命を狙われることになりかねない。

「気弱なところは魔王になっても変わらずか」

　ギーゼラが地上に降り立ち、ヒョイと俺の顔を覗き込んできた。

「しかし、まだ魔王の力が馴染むまで時間はかかるが、なかなかどうして、魔王っぽくなっておるではないか」

「何だよ魔王っぽくって。何にも変わってないように思えるけど」

　魔剣と契約して数日が経つが、見た目には何の変化もない。もちろん、欲望に忠実になったとか、そういうこともない。

　変わったことと言えば、一定時間魔王の力を使えるようになったくらいだ。

「というか、魔剣から解放されて自由の身になったんだからさっさと家に帰れよ」

「ん？　好いた異性の傍にいたいと思うのは普通の感覚じゃろ？」

「……ッ」

「フフ、これくらいで顔を赤くするとは子供じゃなぁ？」

「テ、テメェ……ッ」

　俺をおちょくるのはそれくらいにしとけよ。魔王の力を使って、ヒイヒイ言わせることだってできるんだからな。

　まぁ、俺がそんなことに魔王の力を使うつもりなんてないとわかってるから、ギーゼラもおちょくってくるんだろうけどさ。

「それに、ほれ。ワシを傍に置いておけば色々とメリットがあるぞ？」

「……どんなメリットだよ？」

「性欲の処理」

「却下」

　即刻拒否すると、ギーゼラは心底残念そうに肩を落とした。

「……このワシにここまで欲情せんとは。もしやおぬし、男色家なのか？」

「子供に欲情するロリコンじゃねえって言ってんだよ！」

「子供じゃないって言っとんじゃろがボケ！」

　思いっきり足を踏んづけられたが、魔王の能力のおかげで全然痛くなかった。

「とにかく、おぬしはまだ魔王についてわからんことだらけじゃ。ワシが近くにおれば前任者として色々とアドバイスもできるぞ？」

「…………」

　その提案にはさすがに心が動いてしまった。

　ギーゼラはこう見えて、１５０年近く魔王をやっていたのだ。

　自らの欲望に忠実で、それを叶えるためなら平気で裏切るようなやつだけど、その１５０年の知識は正直言って魅力的だ。

　裏切ったら魔王の力を使ってお仕置きできるし、傍に置いて損はないか。

「好きにしろ。ただし、俺の部屋には入れないからな」

「大丈夫じゃ。あの猫娘に頼んで部屋をひとつ貸してもらったからの」

「色々と手際がいいな、おい」

　何だろう。この外堀から埋められていく感じ。

　これは国王にもらったこの土地に家を建てて移り住む必要があるかもしれない。

　街に戻ったら、早速腕のいい建築家を探そう。

　俺に許可を得られたことに満足したのか、ギーゼラは鼻歌を歌いながらフワフワと風に流されるようにどこかに飛んでいった。

　それを見送ってから、丘の上にいるレイチェルの元へと向かった。

　レイチェルはすでにサンドイッチを頬張っていたが、ひとりのようだった。てっきりリゼも一緒にいるのかと思ったけど。

「リゼはどうしたんだ？」

「……ん？　ああ、リゼか。ヒロタカが戻ってくるまで散歩をすると言って、川のほうに歩いていったぞ」

　丘の下を流れる川を見ると、キラキラと輝く風の合間にリゼの白いローブが見えた。俺はリゼの背中を眺めながら、レイチェルに尋ねる。

「……どう思う？」

「ん？　どう、とは？」

「みんなの反対を押し切って魔王になっちゃったことだよ」

「……ふむ」

　レイチェルは遠くを見ながらしばらくもぐもぐと口を動かしたあと、おもむろに言った。

「後ろめたい気持ちを持つ必要はない。魔王トリスタンを倒すためには魔剣との契約が必要だった。感謝こそすれ、批判するつもりも資格もない」

　ただ――そう付け足して、レイチェルが続ける。

「お前が魔王になったということは、いずれわたしと戦うことになるかもしれんな？」

「お、おい」

「はは、冗談だ。最近、お前は何かと女性にモテまくっているから、ちょっと過激なことを言ってみただけだ。戒めのためで、他意はない」

「他意ありまくりだろ」

　むしろ他意しかない。そんな嫉妬の仕方、やめろや。

　俺はため息を添えて続ける。

「成り行きで魔王になっちまったけど、俺は冒険者をやめるつもりもなければパーティを解散するつもりもない。つまり、ええと……何て言えばいいかわからないけど、今までどおりに接してもらえると嬉しい」

　そう言った途端、レイチェルが驚いたような顔を見せ、クスクスと肩を震わせはじめた。

「な、何を笑ってるんだよ」

「いや。てっきり真逆のことを言われるのではないかと思っていたのでな。冒険者をやめると言われたら、どう説得すべきか考えていた」

「そ、そんなこと言うわけないだろ。俺は冒険者の仕事が一番肌に合ってるんだ。自由気ままな生活を送るには、冒険者を続ける以外にない」

「その言葉、リゼにも伝えてやってくれ」

「……え？」

　レイチェルを見る。

　彼女はらしくない真剣な眼差しで俺を見ていた。

「リゼのほうがわたしよりも気に病んでいるようだったのでな。きっとその言葉に安心するだろう」

　俺が魔剣と契約することに一番反対していたのがリゼだった。

　彼女はひとりになるのを極端に怖がっていた。

　俺と出会うまで別のギルドに所属していたリゼは、あがり症が理由でパーティを組めずにいた。だから、彼女はようやく組めたパーティが解散することを恐れているのだと思っていた。

　だけど、今なら……いや、魔剣と契約した今だからこそ、リゼの気持ちが何となくわかる。

　俺が魔王になったのは、リゼやレイチェルを失いたくなかったからだ。

　多分、リゼも同じだ。

　リゼはひとりになりたくなかったのではなく、大切な仲間を失いたくなかった。だから俺が魔王になることに反対し、怯えていたのではないだろうか。

　俺は立ち上がると丘を駆け下りてリゼがいる川辺へと走った。

　丘の上からリゼの背中が小さく見えていたので、彼女を見つけるのは簡単だった。リゼは川のほとりで、せせらぎに耳を傾けているようだった。

　マナの滞留によって６色にきらめく風が、リゼの白いフードを揺らす。

「……いい場所、ですね」

　リゼがそっと口を開いた。

　どうやら俺が来たことに気づいていたらしい。

「ヒロタカ様は、ここに何を作る予定なんですか？」

「あ～……まだ何も決めてないけど、家とか……かな」

「家、ですか？」

「俺たちの拠点っていうかさ。ほら、トリスタンを倒せたのはみんなのおかげでもあるわけだし、いつか全員で住めたらいいんじゃないかって」

「それは……素敵な考えですね」

　振り向いたリゼは笑っていた。

　だが、その笑顔にはいつものような無邪気さがなかった。

　俺はすかさず頭を下げる。

「ええっと……その、ごめんな？」

「え？」

「魔剣との契約のことだよ。リゼはずっと反対してたのに、契約しちまって」

　そう言うと、リゼは小さく首を横に振った。

「謝らないでください。ヒロタカ様がわたしたちのために魔剣と契約したのはわかっていますから」

「でも、真っ先にリゼに説明するべきだった。その……ずっと不安を抱えていたはずなのに」

　川辺にさぁっと冷たい風が吹いた。

　水面にさざなみが走り、反射する太陽の光が小さく踊った。

「リゼは俺を捜して白猫ギルドに来たとき『恩返しがしたい』って言ってたけど、今度は俺がリゼに恩返しをしたいと思ってるんだ」

「わ、わたしに、ですか？　どど、どうして？」

「だってリゼは、右も左もわからない俺とずっと一緒にいてくれたし、これまで何度も助けてくれただろ？」

「そ、そんなこと……わ、わたしなんて、すぐ詠唱に失敗する役立たずのクレリックで……」

　リゼが頬を赤く染めながら、しきりに杖をいじりはじめる。

「そんなことはない。リゼがいなかったら、俺なんてとっくに野垂れ死んでいたはずだ」

　誇張表現ではなく、間違いなくそうなっていただろう。ギーゼラのナイフやトリスタンの隕石魔術から俺を救ってくれたのは、リゼのプロテクションなのだ。

「俺は冒険者を続ける。続けて、必ずリゼに恩返しをする。だから……これからも俺と一緒にパーティを組んでほしい」

「ヒロタカ様……」

　リゼがふっと息を呑んだ。

　そして、しばらくうつむいたまま何かを考え、意を決したように俺の顔を見る。

「わたしは何が起きようと、ずっとヒロタカ様と一緒にいます。だから……絶対に……絶対に、いなくなったりしないでください」

　杖を持つリゼの両手が小さく震えているのがわかった。

　それが不安からくるものなのか、想いを正直に告げたからなのかわからなかった。だけど、どちらにしても、それを払拭させてやりたいと思った。

　俺はリゼに小指を差し出す。彼女は小さく首をかしげた。

「これは俺の国で約束を交わすときにやる、おまじないみたいなもんだ。魔術みたいに効力があるわけじゃないけど」

　リゼの手を取り、小指を引っかける。

　そして俺は、小さく深呼吸をして、言った。

「俺は絶対にリゼの前からいなくなったりしない。これは約束だ」

　この指切りに何か効果があるわけじゃない。
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　約束を反故にしたときに痛い目を見る、なんて呪いの効果があれば意味を見出すことができるのだろうけど、生憎、そんなことは起きない。

　だけど、リゼにはおまじないだけで十分だったようだ。

「ありがとう、ございます」

　彼女が覗かせた笑顔はいつもと同じくらい可か憐れんで、可愛らしいものだった。

　その笑顔に俺も笑顔で答えてから、絡めていた指を解いた。

「……よし。それじゃあ、レイチェルのところに戻ろうか。早く戻らないと、あいつにサンドイッチを全部食べられちまう」

「そうですね。わたし、もうおなかペコペコです」

　奇をてらったかのように腹がぐぅと鳴った。

　リゼではなく、俺の腹が。

　いやいや、このタイミングで鳴るのは俺のじゃなくてリゼの腹だろ。腹が鳴って照れるリゼに、俺が萌もえるというシーンじゃないのか。

「ふふ、早く戻りましょうか」

「そ、そうだな」

　クスクスとくすぐったそうに笑うリゼを見て、照れてしまう。

　何だか食い意地が張ってるみたいで恥ずかしい。

　俺は「少しは空気を読めよ腹の虫」と自分の胃袋を恨みながら、リゼと丘の上で待つレイチェルの元へ戻るのだった。
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「あ、そこにいらっしゃるのは魔王をふたりも倒した街の英雄であり、準男爵の爵位をもらって貴族に成り上がったエロタカさんじゃないですか！」

　相変わらず混んでいる、早朝の白猫ギルド。

　そこに設置されている掲示板の前でリゼたちと依頼を吟味していたところ、背後からローナが声をかけてきた。

　うん、わかりやすい説明ありがとう。

　でも、そろそろエロタカはやめような。メチャクチャ恥ずかしいから。

　そんなローナが、手にしていた紙を俺に渡してきた。

「……ん？　何だこれ？」

「新しい宣伝チラシ作ったんで見てくださいよ！　魔王ヒロタカが所属する伝説の冒険者ギルド、白猫の宿り木……ああっ!?　何で破くんですか!?」

「お前は当然のようにトラブルの元を作ろうとするんじゃない！」

　いつもいつも余計なことしやがって。口が滑ってこいつに魔王のことを話してしまったのが本当に悔やまれる。

　というか関係ないけど、前にも増して絵がうまくなってるなこいつ。そっちのほうを生業にしたほうが稼げるんじゃないか？

　俺はローナのチラシを捨て、掲示板に貼ってあった依頼書を手に取った。

「今日の依頼は、トロルの討伐ですか……？」

　依頼書を覗き込んできたのはリゼだ。

「不安なのか？」

「はい。トロルにはあまりいいイメージがないので」

　そういや、はじめてリゼと出会ったときにトロルに襲われてたっけ。

　あの頃と比べるとリゼも格段にレベルアップしているし、トロルくらいに遅れをとることはないだろうけど。

「今の俺たちには余裕だと思うよ。でも――」

「はい。いざというときのために、準備はしっかりして行きましょう」

　俺のいつものセリフをリゼが代弁した。

　彼女はしてやったりといった感じで、嬉しそうに笑った。

「……ま、そういうことだな」

　俺も笑顔で返す。

　備えあれば憂いなし。他にも何かたとえがあった気がするけど――と思っていると、レイチェルがドヤ顔で返してきた。

「まさに『石橋を叩いて割れ』だな」

「割るな」

　お前って本当に元Ｓランク冒険者なのか？

　時々、真剣に疑問に思ってしまうわ。

　と、疑心にまみれていた俺の隣に立った誰かが、依頼書をひったくった。

「……何じゃあ？　トロルの討伐依頼？」

　フードをかぶったギーゼラだ。

「おいおい、ヒロタカよ。おぬしはすべての生物の頂点に君臨する魔王なのじゃぞ？　魔王らしくもっと高ランクの危険な依頼を受けんか」

「何言ってんだ。リスクを負わないのが俺のモットーなんだよ」

　それは魔王になった今でも変わらない。

　まだ高ランクの依頼は受けられないってのが実情だけど、受けられたとしてもＢやＡランクの依頼なんてやる気はない。

「はっ、本当に肝が小さい魔王じゃのう。……ま、そこが可愛いところでもあるのじゃがな」

　ギーゼラが小さくため息を漏らし、くるっと踵きびすを返した。

「何だ？　お前は一緒に来ないのか？」

「ワシは留守番じゃ。昨日、一番煎じのまじりっけなしワインを手に入れてのう。これからワインを飲みながら焼豚サンドイッチを食べて寝る予定じゃ」

「朝からワインって、魔王をやめても怠惰なんだな……」

　怠惰の魔王になった俺より怠惰って、色々終わってるだろ。

　というか、金はないはずなのに、どこでそんな高級ワインを手に入れたんだ。

「土産はいらんぞ」

「ニートが偉そうに言うな」

　２階の部屋に上がっていくギーゼラの背中に吐き捨てる。

　それからローナに依頼の手続きをしてもらい、俺たちはギルドを出発した。

　城壁の向こうから、気持ちのいい朝日が目に飛び込んでくる。

「……よし。じゃあ今日も、元気に安全に、適度に頑張ろうか」

「はいっ！」

「ああ、そうだな！」

　元気よく返事をする、大切な仲間たち。




　うん、今日も――最高の悠々自適な冒険者日和だ。
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あとがき




　またしてもあとがきを書くことになりましたが、代わり映えがしない生活を送っているので何を書こうかいつも悩みます。

　ここ最近で変わったことと言えば、うちの庭によく来ていた野良のキジトラが姿を見せなくなったことでしょうか。

　のんびりと日向ぼっこをしたり、たまに「おっちゃん何しとるん？」と家の中を覗き込んでくる可愛らしい野良猫でした。

　めっきり見かけなくなったということは、悲しいけれどそういうことなのだろう。

　そんなふうに誰もいない庭を見ながら愁嘆していたところ、前よりもひと回りほど太ったキジトラが塀の上をのっしのっしと歩いてました。

　姿を消していた間、どこかの家であったかいご飯を腹いっぱい食べていたんでしょうね。

　愛嬌があれば世知辛い世の中でも生き残ることができるとキジトラが教えてくれたので、僕も愛嬌を振りまいていこうと思います。




　というわけで、皆様こんにちは！　邑上主水ちゃんです！　にこにこ！

　この度は本書を手に取っていただきありがとうございます。

　魔剣、異世界、冒険、淑やか女子、ドＭ変態エルフ、小悪魔ビッチと、僕好みの設定を盛り込みまくったのですが、いかがでしたでしょうか。

　未知の世界での冒険にワクワクして、バトルでドキドキして、さらにヒロインたちとのかけ合いでホッコリしていただけたのなら、作者としてこれ以上の喜びはありません。

　ちなみに、僕の作品で小悪魔ビッチを登場させたのははじめてなのですが、実によきですね！

　ギーゼラちゃんが登場するだけで場が動くので、書いていてすごく楽しかったです。




　最後になりますが、謝辞を。

　いつも一読者として嬉しい感想を送ってくれる編集者Ｉさま、一発でイメージぴったりのすばらしいイラストを描いてくださった風花風花先生、本書の制作に携わってくださった皆さま。こうして書籍として出すことができたのは皆さまのお陰です。本当にありがとうございます。

　そして、こうして本書を手に取ってくださった読者さまに、心からの感謝を。

　また、お会いしましょう！










邑むら上かみ主もん水ど










ギーゼラの本心




　冒険者試験での魔王襲撃事件から数日。街にある酒場「酔いどれマウンツ」で飯を食っていたら、隣の席に誰かが腰をおろした。

「なにやらウマそうなものを食べておるのう？」

　フードからこぼれ落ちる金色の髪に、ワインのように赤く染まった瞳。

　キュッと吊り上げた口角から鋭い犬歯を覗かせているのは、襲撃事件の首謀者である、怠惰の魔王ギーゼラだった。

　俺は胡乱な目で彼女を見る。

「……魔剣と契約なんてしないぞ」

「なんじゃ、藪から棒に。ワシはただ、おぬしが食べているメシを横取りしに来ただけじゃ」

「些細なことみたいにさらっと言ってるけど、その理由も大概だからな？」

　てか、なんだよ横取りしに来たって。

　魔剣の契約を断ってから、ギーゼラにずっと付きまとわれているが、最近は魔剣よりも俺が食べているものに興味が移っている気がしてならない。

　吸血鬼は飯を食わなくても死なないらしいのでガン無視したいところなのだけれど、なんだか可哀想になっていつも恵んでしまっている。

　だからこうして飯を食っていると、いつも姿を見せるのかもしれない。

　お前は野良猫か。

　いや、こいつの場合は野良魔王か。

「というか、なんでそんなに人間の飯に興味があるんだよ？」

「興味が絶えんのは人間だったときの名残かの」

「……名残？　お前って、元々は人間なの？」

「そうじゃ。ワシは魔剣オソロと契約したときに吸血鬼になった元人間じゃよ」

　返す言葉を失ってしまった。

　なんていうか、とんでもない話だな。余計に魔剣と契約したくなくなった。

「なんでお前は人間をやめてまで魔剣と契約しようと思ったんだ？」

「ん？　ワシの過去が気になるか？」

「まぁ、どんなふうに生きたらそんな自堕落ビッチになるのかは気になる」

「はは、褒めるな褒めるな」

「褒めてない」

「そうじゃの、その肉を一片くれるなら話してやろう」

　やはりそう来たかと思ったが、話が気になったので恵んでやることにした。

　ギーゼラはぺろりと肉を頬張り、話をはじめる。

「ワシが生まれたのは、とある小国の王宮じゃった」

「王宮？　てことは、お姫様だったってことか？」

「そうじゃな。その頃は病弱で城にこもりっきりじゃったが、この美貌を武器にワガママを通しまくっておった」

「あ～……うん、わかる」

　その姿が容易に想像ができた俺は、深く頷いた。

「お前が魔剣を保管していた居城っていうのは、その城のことなのか？」

「いいや、違う。ワシが人間のときに引きこもっていた城は、とうの昔に焼け落ちておるからの」

「焼け落ちたって……戦争、とか？」

「ま、似たようなものじゃな」

　ギーゼラが呆れたように肩をすくめた。

「突然、どこぞの国の軍隊に襲われ、民や家族を救うために城の宝物庫に保管してあった魔剣と契約したのじゃが、時すでに遅しじゃった。今となっては、誰もあの国のことを覚えておる者はいまい。国を襲った連中も皆殺しにしたからな」

「……なんだか救いがない話だな」

　人間をやめてまで魔剣と契約したのに、家臣や家族を失い、さらには故郷すら失ってしまったなんて酷すぎる話だ。

「神の救いなどあるものか。本当に神がおるのなら、そもそもワシは引きこもってなどおらんかっただろうしの」

「だけど、神にすがりつきたくなるくらいの状況だろ」

「いいや、ならん。神の教えほど虫唾が走るものはないわ。教会の連中が言う『神を信じる者は救われる』というのは、逆を返せば信じないものは地獄行きということなのじゃぞ？　そんな個人の考えに左右される教義など、欺瞞以外の何物でもあるまい」

「いやまぁ、そう言われると身も蓋もないけどさ」

　詳しくないけど、宗教ってそういうもんだろうし。

　しかし、とギーゼラを見て思う。

　怠惰の魔王だのなんだの言ってたけど、こいつもこいつで辛い過去を背負っていたんだな。

「お前って、見かけによらず苦労人だったんだな」

「そうでもないぞ？　なにせ、全部ウソじゃからな」

「……は？」

　すっと全身から血の気が引いた。

　固まる俺を見て、ギーゼラがくすくすと小さく肩を震わせる。

「うふふ、その顔を見たくてからかっただけじゃ。今おぬしに話したのは全部ウソじゃ。ワシの故郷はありふれた農村じゃ。楽しみなどなにもなく、娯楽といえば……そうじゃな、たまに村に来る旅人とヤるくらいじゃった」

「ヤるって、何をだよ!?」

「ん？　何じゃと思う？」

　頬杖をついて目を細めるギーゼラ。

　こいつ、完全に俺をおちょくってやがる。俺に同情させるために、手の混んだウソをつきやがって。というか、ウソつくの上手すぎだろ。

「はぁ……お前の話を信じた俺がバカだったよ」

「ふふ。おぬしのそういう純粋な性格、好きじゃよ？」

「……っ!?」

　そっと身を寄せてくるギーゼラ。

　彼女の小さな胸がむにゅっと腕にあたった瞬間、椅子から滑り落ちてしまう。

　そんな俺を見て、ギーゼラは楽しそうにケラケラと笑うのだった。
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